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説明：世界で初めて合成された累積ケイ素一ケイ素二重結合を持つ

化合物，トリシラアレン。

結晶中においても中央のケイ素原子（半透明の緑の球）が末

端のケイ素原子（緑の球）を通る軸周りで回転している。こ

のトリシラアレンの構造上の特徴は対応する有機化合物であ

るアレンとは顕著に異なる。
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理学研究科・理学部の理念

東北大学は倉Ｉ立以来「研究第一主義」という基本理念のもとに，創造的な研究活

動により学術の深奥を究め，その先端的な成果を活かした大学教育を行なってきた。

また，「門戸開放」という基本理念のもとに研究と教育の場を広く社会に開放してき

た。理学研究科・理学部は，このような基本理念に基づき，先端的な研究と人間性

豊かな教育を両輪として，自然科学における知の創出の国際的な拠点となることを

めざす。

理学は，自然界にひそむ原理や法則性を解明し，真理を探究する学問である。理

学は，人類の「数理とはなにか｣，「物質とはなにか｣，「我々の住む地球そして宇宙

とはなにか｣，「生命とは何か」という根源的な自然への疑問に対する飽〈なき知的

好奇心を原動力として，学問として形成きれてきた。また，理学は人間の生活に密

接に関わっており，現代社会を支える主要な科学技術や人文・社会科学など様々な

分野の研究の基盤となっている。

理学研究科・理学部は，自由な発想と独創性をもって，自然の真理の探究と創造

的研究を行ない，その成果を広く世界に発信する。ざらに，人間性と倫理性を備え

た卓越した研究者を養成することにより，人類の知的財産を継承し次世代の自然科

学と科学技術の発展の基盤を支える。

理学研究科・理学部は，先端的な研究成果に基づいた高度な専門的教育によって，

優れた職業人を育成し，人類の社会的，経済的発展に寄与する。また，自然科学の

基礎教育に中心的役割を担い，現代社会の諸問題の克服に必要な科学的思考能力を

持つ人を育てる。ざらに，様々な文化的活動を通じて研究成果を広く社会に普及し，

豊かな自然環境を次世代に継承するための指針を提供することによって，人類の文

化と福祉の向上に貢献する。

理学研究科・理学部は，学術研究活動と教育活動の情報を広く社会に提供し，社

会の意見を尊重しつつ自己改革に努め，基本的人権，両性の平等，思想・信条の自

由を尊重し，より良い研究と教育の環境づくりに努力する。
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月別主要曰程表 ４月１曰～９月30曰

１０月１曰～３月３１曰
前期セメスター（第１，３，５，７セメスター）
後期セメスター（第２，４，６，８セメスター）

Ⅶ’

－２－

月 教務全般 授業料免除・奨学金等 その他

４ 授業時間割・授業概要配付

第1，３ ５ ７セメスタ

履修登録（web，窓口）

関連科目認定申請

￣

履修登録科目確認・修正

(web）

前期分授業料納付期限

日本学生支援機構奨学生幕

集

RＩ（ フ ジオ・アイソト

プ）取扱者登録更新手続

就職（進路）状況調査

自修会委員推薦

￣

教育職員免許状取得希望届

提出（希望者は必ず提出す

ること｡）

５ 前期分授業料徴収猶予．

月害Ｉ分納許可通知

定期健康診断

RI取扱者講習会実施

教育実習（前期曰程）

次年度教育実習実施要項配付

RI手帳交付（更新分）

６ 本学創立記念日（６月22日）

(休業曰）

RI取扱者特殊健康診断

７ 試験 入学料免除許可通知

前期分授業料免除許可通知

後期分授業料免除関係書類

配付

日本学生支援機構奨学生採

用決定通知

有機溶斉リ・特定化学物質

取扱学生特殊健康診断

８ 夏季休業

９ 補講

学位記授与式（９月卒業）

後期分授業料免除願書受付

後期分授業料徴収猶予

月割分納願受付

●

次年度教育実習参加申込書

及び出身校内諾書提出期限

RI取扱者登録申請手続

Ⅲ手帳交付（新規分）



－３－

月 教務全般 授業料免除・奨学金等 その他

1０ 第２，４ ６
，
８セメスタ

履修登録（web，窓口）

関連科目認定申請

￣－

履修登録科目確認・修正

(web）

後期分授業料納付期限

後期分授業料徴収猶予

月害Ｉ分納許可通知

●

自修会スポーツ大会開始

教育実習（後期曰程）

1１ 卒業予定者氏名・本籍地確認 曰本学生支援機構奨学金

満期予定者返還説明会

大学祭

次年度教育実習事前指導

RI取扱者講習会実施

教育職員免許状授与申請

1２ 冬季休業 後期分授業料免除許可通知 RI取扱者特殊健康診断

有機溶斉ﾘ・特定化学物質

取扱学生特殊健康診断

1 前期分授業料免除関係書類

配付

曰本学生支援機構適格認定

奨学金継続願提出

２ 補講，試験 入学料免除関係書類配付 RI取扱者登録申請手続

RI手帳交付（新規分）

３ 学位記授与式 前期分授業料免除願書受付

入学料免除願書受付

前期分授業料徴収猶予．

月害Ｉ分納願受付



教育課程及び履修方法



１教育課程

理学部の教育課程は，各年次を２つのセメスター(学期）に区切り，第４年次まで８セメ

スターにわたり編成きれている。

第３セメスターまでは，基幹，外国語，展開などの一般的，基礎的知識を養う全学教育科

目が多く組まれているが各系の専門の科目も相当数用意きれている。第３セメスターまで

の授業は，主として川内北キャンパスにおいて行われる。

また，第４セメスター以降においては，北青葉山地区の所属学科において，それぞれの学

科における専門の知識を得るための学修を行う。

(1)授業科目の区分

授業科目は分野や性格によって，次の①～④の区分に分類きれている。

①全学教育科目

本学の全学教育は，実社会や高次の研究に生かせる専門的知識をもち，現代的で広

い知見と豊かな人間性，国際性をもった学生を養成するという目的のもとに，専門教

育及び大学院教育の基礎を形成するための基盤教育を実践し，以下の基本的教養や知

識，技能を養うことを使命としている。

（１）現代人，国際人として社会生活を送るうえで基盤となる知識と技能

（２）人間形成の根幹となる，現代社会にふざわしい基本的教養や技法

（３）専攻する専門分野の理解を助けるための幅広い学問分野に関する知識と技能

（４）専攻分野を学ぶうえで基礎となる知識と技能

「全学教育科目」は，このような使命を果たすために「基幹科目」「展開科目」「共

通科目」の３科目類からなる教育課程を設定し，科目群毎に構成きれた授業を実施し

て，以下の目標を達成する。

の科目狐万百､レーゴーーlig卍 〔
〕

｣局哉と千壱泊 Ｖ

瀧日９m房の詫 ヨ 刊詳

－７－

【
展
開
科
目
類
］

● ｢人文科学｣，「社会科学｣，「自然科学」６群（数学，物理学，化学，生物学，

宇宙地球科学，理科実験)，「総合科学」の科目群からなる。

･基幹科目において習得した基盤となる知識と技能をもとに，人文科学・社会科

学・自然科学等の諸科学に関する基礎的知見，学際的な解決を要する現代的諸

【
基
幹
科
目
類
］

● ｢人間論｣，「社会論｣，「自然論」の科目群からなる。

･専門分野の如何を問わず，倫理，芸術，言語表現，ジ 二匹 ンダ－
９ 経済，社会，

政治，歴史，生命，環境などの分野における現代的テーマに関する基本的な知

識と技能を学び，人間・社会・自然の諸事象に関する幅広い知見と柔軟で多角

的な視野を身につけ，豊かな教養と人間性に裏付けられた知的な探求を行う基

盤となる知識と技能を養うことを目標としている。



めの不月山口を知託

の字間田営為を知 用への首欲冴高め亘門識 段ｂ

湖ロワ・人問田最枠 「
』

以上が，全学教育科目の概要である。

②専門教育科目

各系・学科の学問分野について，高度で専門的な知識を教授し，専門家としての素

養を身につけさせる。また，将来，研究者を目指すものにとっては，大学院での研究

やその後の研究活動の基礎となるものである。

③関連科目

他の学科等の授業科目で，当該学科における専門の学習に特に関連がある科目とし

て授業科目表において指定しているものと，その他の科目で学生の申請により関連科

目として履修することが認められるものとがあり，いずれも専門科目に準ずるものと

して扱われる。

④開放科自

他の学部の指定された専門教育科目を履修し，修得した単位を，全学教育科目の単位

として認定することができる。履修対象者は原則として２年次までの学部学生とする。

⑤教職に関する科目

中学校又は高等学校の教育職員免許状を取得する場合に単位を修得することが必要

な科目で，教員としての素養を身につける科目である。（全学教育で開設するものと学

部で開設するものとがある｡）

－８－

【
展
開
科
目
類
］

課題に対応するための視点と知識を身につけるとともに，授業を通して研究者

の学問的営為を知り，学問への意欲を高め，専門教育・大学院教育へと展開す

る学問的・人間的基盤を養うことを目標としている。

【
共
通
科
目
類
］

●

｢転換・少人数科目（基礎ゼミ)｣，「外国語｣，「|青報科目｣，「保健体育」の各科

目群及び外国人留学生のための「留学生対象科目」の科目群からなる。

･社会的倫理性に基づく主体的判断力・行動力とコミュニケーション能力，国際

人としてのコミュニケーション能力と他文化理解力，情報に関わる基本的知識

と技能，心身の健康維持・増進のための知識と技能など，現代人として生きる

ために必要不可欠な能力及び基本的素養と技能を養い，能力や技能の自己開発

のための起点を形成することを目標としている。



(2)授業と単位

授業科目を履修し試験に合格すると所定の単位が与えられる。授業科目は，その授

業方法によって，講義，演習及び実験・実習・実技に区分きれ，単位数は，授業方法に

より，次の基準で定められている。

授業は，通常週１回（２時間)，ｌセメスター当たり15週を標準として行うが，科目や

単位数によっては，それ以上の時間，授業回数又は複数セメスターにわたり行うものも

ある。また，短い期間に何単位分かの授業をまとめて行う集中講義形式のものもある。

(3)授業科目の必修，選択等の指定

授業科目は，それぞれ科目の重要性や必要性に応じて，次のような履修上の指定や要

望がなされ，卒業等のための要件となっている。

なお，このほか，系や学科ごとに，所属学科の決定要件，特定科目の履修要件，卒業

研究のための研究室への配属要件等として，修得すべき科目や単位数が定められている

ので留意して履修計画を立てなければならない。（所属系・学科の履修方法の項を参照

のこと｡）

(4)履修計画

各系，各学科の授業科目は，８つのセメスターに学習上効率的にバランスよく

配置きれている。この配置を一覧表にしたものが後掲の授業科目表である。この表

及びそれに付随している履修方法等の説明に従って履修計画を立て，別に配布きれ

－９－

講義及び演習 15～30時間で１単位（１回２時間の授業が15回で１～２単位となる｡）

実験，実習，実技 30～45時間で１単位（１回３時間の授業が15回で１～15単位となる｡）

必修科目 必ず履修して単位を修得しなければならない科目

選択必修科目 指定数科目中から指定単位数を選択して修得しなければならないもの

選択科目
必修，選択必||参の指定はないが，要求された単位数以上を選んでI|参得し

なければならない科目

自由聴講科目
卒業等の要件には含めない科目で，本人の興味や必要に応じ，自由に単

位を修得する科目

履修要望科目
て

当該系・学科の学習との関連や高学年での専門の学習の予備知識とし

， できるだけ履修した方がよい科目として指定されているもの



ている授業時間割表に従って，各自の履修計画を作成することになる。

履修計画の作成にあたっては，それぞれの授業科目に対し十分予習や復習の時間

をかけて理解を深めることとし，過密な履修にならないよう配慮すること。また

理学部では，理学に対する広い視野と，専門分野に対する深い理解をもつ学生の育

成を目指し，４年間，８つのセメスターのカリキュラムを組んでいる。このため，早

期卒業制度は導入していない。

なお，全学教育科目の履修にあたっては，各系・学科ごとの履修方法によるほか，

｢全学教育科目の手引」に掲載きれている科目ごと（特に外国語教育科目）の履修方

法をよく読んで，それに従うこと。

－１０－



２授業科目表及び履修方法

（１）各学科共通の授業科目表

－１１－

類 群 授業科目

毎週授業時間数

１年 ２年 3年 ４年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必
修

選
択
必
修

選
択 備考

基
幹
科
目

人間論

社会論

白 ﾀBlt
ｊｏｂ、 論

思想と倫理の世界

文学の世界

言語表現の世界

芸術の世界

人間と文化

歴史と人間社会

経済と社会

法・政治と社会

社会の構造

ジェンダーと人間社会

自然界の構造

科学技術とエネルギー

生命と自 ﾀBk息
JOD、

自然と環境

科学と情報

２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２

つ
と
“
２
恥
２
“
２
“
Ｚ

又は

２

又は

２

又は

２

よ
土
よ

〔
Ｌ

幻
２
幻
２
町
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
Ｚ

基幹科目から６単位

以上履修すること。

展
開
科
目

人文科学

社会科学

自然科学

総
合
科
学

総合科目

ｶﾚﾝﾄﾄﾋﾟｯｸｽ糊

現代学問論

論理学

哲学・倫理学

文学

宗教学

教青学

歴史学

言語学

学
学
学
法
学
学
学
学

臺忠
類
理

会
理
国
治
済
人
地

本
化
文

社
心
法
日
政
経
文
人

現代学問論

蝿

２

２

２

獺
Xは

Ｚ

又は

２

又は

２

又は

２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

粥
Xlj

２

粥
Ｘ'よ

２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

各２

各２

各２

人文科学から２単位

以上履修すること。

社会科学から２単位

以上履修すること。

※対象：地球科学系のみ

lii鰯I職旅lji鯛0ﾍﾟｰｼﾞ鯵ｌｌ１Ｉｏと上，

※２セメと同時開講

鱸す5牒湘は毎年淀川

共
通
科
目

転換・少人数科目

外
国
語 英語

基礎ゼミ

１
２
１
２
１
２

Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ

雪
叩
壷
叩
壼
叩
壺
叩
壺
叩
壷
叩

英
英
英
英
英
英

２

２
２

２
２

２
２

２

１
１
１
１
１
１

6単位履修すること。



－１２－

類 群 授業科目

毎週授業時間数

1年 ２年 3年 4年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必
修

選
択
必
修

選
択 備考

共
通
科
目

外
国

壷叩

初修語

諸外国語

情報科目

保健体育

基礎ドイツ語Ｉ

基礎ドイツ語Ⅱ

展開ドイツ語Ｉ

展開ドイツ語Ⅱ

基礎フランス語Ｉ

基礎フランス語Ⅱ

展開フランス語Ｉ

展開フランス語Ⅱ

基礎ロシア語Ｉ

基礎ロシア語Ⅱ

展開ロシア語Ｉ

展開ロシア語Ⅱ

基礎スペイン語Ｉ

基礎スペイン語Ⅱ

展開スペイン語Ｉ

展開スペイン語Ⅱ

基礎中国語Ｉ

基礎中国語Ⅱ

展開中国語Ｉ

展開中国語Ⅱ

基礎朝鮮語Ｉ

基礎朝鮮語Ⅱ

展開朝鮮語Ｉ

展開朝鮮語Ⅱ

ギリ

ギリ

､

､／

シ

ァ語Ｉ

ァ語Ⅱ

サンスクリット語Ｉ

サンスクリット語Ⅱ

フラア

フナ

ン語Ｉ

ン語Ⅱ

モンゴル語Ｉ

モンゴル語Ⅱ

イタリア語Ｉ

イタリア語Ⅱ

チェコ語Ｉ

チェコ語Ⅱ

情報基礎Ａ

情報基礎Ｂ

スポ

スポ

￣

￣

ツＡ

ツＢ

体と健康

４
４
４
４
４
４

２
２
２
２
２
２

２
２

４
４
４
４
４
４

２
２
２
２
２
２

２
２

２
２
２
２
２
２

２

２
２
２
２
２
２

又は

２

２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２

※
粥
１
１
２

同一初修語の基礎

Ｉ Ⅱから４単位

以上履修すること。

※対象：生物学科のみ



(2)数学系〔数学科〕

①数学科授業科目表

［

■■

－１３－

類 群 授業科目

毎週授業時間数

1年 2年 3年 ４年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必
修

選
択
必
修

選
択 備考

展
開
科
目

自
然
科
学

数学

物理学

化学

生物学

宇宙地球科学

理科実験

解析学Ａ

解析学Ｂ

解析学Ｃ

解析学Ｄ

線形代数学Ａ

線形代数学Ｂ

数理統計学

物理学Ａ

物理学Ｂ

物理学ｃ

物理学，

化学Ａ

化学Ｂ

化学ｃ

生命科学Ａ

生命科学Ｂ

生命科学ｃ

地球システム科学

地球物質科学

白 妖
Ｊ」ｂ、 地理学

天文学

地球惑星物理学

自然科学総合実験

２
２

２
２

２

２

２

２
２

２

２

２

２

４

２
２

２

２

２

Ｚ

２
２
２

２
２

２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２

２
２

数学の必修科目10単

位を履修すること。

数学の選択科目，物

理学，化学，生物学，

宇宙地球科学，理科

実験の科目から14単

位以上履修するこ

と ０

区分 授業科目

専
門
教
育
科
目

数学序論Ａ

数学序論Ｂ

代数学序論Ａ

代数学序論Ｂ

同演習

解折学序論Ａ

解折学序論Ｂ

幾何学序論Ａ

同演習

解折学序論Ｃ

数学概説Ａ

数学概説Ｂ

２

２
２

２

２
２

２
２
２

２

２

２

２
２

２

２
２
２
２
２

２
２
２
２



単位

jTL

才
必
－

－１４－

区
分

授業科目

毎週授業時間数

1年 2年 3年 ４年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必、

修

選
択
必
修

選
択 備考

専
門
教
育
科
目

幾何学序論Ｂ

同演習

幾何学序論ｃ

代数学概論Ａ

同演習

代数学概論Ｂ

同演習

代数学概論Ｃ

同演習

幾何学概論Ａ

同演習

幾何学概論Ｂ

同演習

解析学概論Ａ１

同演習

解折学概論Ａ２

同演習

解析学概論Ｂ１

同演習

解折学概論Ｂ２

同演習

解析学概論ｃ

解析学概論Ｄ

同演習

保険数学

計算機数学Ａ

計算機数学Ｂ

数学講究

数学セミナ ￣

数学研究

代数学総説

幾何学総説

解折学総説

多様体論総説

応用数理総説

代数学特選Ａ

代数学特選Ｂ

幾何学特選Ａ

幾何学特選Ｂ

解析学特選Ａ

解析学特選Ｂ

多様体論特選Ａ

多様体論特選Ｂ

２
４
２
２
４

２
４

２

２
４

２
４

２
４
２
４

２
２

２

２
４

２
４

２
４

２
４

４

８
２
２
２
２
２
２
２

２
２

２

８
２

２
２

２
２

２
２
２
２
２
２
８

２
２
２
２

２
２

２
２

２
２

２
２
２
２

２
２
２

２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

第４ ￣～ジ 第６セメス

ターに開講される数

学科専門教育科目か

ら30単位以上を履修

すること 。



－１５－

区
分 授業科目

毎週授業時間数

1年 2年 3年 4年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必
修

選
択
必
修

選
択 備考

専
門
教
育
科
目

応用数理特選Ａ

応用数理特選Ｂ

代数幾何学特選

数論特選

数論的幾何学特選

微分幾何学特選

位相幾何学特選

微分位相幾何学特選

複素解析学特選

実解析学特選

調和解析学特選

関数解析学特選

作用素環論特選

複素多様体論特選

大域解析学特選

表現論特選

保型関数論特選

代数解析学特選

数理物理学特選

常微分方程式論特選

偏微分方程式論特選

力学系理論特選

非線形解析学特選

数値解折学特選

確率過程論特選

数学基礎論特選

数学特別講義Ａ

数学特別講義Ｂ

数学特別講義ｃ

数学特別講義Ｄ

数学特別講義Ｅ

数学特別講義Ｆ

数学特別講義Ｇ

数学特別講義Ｈ

現代数学特選Ａ

現代数学特選Ｂ

現代数学特選Ｃ

現代数学特選Ｄ

現代数学特選Ｅ

現代数学特選Ｆ

現代数学特選Ｇ

現代数学特選Ｈ

現代数学特選Ｉ

１

1

１

I

２
２

２
２

２
２

２
２
２
２

２
２

２
２
２

２
２

２
１

１
１

２
２

２
２

２
２

２
２
２

２
２

２
２

２
２

２
１

１

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１



蟇ＩⅡ

－１６－

区
分 授業科目

毎週授業時間数

1年 2年 3年 4年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必
修

選
択
必
修

選
択 備考

関
連
科
目

|青報理学入門

|青報理学Ｉ

|青報理学Ⅱ

量子力学概論

電磁気学Ｉ

電磁気学Ⅱ

解析力学

波動論

流体力学

相対論Ｉ

統計物理学Ｉ

科学史Ｉ

科学史Ⅱ

科学英語

教授会において関連科目とし
て認めたもの

２
２

２
２

２
２
２
２

２
２
２

２

２

２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

卒業に必要な単位数

に６単位まで含める

ことができる。



②数学系（数学科）の履修方法

ａ卒業の要件

数学科を卒業するためには，各学科共通の授業科目表及び数学科の授業科目表か

ら次の要件を満たす124単位以上を修得しなければならない＊。なお，卒業要件の

単位には，自由聴講科目及び教職に関する科目（Pll3）の単位を含めることはでき

ないので注意すること。

＊表の要件の合計は96単位となる。残り２８単位は全学教育科目，専門教育科目のいずれでも

よい。

*＊基礎ＬⅡは，ドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語，朝鮮語から選択。

－１７－

区分 修得を要する授業科目単位数等

全学教育科目
以下の基幹科目・展開科目及び共通科目に記載されている要件（計48単

位）を含め50単位

基幹科目 6単位以上

展開科目
次の要件を含めて２８単位以上

人文科学群の科目から２単位以上，社会科学群の科目から２単位以上

自然科学群の中で

解析学Ａ，解析学Ｂ，解析学Ｄ，線形代数学Ａ，線形代数学ＢｌＯ単位

解析学Ｃ，数理統計学，物理学Ａ，物理学Ｂ，物理学Ｃ，物理学Ｄ，

化学Ａ，化学Ｂ，化学Ｃ，生命科学Ａ，生命科学Ｂ，生命科学Ｃ，

地球システム科学，地球物質科学，自然地理学，天文学，地球惑

星物理学，自然科学総合実験

の中から１４単位以上

共通科目 基礎ゼミ２単位

情報基礎Ｂ２単位

英語Ａ１，Ａ２７
Ｂｌ

,

初修語の基礎Ｉ，Ⅱ

Ｂ２
，

＊＊

Ｃｌ Ｃ２計６単位

から４単位
専
門
教
育
・
関
連
科
目

第１～第６

セメスタ ￣

第４～第６

セメスタ ￣

第７～第８

セメスタ ￣

必修科目１８単位

数学序論Ａ,数学序論Ｂ,幾何学序論Ａ,幾何学序論Ｂ代数学概論Ａ，

代数学概論Ｂ，幾何学概論Ａ，解析学概論Ａ１，解析学概論Ｂｌ

選択必修科目４単位

代数学概論Ｃ，幾何学概論Ｂ，解析学概論Ｂ２，解析学概論，

選択科目選択必修科目（上段で選択しなかったもの）１６単位以上

数学セミナー８単位



ｂ数学セミナー受講の要件

第７～第８セメスターに開講する「数学セミナー(必修)」及び「数学研究（選

択)」を受講するためには，第６セメスター終了時までに次の要件を満たさなけれ

ばならない。

合計７４単位以上

なお，関連科目は卒業要件の単位には含まれるが，数学セミナー受講要件の単位には含ま

れないので注意すること。

－１８－

区分 修得を要する授業科目，単位数等

全
学
教
育

基幹科目

展開科目

共通科目

４単位以上

数学群の必修科目１０単位

(解析学Ａ，解析学Ｂ，解析学Ｄ，線形代数学Ａ，線形代数学Ｂ）

物理学群，化学群，生物学群，宇宙地球科学群，理科実験群から６単位

以上

人文科学群，社会科学群から２単位以上

基礎ゼミ２単位

情報基礎Ｂ２単位

英語Ａ１，Ａ２ ，
Ｂ１

，
Ｂ２ Ｃｌ C２６単位

専
門
教
育

第１～第６

セメスタ ￣

必修科目・選択必修科目の中から20単位

必修科目

数学序論Ａ，数学序論Ｂ，幾何学序論Ａ，幾何学序論Ｂ，代数学概論

Ａ， 代数学概論Ｂ，幾ｲ可学概論Ａ，解析学概論Ａ１，解析学概論Ｂ１

選択必修科目

(代数学概論Ｃ，幾何学概論Ｂ，解析学概論Ｂ２，解析学概論Ｄ）

選択科目，選択必修科目（上段で選択しなかったもの）から22単位以上



ｃ履修上の要望事項

（１）第１～第３セメスターにおいて開講される全学教育科目の数学の授業科目のう

ち解析学Ａ，解析学Ｂ，解析学Ｃ，解析学Ｄ，線形代数学Ａ，線形代数学Ｂは，

原則として理学部向けに開講されるクラスで受講すること。

（２）第１～第３セメスターの授業は原則として川内北キャンパスにおいて開講き

れ，第４～第８セメスターの授業は原則として青葉山キャンパスにおいて開講き

れる。両キャンパス間を短時間に移動することは容易ではないので，次の54単位

以上は第３セメスター終了時までに修得することが望ましい。

(3)講義内容を理解するためには，演習問題を自分の力で解くことが不可欠である。

講義科目に付随した演習科目を同時に受講すること。

ｄその他

（１）教職科目の履修については，教職科目の項を参照のこと。

（２）授業科目表中の開講セメスターは，変更することがある。

－１９－

区分 修得を要する授業科目，単位数等

展開科目 解析学Ａ，解析学Ｂ，解析学Ｃ，解析学Ｄ，線形代数学Ａ，線形代数学Ｂ

12単位

物理学，化学，宇宙地球科学，生物学及び理科実験の授業科目から

14単位以上

展開科目

専門教育科目

数学と|胄報の選択科目

第１～第３セメスターに開講きれる数学科目

＞

の中から必修６単位

を含めて14単位以上

基幹科目

展開科目

人間論，社会論，自然論

人文科学，社会科学
10単位以上

外国語教育科目 英語から６単位初修語から４単位以上



(3)物理系〔物理学科・宇宙地球物理学科〕

①－１物理学科授業科目表

－２０－

類 群 授業科目

毎週授業時間数

1年 2年 3年 ４年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必
修

選
択
必
修

選
択 備考

展
開
科
目

自
然
科
学

数学

物理学

化学

生物学

宇宙地球科学

理科実験

解析学Ａ

解析学Ｂ

解析学ｃ

解析学Ｄ

線形代数学Ａ

線形代数学Ｂ

数理統計学

物理学Ａ

物理学Ｂ

物理学Ｃ

物理学，

化学Ａ

化学Ｂ

化学Ｃ

生命科学Ａ

生命科学Ｂ

生命科学ｃ

地球システム科学

地球物質科学

白 妖ＪＯＤ、 地理学

天文学

地球惑星物理学

自然科学総合実験

２
２

２
２

２

２

２

２
２

２

２

２

２

４

２
２

２

２

２

２

２
２
２

２
２

２
２

２
２
２
２

２

２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

解析学Ｄ及び数理

統計学は選択科目で

あるが履修を強く要

望する。

区分 授業科目

専
門
教
育
科
目

力学演習Ｉ

力学演習Ⅱ

解析力学

波動論

物理と対称
』

|生

電磁気学Ｉ

同演習

電磁気学Ⅱ

同演習

電気力学

相対論Ｉ

２

２
２
２

２
２
２

２
２

２
２

１
１
２
２

２
１
２
１

２
２
２



－２１－

区
分 授業科目

毎週授業時間数

1年 2年 3年 ４年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必
修

選
択
必
修

選
択 備考

専
門
教
育
科
目

相対論Ⅱ

量子力学Ｉ

同演習

量子力学Ⅱ

同演習

量子力学Ⅲ

相対論的量子力学

統計物理学Ｉ

同演習

統計物理学Ⅱ

同演習

統計物理学Ⅲ

物理実験学Ｉ

物理実験学Ⅱ

計算物理学

原子核物理学Ｉ

原子核物理学Ⅱ

素粒子物理学Ｉ

素粒子物理学Ⅱ

宇宙論

物

物

物

物
』

|生物理学Ｉ

|生物理学Ⅱ

|生物理学Ⅲ

|生物理学特論

物理光学

原子分子物理学

生物物理学

物理学実験Ｉ

物理学実験Ⅱ

物理学実験Ⅲ

物理学セミナ ￣－

物理学研究

セミナ ￣

流体力学

同演習

弾
」

I生体力学

同演習

天体物理学Ｉ

４
２

２
２

８
２
２

２

２
２

２
２

２
８

２
２

２
２
２

２
２

２
２

２
２

８
４

２
２

２
２

２
２

２
ｍ
４

２
２

Ⅲ
４

４
１
２
１

２
１
２
１

４
４
４

０１

２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
４
２
１
２
１
２



Ｉ。 し￣￣Ｌ

’ 「’
１
’

－２２－

区
分

授業科目

毎週授業時間数

1年 2年 3年 ４年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必
修

選
択
必
修

選
択 備考

天体物理学Ⅱ

プラズマ物理学

２

２

２
２

関
連
科
目

1青報理学入門

情報理学Ｉ

情報理学Ⅱ

幾何学序論Ａ

幾何学序論Ｂ

幾何学概論Ａ

代数学概論Ａ

代数学概論Ｂ

科学英語

科学史Ｉ

科学史Ⅱ

教授会において関連科目と

認められたもの

２

２

２
２

２
２

２
２

２

２

２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

このほか，宇宙地球

物理学科の専門教育

科目も関連科目とし

て認める。

自
由
聴
講
科
目

基礎物理学実験Ａ

基礎物理学実験Ｂ

量子力学概論 ２

１
２
２

３ ＝～’ ８セメスタ －－

の間で履修するこ
とが望ましい。



①－２宇宙地球物理学科授業科目表

,類■

■■回■■
■■■■■■■

－２３－

類 群 授業科目

毎週授業時間数

1年 2年 3年 4年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必、

修

選
択
必
修

選
択 備考

展
開
科
目

自
然
科
学

数学

物理学

化学

生物学

宇宙地球科学

理科実験

解析学Ａ

解析学Ｂ

解析学Ｃ

解析学Ｄ

線形代数学Ａ

線形代数学Ｂ

数理統計学

物理学Ａ

物理学Ｂ

物理学ｃ

物理学，

化学Ａ

化学Ｂ

化学ｃ

生命科学Ａ

生命科学Ｂ

生命科学ｃ

地球システム科学

地球物質科学

白 ﾀ21；こ
JOD、 地理学

天文学

地球惑星物理学

自然科学総合実験

２
２

２
２

２

２

２

２
２

２

２

２

２

４

２
２

２

２

２

２

２
２
２

２
２

２
２

２
２
２
２

２

２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

解析学Ｄ及び数理

統計学は選択科目で

あるが，履修を強〈

要望する。

区分 授業科目

専
門
教
育
科
目

力学演習Ｉ

力学演習Ⅱ

電磁気学Ｉ

同演習

情報理学入門

電磁気学Ⅱ

同演習

２

２
２
２
２

２
２

１
１
２
１
２
１

２



： ■選
択
必
修
Ｉ １
１
１

｜
選
択２－３－４－

１ⅡⅢ

－２４－

区
分

授業科目

毎週授業時間数

1年 2年 3年 4年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必、

修

選
択
必
修

選
択 備考

専
門
教
育
科
目

電気力学

解析力学

波動論

量子力学Ｉ

同演習

流体力学

同演習

固体地球物理学

天体物理学Ｉ

天体測定学Ｉ

天体測定学Ｉ演習

地球物理学実験Ｉ

地球物理学実験Ⅱ

天体物理学実習Ｉ

天体物理学実習Ⅱ

物理と対称 性

量子力学Ⅱ

同演習

統計物理学Ｉ

同演習

物理実験学Ｉ

相対論１

１青報理学Ｉ

弾 |生体力学

同演習

気象学

宇宙空間物理学

天体物理学Ⅱ

天文学特選Ａ

統計物理学Ⅱ

同演習

物理実験学Ⅱ

量子力学Ⅲ

情報理学Ⅱ

計算物理学

地震学

地殻物理学

地球物理計測解析学

２

２
４
２
２
２

２
２
２
９

９
２
２

２

２
２

９
９
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２

２
２

２
２
２
２
２
２

２
４
１
２
１

３
３
３
３

２
２

２
２
２
１

２
２
１
２
１
２
２
２
２
１
２
２
２
２
２
１
２
２
２
２
２
２
２

－天文学コースは必修

地球物理学コース

は必修

天文学コースは必修

天文学コースは必修

－天文学コースは必修

地球物理学コース

は必修



－２５－

区
分 授業科目

毎週授業時間数

1年 ２年 ３年 ４年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必
修

選
択
必
修

選
択 備考

専
門
教
育
科
目

海洋物理学

惑星大気物理学

同演習

地球惑星物性学Ｉ

天体物理学Ⅲ

恒星物理学Ｉ

天体観測

天文学特選Ｂ

天文学セミナ
￣

物理光学

相対論Ⅱ

震源物理学

同演習

地球惑星物性学Ⅱ

海洋力学

気候物理学

大気物理学

電磁圏物理学

同演習

』恒星物理学Ⅱ

星間物理学

銀河宇宙物理学Ｉ

天体側定学Ⅱ

天文学特選Ｃ

天文学特選Ｄ

宇宙地球物理学研究

字宙論

大気力学

プラズマ物理学

銀河宇宙物理学Ⅱ

高 エネルギ
￣ 天文学

天文学特選［

天文学特選『

随
２
２
２
２
２
２
時
２
６
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
６

、
２
２
２
２
２
２
２

９

２
２
２
２
２
２
２

２
２
１
２
２
２
２
２
３
２
２
２
１
２
２
２
２
２
１
２
２
２
２
２
２

地球惑星物質科学科で開講

地球惑星物質科学科で開講



－２６－

区
分

授業科目

毎週授業時間数

1年 2年 3年 4年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必、

修

選
択
必
修

選
択 備考

関
連
目
科

気候学Ｉ

気候学Ⅱ

原子核物理学Ｉ

素粒子物理学Ｉ

物 性物理学Ｉ

生物物理学

地球内部物理化学

相対論的量子力学

地球惑星 執
JOD、 力学

原子分子物理学

原子核物理学Ⅱ

素粒子物理学Ⅱ

統計物理学Ⅲ

物

物

物

』

性物理学Ⅱ

|生物理学Ⅲ

性物理学特論

幾何学序論Ａ

幾何学序論Ｂ

幾何学概論Ａ

代数学概論Ａ

代数学概論Ｂ

科学史Ｉ

科学史Ⅱ

科学英語

教授会において関連科目と認

められたもの

２

２
２
２

２
２

２
２
２

２
２

２
２

２
２

２
２
２
２
２

２
２

２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

地圏環境科学科で

開講

地球惑星物質科学科で開講

地球惑星物質科学科で開講

自
由
聴
講
科
目

基礎物理学実験Ａ

基礎物理学実験Ｂ

量子力学概論 ２

１
２
２

３ ￣～〆 ８セメスタ ￣－

の間で履修するこ
とが望ましい○



②物理系（物理学科及び宇宙地球物理学科）の履修方法

物理系とは，物理学科及び宇宙地球物理学科の２学科を総称した名称であり，第１

～第３セメスターに開講される授業科目及びその履修方法は両学科共通である。第３

セメスターまでの履修にあたっては，いずれかの学科の授業科目表を参照し，履修計

画を立てること。

物理系においては，第３セメスター終了後に所属学科の決定｜物理学科，宇宙地球

物理学科（天文学コース・地球物理学コース）への配属｝を行う。

②－１所属学科決定までの履修方法（２学科共通）

所属学科の決定は，第３セメスター終了時までに次の表１の要件を満たした者を対

象に行う。

また，表Ｚの要件を満たすことを要望する。

表１学科決定の要件

表２第３セメスター終了時までの履修要望科目

※基礎Ｉ，Ⅱはドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語，朝鮮語から選択。

－２７－

区分 修得を要する授業科目単位数等

展開科目

白 ﾀ夫
JDb、

●

科学

物理学Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄから６単位以上

自然科学総合実験の２単位

解析学Ａ，Ｂ，線形代数学Ａ，Ｂから６単位以上

区分 修得を要望する授業科目，単位数等

基幹科目 人間論・社会論・自然論から合わせて６単位

展開科目

人文科学から２単位，社会科学から２単位

自然科学から次の要件を含み24単位

必修科目計18単位及び解析学Ｄ，数理統計学計４単位

共通科目 基礎ゼミ２単位

英語ＡＬＡ２ Ｂｌ
，

初修語の基礎Ｉ，Ⅱ

情報基礎Ｂ２単位

Ｂ２

※

， Ｃｌ Ｃ２計６単位

から４単位

専門教育科目 力学演習Ｉ，力学演習Ⅱ電磁気学Ｉ，電磁気学Ⅱ，電磁気学Ｉ演習，

電磁気学Ⅱ演習，解析力学計10単位



②－２物理学科の履修方法

ａ卒業の要件

物理学科を卒業するためには，各学科共通の授業科目表及び物理学科の授業科目

表から，次の要件を満たす124単位以上を修得しなければならない＊。なお，卒業

要件の単位には，自由聴講科目及び教職に関する科目（pll3）の単位を含めるこ

とはできないので注意すること。

＊表の要件の合計は120単位となる。残り４単位は全学教育科目専門教育科目のいずれで

もよい。

＊＊基礎Ｉ，Ⅱは，ドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語,朝鮮語から選択。

ｂ物理学研究受講の要件

物理学は積み上げ型の学問であり，下位の授業科目を修得しないで上位の科目を

受講しても十分な理解が得られない場合が多い。従って，第７．８セメスターに開

講きれる必修授業科目の物理学研究を受講するためには，第６セメスター終了時ま

でに次の要件を満たさなければならない。なお，本科目は，本学科のいずれかの研

究室に所属して受講することになる。

－２８－

区分 修得を要する授業科目，単位数等

全学教育科目
以下の基幹科目・展開科目及び共通科目に記載きれている要件（計48単

位）を含め50単位

基幹科目 6単位以上

展開科目 人文科学から２単位，社会科学から２単位

自然科学から次の要件を含めて24単位

物理学Ａ，Ｂ，ＣＤ計８単位

自然科学総合実験２単位

解析学Ａ，Ｂ，線形代数学Ａ，Ｂ計８単位

共通科目 基礎ゼミ２単位

英語Ａ１，Ａ２，
Ｂ１

初修語の基礎Ｉ，Ⅱ

情報基礎Ｂ２単位

Ｂ２

＊＊

Ｃｌ
， Ｃ２計６単位

から４単位

専門教育科目

関連科目

必修授業科目４８単位

選択授業科目から２２単位

なお，選択授業科目の単位には関連科目の単位を含めることができる。

その中には，宇宙地球物理学科の専門教育科目を含めることができる。



ｃ履修上の要望事項

（１）展開科目の自然科学選択科目については，次の科目の履修を強く要望する。

(2)展開科目の物理学の分野に係る授業科目は，原則として理学部物理系向けに開

講されるクラスで受講すること。

(3)原則として，第１～第３セメスターの授業は川内北キャンパス，第４～第８セ

メスターの授業は青葉山キャンパスにおいて開講される。

両キャンパス間を短時間に移動することは容易ではないので，このことを考慮

して履修計画を立てること。

ｄその他

（１）教職科目の履修については，教職科目の項を参照のこと。

（２）授業科目表中の開講セメスターは，変更することがある。

－２９－

区分 ||参得を要する授業科目単位数等

展開科目 自然科学から次の要件を含めて24単位

物理学Ａ，Ｂ，Ｃ，，計８単位

自然科学総合実験２単位

解析学Ａ，Ｂ，線形代数学Ａ，Ｂ計８単位

専門教育科目 物理学実験Ｉ，Ⅱ Ⅲ計12単位

第６セメスターまでの専門教育科目の必修授業科目のうち，次に示す

16科目26単位中未取得単位が８単位以下であること。

力学演習Ｉ，力学演習Ⅱ解析力学，波動論，電磁気学Ｌ同演習，

電磁気学Ⅱ同演習，量子力学Ｌ同演習，量子力学Ⅱ同演習，

統計物理学Ｉ，同演習，統計物理学Ⅱ，同演習

区分 修得を要望する授業科目，単位数等

展開科目 解析学Ｄ，数理統計学４単位



②－３宇宙地球物理学科の履修方法

ａ卒業の要件

宇宙地球物理学科を卒業するためには，各学科共通の授業科目表及び宇宙地球物
理学科の授業科目表から次の要件を満たす124単位以上を修得しなければならな

い＊。なお，卒業要件の単位には，自由聴講科目及び教職に関する科目（pll3）の
単位を含めることはできないので注意すること。

＊表の要件の合計は112単位となる。残り12単位は全学教育科目専門教育科目のいずれで
もよい。

*＊基礎Ｉ，Ⅱは，ドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語，朝鮮語から選択。

ｂ履修上の要望事項

（１）展開科目の数学の選択については，次の科目を履修していることが望ましい。

(2)展開科目の物理学の分野に係る授業科目は，原則として理学部物理系向けに開

講されるクラスで受講すること。

(3)原則として，第１～第３セメスターの授業は川内北キャンパス，第４～第８セ

メスターの授業は青葉山キャンパスにおいて開講される。

両キャンパス間を短時間に移動することは容易ではないので，このことを考慮

して履修計画を立てること。

ｃその他

（１）教職科目の履修については，教職科目の項を参照のこと。

（２）授業科目表中の開講セメスターは，変更することがある。

－３０－

区分 修得を要する授業科目，単位数等

全学教育科目 以下の基幹科目・展開科目及び共通科目に記載されている要件（計48単
位）を含めｓｏ単位

基幹科目 6単位以上

展開科目 人文科学から２単位，社会科学から２単位

自然科学から次の要件を含めて24単位

物理学Ａ，Ｂ，Ｃ，，計８単位

自然科学総合実験２単位

解析学Ａ，Ｂ，線形代数学Ａ，Ｂ計８単位

共通科目 基礎ゼミ２単位
英語Ａｌ，Ａ２，

Ｂｌ

初修語の基礎Ｉ，Ⅱ
情報基礎Ｂ２単位

Ｂ２，
＊＊

Ｃｌ Ｃ２計６単位

から４単位

専門教育科目

関連科目

次の要件を含め62単位以上

専門教育科目から必修及び選択必修授業科目を含めて40単位以上

区分 修得を要望する授業科目，単位数

展開科目 解析学Ｄ，数理統計学４単位



(4)化学系〔化学科〕

①化学科授業科目表

竺

■■■■■

－３１－

類 群 授業科目

毎週授業時間数

1年 2年 3年 4年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必
修

選
択
必
修

選
択 備考

展
開
科
目

自
然
科
学

数学

物理学

化学

生物学

宇宙地球科学

理科実験

解析学Ａ

解析学Ｂ

解析学Ｃ

解析学Ｄ

線形代数学Ａ

線形代数学Ｂ

数理統計学

物理学Ａ

物理学Ｂ

物理学Ｃ

物理学，

化学Ａ

化学Ｂ

化学Ｃ

生命科学Ａ

生命科学Ｂ

生命科学ｃ

地球システム科学

地球物質科学

自 ﾀBk：
JOO、 地理学

天文学

地球惑星物理学

自然科学総合実験

２
２

２
２

２

２

２

２
２

２

２
２

２

２

４

２
２

２

２

２

２
２
２

２
２

２
２

２
２
２

２

２
２
２

２
２

２

２
２

２
２

２
２

２
２
２

下記の要件を含め

て 展開科目・自然

科学から24単位以上

を履修すること。

数学（必修４単位以

外に４単位以上）

生命科学Ａ，地球シ

ステム科学，地球物

質科学の中から２単

位以上

区分 授業科目

専
門
教
育
科
目

基礎化学序論

専門基礎化学Ｉ

専門基礎化学Ⅱ

専門基礎化学Ⅲ

２

２
２
２

２

２
２
２

履修要望科目

履修要望科目

履修要望科目



単位選
択
必
修
一

選
択
一

－３２－

区
分 授業科目

毎週授業時間数

1年 2年 3年 ４年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必
修

選
択
必
修

選
択 備考

専
門
教
育
科
目

Ⅳ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ａ
Ｂ
論
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ⅱ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ

学
論
論
論
論
習
習
論
論
論
論
習
習
論
論
論
論
習
習

Ｉ
験
験

Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ

慨
概
概
概
演
演

概

礎
学
学
学
学
学
学
化
化
化
化
化
化
学
学
学
学
学
学
学
学
実
実
究
究
学
学

化
概
概
概
概
演
演
学
学
学
学
学
学
概
概
概
概
演
演

学
学
学
学

般
股
研
研
化
化
と
ヒ
ヒ
ヒ

ヒ
化

基
化
化
化
化
化
化
析
析
析
析
析
析
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ

’
’

１
ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
↑

分
分
分
分
分
分

門
理
理
理
理
理
理
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
物
物
学
学
題
題
析
析
機
機
機
機

専
物
物
物
物
物
物
無
無
無
無
無
無
有
有
有
有
有
有
生
生
化
化
課
課
分
分
無
無
無
無

２
２

２
田

２
２

２
２
２

２
２
２

２

８
２
２

２
２
２

２
２
２

２
１

６
１
１
１
１
１
１

1５ 1５

６
６
２
Ⅵ

２
２
２
２
２
１
１
２
２
２
２
１
１
２
２
２
２
１
１
２
２

１
１
１
１
１
１

履修要望科目

専門教育科目から６８

単位以上を履修する

こと。ただし，必修

授業科目を履修する

ためには，それぞれ

の要件があるので注

意すること。



－３３－

区
分 授業科目

毎週授業時間数

1年 2年 3年 4年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必、

修

選
択
必
修

選
択 備考

専
門
教
育
科
目

Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ⅱ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ⅱ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ

Ⅲ
Ⅲ
学
学
樅
蠅
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ｖ
Ｖ
析
析
選
選
Ⅱ
Ⅱ
選
選
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ

学
学

学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
分
分
特
特
学
学
特
特
学
学
学
学
学
学

と
と

Ｉ
Ｉ
と
と

↑
ｉ
と
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
と
器
器
学
学
と
と
学
学
と
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
上

化
化

析
析
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
↑
１
１

１
ｉ

Ｉ
イ
イ
ｉ
Ｉ
１

機
機
化
化

化
化

機
機
射
射
分
分
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
物
物
物
物
理
理
理
理
理
理

機
機

無
無
放
放
無
無
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
生
生
生
生
物
物
物
物
物
物

１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１

１
１
１
１
１
１

１
１

１
１

１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１



単位数

必
修
－

１
‐
■

選
択
必
修

選
択

２－４－

１ⅡⅡ

＝ ３

’
１ ’

Ｉ
Ｄ
。 l」

－３４－

区
分

授業科目

毎週授業時間数

1年 2年 3年 4年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必
修

選
択
必
修

選
択 備考

専
門
教
育
科
目

物理化学ⅣＡ

物理化学ⅣＢ

物理化学ＶＡ

物理化学ＶＢ

物理化学ⅥＡ

物理化学ⅥＢ

物理化学特選Ｉ

物理化学特選Ⅱ

高分子化学Ｉ

高分子化学Ⅱ

＿＿＿Ｐ＿_一

居I 分子化学特選Ｉ

高分子化学特選Ⅱ

１
１
１
１
１
１

１
１

１
１

１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

関
連
科
目

情報理学入門

|青報理学１

１青報理学Ⅱ

科学英語

科学史Ｉ

科学史Ⅱ

教授会において関連科目とし

て認めたもの

２

２
２

２

２

２

２
２
２
２
２
２

専門教育科目として

12単位まで認める。

自由

聴講

科目

基礎化学実験Ａ

基礎化学実験Ｂ

３

３

１
１



②化学系（化学科）の履修方法

ａ卒業の要件

化学科を卒業するためには，各学科共通の授業科目表及び化学科の授業科目表か

ら次の要件を満たす124単位以上を修得しなければならない＊。なお，卒業要件の

単位には，自由聴講科目及び教職に関する科目（pll3）の単位を含めることはでき

ないので注意すること。

＊表の要件の合計は118単位となる。残り６単位は全学教育科目専門教育科目のいずれで

もよい。

＊＊基礎Ｉ，Ⅱは，ドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語，朝鮮語から選択。

－３５－

区分 修得を要する授業科目，単位数等

全学教育科目
以下の基幹科目・展開科目及び共通科目に記載きれている要件（計48単
位）を含め50単位

基幹科目 6単位以上

展開科目

(人文科学,社会科学）
人文科学，社会科学からそれぞれ２単位以上

展開科目

(自然科学）

次の要件を含めて24単位以上

化学化学Ａ，化学Ｂ，化学Ｃ６単位

数学解析学Ａ，解析学Ｂ，解析学Ｃ，解析学Ｄ，線形代数学Ａ，

線形代数学Ｂ，数理統計学

以上の中から解析学Ａ，線形代数学Ａを含む８単位以上

物理学物理学Ａ，物理学Ｃを含む４単位以上

生物学宇宙地球科学

生命科学Ａ，地球システム科学，地球物質科学

以上の中から２単位以上

理科実験自然科学総合実験２単位

共通科目 基礎ゼミ２単位

英語Ａｌ，Ａ２，
Ｂｌ Ｂ２

初修語の基礎Ｉ，Ⅱ

|胄報基礎Ｂ２単位

＊＊

Ｃｌ ， Ｃ２計６単位

から４単位

専門教育科目 必修授業科目２６単位

選択授業科目から42単位以上

ただし，課題研究Ｉ受講の要件の三つの授業科目系からそれぞれ６単

位以上修得していること ○

なお，選択科目中には，履修要望科目である専門基礎化学ＬⅡ

Ⅳを含めて履修することが望ましい。

Ⅲ ，

また，選択授業科目の単位には，関連科目の単位を12単位まで含める

ことができる。



ｂ化学一般実験Ａ，Ｂ受講の要件

第４～第５セメスターに開講する化学一般実験Ａ，Ｂを受講するためには，次の

授業科目を含めて58単位以上を修得していなければならない。

ｃ課題研究Ｉ受講の要件

第６セメスターに開講する課題研究Ｉを受講するためには，下表の授業科目を含

めて93単位以上を修得していなければならない。（関連科目の科学英語は，この単

位に含めることはできない｡）但し取得単位数が85単位以上，９３単位未満の学生

が希望する場合には，課題研究Ｉの受講開始を認めることがある。その学生が６セ

メスター中に必要単位数（下表の授業科目を含めて93単位以上）を取得した場合に

限り，その課題研究Ｉの単位を認定し，引き続き課題研究Ⅱの受講開始を認める。

－３６－

区分 修得を要する授業科目単位数等

専門教育科目 基礎化学序論２単位

展開科目

(白 ﾀBk：
JOD、 科学）

化学Ａ２単位

自然科学総合実験２単位

化学Ｂ化学Ｃ，物理学Ａ，物理学Ｃ，解析学Ａ，線形代数学Ａ

から６単位以上

共通科目
外国語（英語，初修語）８単位以上

|青報科目（情報基礎Ｂ）２単位

区分 修得を要する授業科目 授業科目系 単位数

展開科目(自然科学）

専門教育科目

専門教育科目

展開科目(自然科学）

専門教育科目

化学Ｂ

専門基礎化学Ｉ，物理化学概論Ａ，

物理化学概論Ｂ，物理化学概論Ｃ，

物理化学概論，

専門基礎化学Ⅱ，専門基礎化学Ⅳ，

無機分析化学概論Ａ，無機分析化学

概論Ｂ，無機分析化学概論Ｃ無機

分析化学概論，

化学Ｃ

専門基礎化学Ⅲ，有機化学概論Ａ，

有機化学概論Ｂ，有機化学概論Ｃ

有機化学概論Ｄ，生物化学概論，生

物化学１Ａ

物理化学系

無機分析化学系

有機化学系

左記の三つの授

業科目系，「物理

化学系」「無機分

析化学系」「有機

化学系」の中の

－つの授業科目

系について，６

単位以上，残り

の二つの授業科

目系については，
それぞれ４単位

以上修得してい

なければならな

いｏ

専門教育科目 化学一般実験Ａ，化学一般実験Ｂ 12単位



ｄ課題研究Ⅱ受講の要件

第７～第８セメスターに開講する課題研究Ⅱを受講するためには，「課題研究Ｉ」

を履修し，その単位を修得していなければならない。

ｅ履修上の要望事項

（１）展開科目・自然科学の化学の分野に係る授業科目は，原則として理学部化学系

向けに開講きれるクラスで受講すること。

（２）原則として，第１～第３セメスターの授業は川内北キャンパス，第４～第８セ

メスターの授業は青葉山キャンパスにおいて開講きれる。第３セメスターの専門

基礎化学ＬⅡ，ⅢⅣ及び生物化学概論のうち３つの授業科目は青葉山キャン

パスで開講される。

両キャンパス間を短時間に移動することは容易ではないので，このことを考慮

して履修計画を立てること。

（３）講義内容を理解するためには，演習問題を自分の力で解くことが不可欠である。

講義科目に付随した演習科目を同時に受講することが望ましい。

ｆその他

（１）教職科目の履修については，教職科目の項を参照のこと。

（２）授業科目表中の開講セメスターは，変更することがある。

－３７－



(5)地球科学系〔地圏環境科学科・地球惑星物質科学科〕

①－１地圏環境科学科授業科目表

－３８－

類 群 授業科目

毎週授業時間数

1年 2年 3年 4年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必、

修

選
択
必
修

選
択 備考

展
開
科
目

自
然
科
学

数学

物理学

化学

生物学

宇宙地球科学

理科実験

解析学Ａ

解析学Ｂ

解析学ｃ

解析学Ｄ

線形代数学Ａ

線形代数学Ｂ

数理統計学

物理学Ａ

物理学Ｂ

物理学Ｃ

物理学，

化学Ａ

化学Ｂ

化学Ｃ

生命科学Ａ

生命科学Ｂ

生命科学ｃ

地球システム科学

地球物質科学

白 ﾀBk：
ＪＯＤ、 地理学

天文学

地球惑星物理学

自然科学総合実験

２
２

２
２

２

２

２

２
２

２

２

２

２

４

２
２

２

２

２

２

２
２
２

２
２

２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２

下記の要件を含め

て 自然科学から2４

単位以上を履修する

こと ０

数学群から４単位以

上

物理学群から２単位

以上

化学群から２単位以

上

生物学群から２単位

以上

宇宙地球科学群から

地球システム科学，

地球物質科学を含め

て６単位以上

区分 授業科目

専
門
教
育
科
目

地球の科学

地表環境論

プレ ￣ ト ﾌー クトニクス

地球の物質とダイナミックス

２

２
２
２

２
２
２
２



－３９－

区
分 授業科目

毎週授業時間数

1年 ２年 ３年 ４年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必、

修

選
択
必
修

選
択 備考

専
門
教
育
科
目

地学実験

地球化学

環境変動論

人間環境地理学

地圏シス Y了 ム学

固体地球の進化

構造地質学

同位体地球科学

日本の地質誌

堆積学

進化古生物学

古生物学実習

構造地質学実習

生命環境誌

地質調査法実習

地圏
』|胄報解析学

地圏情報解析学実習Ｉ

地圏情報解析学実習Ⅱ

地理情報解析学実習

地圏試料分析実習Ｉ

地圏試料分析実習Ⅱ

地理学実習

地形学

地形学演習Ｉ

地形学演習Ⅱ

気候学Ｉ

気候学Ⅱ

白 妹
JOD、 環境地理学

気候学実習

経済地理学Ｉ

経済地理学Ⅱ

都市地理学

地域環境論

人文地理学実習Ｉ

人文地理学実習Ⅱ

曰本歴史地理１

日本歴史地理Ⅱ

世界地誌１

世界地誌Ⅱ

３

２
２
２

２
２

２
３
３

３
２

２

時臘
２

２
３

３
３

２
２

２
２

３
猟
Ⅸ
２

２
２
３
３

３
２

２
３

２
３

※２

２
２

２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

選択科目から38単位

以上履修すること。

※隔年で開講する。

※隔年で開講する。



－４０－

区
分

授業科目

毎週授業時間数

1年 2年 3年 4年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必
修

選
択
必
修

選
択 備考

専
門
教
育
目
科

地図学

地形測量学及び実習

地殻岩石学実習Ｉ

地殻岩石学実習Ⅱ

地圏環境科学特選科目Ｉ

地圏環境科学特選科目Ⅱ

地圏環境科学特選科目Ⅲ

地圏環境科学特選科目Ⅳ

地圏環境科学特選科目Ｖ

地圏環境科学特選科目Ⅵ

地圏環境科学特選科目Ⅶ

地圏環境科学特選科目Ⅷ

地理学特選科目Ｉ

地理学特選科目Ⅱ

地理学特選科目Ⅲ

地理学特選科目Ⅳ

地理学特選科目Ｖ

地理学特選科目Ⅵ

科学英語漬習

セミナ

セミナ

セミナ

￣

￣

▲＿

Ａ

ＢＩ

ＢⅡ

野外実習Ｉ

野外実習Ⅱ

野外実習Ⅲ

野外実習Ⅳ

野外実習Ｖ

野外実習Ⅵ

野外実習Ⅶ

課題研究Ａ

課題研究ＢＩ

課題研究ＢⅡ

２
３

３
３

３
随
随
随
随
随
随
随
随
随
随
随
随
随
随

鵬
鵬
鵬

３
３
３

３
３

３
３

３
３
３

２
２

３
３

１
１

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

３

３

1５

1５

４
２
２

Ⅲ
２
８

２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

地圏進化学コース

環境地理学コース

環境地理学コース

野外実習７科目から

3科目以上を選択す

ること ○

地圏進化学コース

環境地理学コース

環境地理学コース

関
連
科
目

鉱物結晶学

岩石学Ｉ

造岩鉱物学

相平衡論

生命起源地球科学

２
２
２

２

２

２
２
２
２
２



－４１－

四

区
分 授業科目

毎週授業時間数

1年 2年 3年 ４年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必
修

選
択
必
修

選
択 備考

関
連
科
目

地球惑星物‘性学Ｉ

気象学

海洋物理学

気候物理学

固体地球物理学

地震学

植物生態学

植物進化生態学

情報理学入門

情報理学Ｉ

情報理学Ⅱ

科学史Ｉ

科学史Ⅱ

科学英語

教授会において関連科目とし

て認めたもの

２
２
２
２

２
２
２
２

２
２
２

２
２

２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

自
由
聴
講
科
目

基礎地学実験Ａ

基礎地学実験Ｂ

２
３

１
２



①－２地球惑星物質科学科授業科目表

－４２－

類 群 授業科目

毎週授業時間数

1年 2年 3年 4年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必
修

選
択
必
修

選
択 備考

展
開
科
目

自
然
科
学

数学

物理学

化学

生物学

宇宙地球科学

理科実験

解析学Ａ

解析学Ｂ

解析学ｃ

解析学Ｄ

線形代数学Ａ

線形代数学Ｂ

数理統計学

物理学Ａ

物理学Ｂ

物理学Ｃ

物理学，

化学Ａ

化学Ｂ

化学Ｃ

生命科学Ａ

生命科学Ｂ

生命科学ｃ

地球システム科学

地球物質科学

白 妖
ＪＯＤ、 地理学

天文学

地球惑星物理学

自然科学総合実験

２
２

２
２

２

２

２

２
２

２

２

２

２

４

２
２

２

２

２

２

２
２
２

２
２

２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２

下記の要件を含め

て 自然科学から2４

単位以上を履修する

こと ○

数学群から４単位以

上

物理学群から２単位

以上

化学群から２単位以

上

生物学群から２単位

以上

宇宙地球科学群から

地球システム科学，

地球物質科学を含め

て６単位以上

自然科学総合実験を２単位

区分 授業科目

専
門
教
育
科
目

地球の科学

地球の物質とダイナミックス

地表環境論

プレ ￣ ト ﾌー クトニクス

地学実験

岩石学入門

鉱物結晶学

同実習

鉱物構造学

同演習

鉱物組織学

同実習

応用鉱物学

２

２
２
２
３

２
２

３
２

２
２
３

２

２
２
２
２
２
２
２

１
２
１
２
１
２

選択科目の中から２９

単位以上を修得する

こと 。



』し ｣１１

－４３－

区
分 授業科目

毎週授業時間数

1年 ２年 3年 4年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必
修

選
択
必
修

選
択 備考

専
門
教
育
科
目

岩石学Ｉ

岩石学実習Ｉ

岩石地質学

岩石地質学演習

岩石学Ⅱ（固体地球化学）

岩石学実習Ⅱ

岩石学Ⅲ（固体惑星学）

造岩鉱物学

同位体地球科学

相平衡論

生命起源地球科学

資源地球化学

宇宙環境物質論

結晶成長基礎論

同実習

初期地球環境変動論

初期太陽系進化

有機地球化学

地球惑星物性学Ｉ

同実習

地球惑星物性学Ⅱ

同実習

地球惑星 執
ＪＤｂ、 力学

同実習

地球内部物理化学

野外調査演習（測量学を含む｡）

夏期ブイ

フイ

フイ

￣

￣

￣ ルドセミナ

ルドセミナ

ルドセミナ

セミナ

セミナ

セミナ

セミナ

_

￣

￣

￣

￣

￣

￣

Ｉ

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

課題研究

地球惑星物質科学入門

地球惑星物質科学実習Ｉ

地球惑星物質科学実習Ⅱ

地球惑星物質科学実習Ⅲ

地球惑星物質科学実習Ⅳ

地球惑星物質科学実習Ｖ

地球物質科学特選講義Ｉ

地球物質科学特選講義Ⅱ

地球物質科学特選講義Ⅲ

先端地球科学特選講義

鉱物学特選講義Ｉ

鉱物学特選講義Ⅱ

２
３

２
２

２
３

３
３
３

３
２
２
２
２
２

２
２

２
６
３
３
３

３

２
２
２

２
３

３
２
２
２

３
３

２
３

２
３
９

３
Ⅲ

３
３
１
１
１
１
１
１
０

２
２

２
１
１

１
１

１
２
１
２
１
２

２
２
２
２
２
２
１
２
２
２

１
２
１
２
１
２

２
１

１
１
１
１
１
１
１

選択科目の中から

29単位以上を修得

すること ○



－４４－

区
分

授業科目

毎週授業時間数

1年 2年 3年 ４年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必、

修

選
択
必
修

選
択 備考

専
門
教
育
科
目

岩石学・固体地球化学特選講義Ｉ

岩石学・固体地球化学特選講義Ⅱ

資源地球化学特選講義Ｉ

資源地球化学特選講義Ⅱ

地球惑星物性学特選講義Ｉ

地球惑星物性学特選講義Ⅱ

島弧マグマ学特選講義Ｉ

島弧マグマ学特選講義Ⅱ

地球物質基礎講義Ｉ

地球物質基礎講義Ⅱ

地球物質基礎講義Ⅲ

地球物質基礎講義Ⅳ

固体地球物理学

地震学

固体地球の進化

構造地質学

海洋物理学

惑星大気物理学

２

２
２
２
２

２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２

宇宙地球物理学科で開講

〃

地圏環境科学科で開講

地圏環境科学科で開講

宇宙地球物理学科で開講

〃

関
連
目
科

弾性体力学

同演習

地殻物理学

地球化学

環境変動論

宇宙論

日本の地質誌

生命環境誌

地形学

地形学演習Ｉ

気候学Ｉ

気候学Ⅱ

白 妖
JOD、 環境地理学

情報理学入門

情報理学Ｉ

情報理学Ⅱ

科学史Ｉ

科学史Ⅱ

科学英語

教授会において関連科目とし
て認めたもの

２

２
２

２
２

２
２

２
２
２

２
２

２

２
２
２
２

Ｚ

２

２
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

自
由
聴
講
科
目

基礎地学実験Ａ

基礎地学実験Ｂ

２
３

１
２



②地球科学系（地圏環境科学科及び地球惑星物質科学科）の履修方法

地球科学系とは地圏環境科学科と地球惑星物質科学科の２学科を総称した名称で

ある。第１～第３セメスターに開講される授業の履修方法は２学科で共通である。第

３セメスターまでの履修にあたっては，地圏環境科学科を目指す学生はｐ38～41に，

地球惑星物質科学科を希望する学生はｐ42～44に掲げた授業科目表を参照して履修

計画を立てること。なお，地圏環境科学科には地圏進化学コースと環境地理学コース

があるので，このことを考慮のうえ履修科目を決めること。

②－１所属学科決定のための科目履修要件（２学科共通）

所属学科決定は，第３セメスター終了後に次の要件を満たした学生についてのみ行う。

下表の［学科配属要件単位数］の欄に掲げられた合計48単位を修得し，加えて［卒

業要件単位数］の欄に掲げられた科目（総単位数58）の中から２単位，合計50単位以

上を修得していること。

なお，円滑に卒業に至るためには，３セメスター終了時までに下表の［卒業要件単

位数］の欄に掲げた合計58単位以上の科目を修得し終えていることが望ましい。５セ

メスターからは本格的に専門教育科目が始まる上，川内北キャンパスと青葉山キャン

パス間を短時間に移動することは容易ではないので，未修得の科目がある場合は，４

セメスター終了時までに修得しておくこと。

※初修語の基礎ＬⅡは，ドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語，朝鮮語から選択。

－４５－

区分 修得を要する授業科目と単位数等 卒業要件単位数 学科配属要件単位数

基幹科目

展開科目

共通科目

人間論群，社会論群，自然論群の授業科目から

人文科学群の授業科目から

社会科学群の授業科目から

自然科学群の授業科目から以下の科目を含めて

数学群の授業科目から

物理学群，化学群，生物学群の授業科目から

それぞれ２単位以上

宇宙地球科学群の授業科目から

地球システム科学，地球物質科学を含めて

自然科学総合実験

基礎ゼミ

英語Ａｌ，Ａ２ Ｂｌ
，

初修語の基礎Ｉ，Ⅱ

情報基礎Ｂ

Ｂ２
※

， Ｃ１ ， Ｃ２

６

８２

２
２

４２
４
６

６
２

４１

２
６
４
２

全
学
教
育
科
目
は
合
計
卯
単
位
以
上

４

2６

*26単位の科目内

容は，卒業要件

の科目内訳に拘

束きれないが，

その科目単位数

を十分に考慮し

て履修計画を立

てること。

1２

＊12単位には，英

語関連科目の５

単位が含まれて

いること。

専門教育

科目

地球の科学,地表環境論,プレートテクトニクス，

地球の物質とダイナミックス 地学実験から

1０ ６

5８



②－２地圏環境科学科の履修方法

ａ卒業の要件

地圏環境科学科を卒業するためには，各学科共通の授業科目及び地圏環境科学科

の授業科目表から，次の要件を満たす124単位以上を修得しなければならない＊。

なお，卒業要件の単位には，自由聴講科目及び教職に関する科目（pll3）の単位を

含めることはできないので注意すること。

＊表の要件の合計は118単位となる。残り６単位は全学教育科目専門教育科目のいずれで

もよい。

*＊基礎Ｉ，Ⅱは，ドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語，朝鮮語から選択。

ｂ履修上の要望事項

（１）展開科目の宇宙地球科学に含まれる授業科目は，原則として理学部向けに開講

きれているクラスで履修すること。

－４６－

区分 修得を要する授業科目単位数等

全学教育科目
以下の基幹科目・展開科目及び共通科目に記載されている要件（計48単

位）を含め50単位

基幹科目 6単位以上

展開科目 次の要件を含めて28単位以上

人文科学群の授業科目から２単位以上

社会科学群の授業科目から２単位以上

自然科学群の授業科目から下記の要件を含めて24単位以上を履修するこ

と ０

数学群の授業科目から４単位以上

物理学群，化学群，生物学群の授業科目からそれぞれＺ単位以上，合

わせて６単位以上

宇宙地球科学群の授業科目から地球システム科学，地球物質科学を含

めて６単位以上

理科実験の自然科学総合実験を２単位

共通科目 基礎ゼミ２単位

英語Ａ１，Ａ２，
Ｂ１

初修語の基礎ＬⅡ

情報基礎Ｂ２単位

Ｂ２

＊＊

Ｃｌ Ｃ２計６単位

から４単位

専門教育科目 必修授業科目24単位

選択必修授業科目から６単位以上

選択授業科目から38単位以上

る

なお，選択授業科目の単位には，関連科目の単位を含めることができ

○



(2)次の展開科目・共通科目をできるだけ多く履修することを要望する。

解析学Ａ，Ｂ，Ｃ線形代数学Ａ，Ｂ，数理統計学，物理学Ａ，Ｂ，化学Ａ，Ｂ，

生命科学Ａ，Ｂ，Ｃ情報基礎Ａ，Ｂ

(3)原則として，第１～第３セメスターの授業は川内北キャンパス，第４～第８セ

メスターの授業は青葉山キャンパスにおいて開講される。両キャンパス間を短時

間に移動することは容易ではないので，このことを考慮して履修計画を立てる

こと。

(4)地圏環境科学科の４セメスター以降に開講きれる専門科目には，地圏進化学

コースで開講されている科目環境地理学コースで開講されている科目両方の

コースで開講されている科目がある。履修にあっては注意すること。

(5)地圏環境科学科の次の専門教育科目を受講するためには，下表に示した科目を

修得しておく必要がある。

ｃその他

（１）教職科目の履修については，教職科目の項を参照のこと。

（２）学芸員の資格取得を希望する者は，学芸員についての項を参照のこと。

（３）当学科で「地図学」「地形測量学及び実習」「地形学」「自然環境地理学」「地理

情報解析学」及びこれらに関する実習・演習，その他地図・測量に関連する科目

を履修した者は，卒業後，国土地理院に測量士補の資格取得を申請することがで

きる。

（４）授業科目表中の開講セメスターは，変更することがある。

－４７－

専門教育科目 セメスター 修得が必要な科目 セメスター コース

セミナ－Ａ（４単位） ５ ￣～〆 ８ 科学英語演習 ４ 地圏進化学コース

野外実習Ｉ～Ⅳ（合計８単位） ５ ￣～〆 ６ 地学実験 ３ 地圏進化学コース

課題研究Ａ（１０単位） ６ ￣～￣ ８ 野外実習Ｉ～Ⅲ ４ －－二 ５ 地圏進化学コース

セミナーＢⅡ（２単位） ７ ￣～〆 ８ セミナーＢＩ ５ －－〆 ６ 環境地理学コース

課題研究ＢⅡ（８単位） ７ －－〆 ８

野外実習Ｖ～Ⅶ

セミナーＢＩ

課題研究ＢＩ

５

５

￣～プ

６

６ 環境地理学コース



②－３地球惑星物質科学科の履修方法

ａ卒業の要件

地球惑星物質科学科を卒業するためには，各学科共通の授業科目表及び地球惑星

物質科学科の授業科目表から，次の要件を満たす124単位以上を修得しなければな

らない。なお，卒業要件の単位には，自由聴講科目及び教職に関する科目（pll3）

の単位を含めることはできないので注意すること。

*＊基礎Ｉ，Ⅱは，ドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語，朝鮮語から選択。

ｂ履修上の要望事項

（１）展開科目・自然科学群の宇宙地球科学に含まれる地球システム科学，地球物質

科学，自然地理学は原則として理学部向けに開講されているクラスで履修するこ

と。

（２）展開科目・自然科学群の授業科目については，数理統計学，解析学，線形代数

学，物理学Ａ・Ｂおよびその他の科目を含め，２４単位以上のできるだけ多く

－４８－

区分 修得を要する授業科目，単位数等

全学教育科目
以下の基幹科目・展開科目及び共通科目に記載されている要件（計48単

位）を含め50単位

基幹科目 6単位以上

展開科目 人文科学群の授業科目から２単位以上

社会科学群の授業科目から２単位以上

自然科学群の授業科目は，下記の要件を含めて24単位以上を履修するこ

と 。

数学群の授業科目から４単位以上

物理学群，化学群，生物学群の授業科目からそれぞれ２単位以上，合

わせて６単位以上

宇宙地球科学群の授業科目から地球システム科学，地球物質科学を含

めて６単位以上

理科実験の自然科学総合実験を２単位

共通科目 基礎ゼミ２単位

英語Ａ１，Ａ２ Ｂ１

初修語の基礎Ｉ，Ⅱ

情報基礎Ｂ２単位

Ｂ２

＊＊

Ｃｌ Ｃ２計６単位

から４単位

専門教育科目 必修授業科目45単位

選択授業科目から29単位以上

なお，選択授業科目の単位には，関連科目の単位を含めることができる。



の科目を履修すること。

(3)原則として，第１～第３セメスターの授業は川内北キャンパス，第４～第８セメ

スターの授業は青葉山キャンパスにおいて開講される。両キャンパス間を短時間に

移動することは容易ではないので，このことを考慮して履修計画を立てること。

ｃその他

（１）教職科目の履修については，教職科目の項を参照のこと。

（２）学芸員の資格取得を希望する者は，学芸員の資格取得についての項を参照のこ

と。

授業科目表中の開講セメスターは， 変更することがある。(3)

－４９－



(6)生物系〔生物学科〕

①生物学科授業科目表

単位数

２－３－」･

ＩⅡⅢⅥⅦⅧ

－５０－

類 群 授業科目

毎週授業時間数

1年 ２年 3年 4年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必、

修

選
択
必
修

選
択 備考

展
開
科
目

自
然
科
学

数学

物理学

化学

生物学

宇宙地球科学

理科実験

解析学概要

解析学Ａ

解析学Ｂ

解析学ｃ

解析学Ｄ

線形代数学概要

線形代数学Ａ

線形代数学Ｂ

数理統計学

物理学Ａ

物理学Ｂ

物理学Ｃ

物理学，

化学Ａ

化学Ｂ

化学Ｃ

生命科学Ａ

生命科学Ｂ

生命科学ｃ

地球システム科学

地球物質科学

白 ｸ夫
ＪＯＤ、 地理学

天文学

地球惑星物理学

自然科学総合実験

２
２
２
２
２

２

２

２

２
２
２

２

２

２

２

４

２
２

２

２

２

２

２
２
２

２
２
２

２

２
２

２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２

２
２
２
２

２
２
２

22単位以上履修する

こと ○

2単位

区分 授業科目

専
門
教
育
科
目

生物学へのアプローチＩ

生物学へのアプローチⅡ

発生生物学Ｉ

植物形態学

遺伝学

動物生態学

植物生理学Ｉ

植物生理学Ⅱ

分子細胞生理学

細胞生理学

微生物学

細胞生物学

２

２

２
２
２
２
２

２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２



－５１－

区
分 授業科目

毎週授業時間数

1年 2年 3年 ４年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必、

修

選
択
必
修

選
択 備考

専
門
教
育
科
目

環境生物学

動物行動学

生物進化学

組織工学

植物生態学

分子遣伝学

分子細胞生物学Ｉ

群集生態学

植物生理学Ⅲ

脳・神経シス ﾌー ム学Ｉ

植物進化生態学

分子生体機能論

分子細胞生物学Ⅱ

神経行動学

発生生物学Ⅱ

植物環境生理学

加齢生物学概論

植物系統進化学

脳・神経シス ナ ム学Ⅱ

生物学特論Ｉ

生物学特論Ⅱ

生物学特論Ⅲ

生物学特論Ⅳ

課題研究

生態・進化生物学特選科目Ｉ

分子・細胞生物学特選科目Ｉ

分子・細胞生物学特選科目Ⅱ

生態・進化生物学特選科目Ⅱ

分子・細胞生物学特選科目Ⅲ

分子・細胞生物学特選科目Ⅳ

生態・進化生物学特選科目Ⅲ

分子・細胞生物学特選科目Ｖ

分子・細胞生物学特選科目Ⅵ

生態・進化生物学特選科目Ⅳ

分子・細胞生物学特選科目Ⅶ

分子・細胞生物学特選科目Ⅷ

生物学特別実習Ｉ

生物学特別実習Ⅱ

生物学演習Ｉ

生物学演習Ⅱ

海洋生物学及び実習Ｉ

海洋生物学及び実習Ⅱ

海洋生物学及び実習Ⅲ

時
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２

伽

２
２
２
２
２
２

２
随
随
２

随
随

２
２
２
２

２
１
１
１
１
１
ｌ

土
寸
土
寸

２
８
Ⅱ

土
寸
土
寸

日
日

２
９

９
１
１
１
１
１
１

６

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２

課題研究を行うため

には，あらかじめ必

修の実習をすぺて履

修しておかなければ

ならない。



単位数必
「
惨 iil２エ』・

ＩⅡⅢⅣＶⅥⅦⅧ

丁￣ |」 Ｉ|’ ’
１１

１

’
１
１

－５２－

区
分 授業科目

毎週授業時間数

1年 ２年 3年 4年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必
修

選
択
必
修

選
択 備考

専
門
教
育
科
目

発生生物学実習

進化学実習

生態学実習

細胞生物学実習

植物生理学実習

分子生物学実習

古植生学実習

動物生態学実習

植物生態学実習

進化学野外実習

植物分子生理学実習

動物生理学実習

分子発生生物学実習

分子遺伝学実習

随 時

随
随
随

６
６
６

６
６
６

時
時
時

随
随
随
随

時
時
時
時

２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１

関
連
科
目

生物物理学

生物化学概論

生物化学１Ａ

情報理学入門

情報理学Ｉ

情報理学Ⅱ

科学英語

科学史Ｉ

科学史Ⅱ

教授会において関連科目とし
て認めたもの

２

２

２

２
２

２
２

２

２

２
２
２
２
２
２
２
２
２

自
由
聴
講
科
目

基礎生物学実験Ａ

基礎生物学実験Ｂ

随
随

時
時

１
１



②生物系（生物学科）の履修方法

ａ卒業の要件

生物学科を卒業するためには，各学科共通の授業科目表及び生物学科の授業科目

表から，次の要件を満たす124単位以上を修得しなければならない＊。なお，卒業要

件の単位には，自由聴講科目及び教職に関する科目（pll3）の単位を含めることは

できないので注意すること。

＊表の要件の合計は113単位となる。残り11単位は全学教育科目専門教育科目のいずれで

もよい。

*＊基礎ＬⅡは，ドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語，朝鮮語から選択。

ｂ履修上の要望事項

（１）展開科目・自然科学の生物学の分野に係わる授業科目については，原則として

理学部生物系向けに開講きれるクラスで受講すること。

（２）原則として，第１～第３セメスターの授業は川内北キャンパス，第３～第８セ

メスターの授業は青葉山キャンパスにおいて開講きれる。両キャンパス間を短時

間に移動することは容易ではないので，このことを考慮して履修計画を立てるこ

と。

（３）講義内容を理解するためには，それぞれの講義に付随した実習・実験・演習科

目を同時に受講することが望ましい。

－５３－

区分 修得を要する授業科目，単位数等

全学教育科目 以下の基幹科目・展開科目及び共通科目に記載されている要件（計46単

位）を含め50単位以上

基幹科目 6単位以上

展開科目 人文科学から２単位

社会科学から２単位

自然科学から次の要件を含めて24単位

生命科学Ａ，生命科学Ｂ，生命科学Ｃの６単位

自然科学総合実験の２単位

上記授業科目以外の自然科学の選択必修及び選択授業科目から16単位

以上

共通科目 基礎ゼミ２単位

英語Ａ１，Ａ２ ，
Ｂｌ

，

初修語の基礎Ｉ，Ⅱ

Ｂ２
，

＊＊

Ｃｌ Ｃ２計６単位

から計４単位

専門教育科目 必修授業科目１８単位

選択授業科目から４５単位以上

なお，選択授業科目の単位には関連科目の単位を含めることができる



(4)第３セメスター以降の専門教育科目を履修するためには，原則として第１～第

３セメスターで全学教育科目の必要単位（50単位以上）を修得しておくことが望

ましく，特に展開科目・自然科学科目は履修しておくことが望ましい。未修得の

科目，単位が残されている場合は，専門教育科目と並行して履修することによっ

て，原則として第４セメスター終了時までには全て修得しておくことが３年次に

進学するために必要である。

(5)第７～第８セメスターで必修の課題研究を履修するためには，あらかじめ専門

教育科目の必修の実習（６科目12単位）を全て修得しておかなければならない。

Ｃその他

（１）教職科目の履修については，教職科目の項を参照のこと。

（２）授業科目表中の開講セメスターは，変更することがある。授業科目表中の開講セメスターは，

－５４－



(7)その他の授業科目表

①外国人留学生を対象とする授業科目表

備考

授業科目のＡ～Ｊは，内容の違いを示す。どれか単独で履修してもよいし，また，複

数履修する場合，どの科目から履修してもよい。

－５５－

区
分 授業科目

毎週授業時間数

1年 ２年 ３年 ４年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必
修

選
択
必
修

選
択 備考

留
学
生
対
象
科
目

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

壼
叩
壷
叩
壷
叩
壷
叩

１
Ｊ

軍
叩
雪
叩
壷
叩
壷
叩
壷
叩
奎
叩

本
本
本
本
本
本
本
本
本
本

日
曰
曰
曰
日
曰
曰
日
日
日

ＢａｓｉｃＪａpanese １

BasicJapanese2

IntermediateJapanese

２
２
２
２
２

２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
４
３
３

英語以外の外国語群

の１外国語として

４単位まで卒業単位

に含めることができ

ろ ○

理学部化学科先端物
質科学コース，工
学部機械知能・航空
工学科国際機械工学
コース及び農学部生
物生産科学科国際海
洋生物科学コース学
生のための授業科目
である。



②教職に関する科目の授業科目表

履修方法

１教育職員免許状を取得するためには，教育職員免許法で定める「教職に関する科

目」と，「教科に関する科目」に対応する本学部で定める授業科目を履修しなけれ

ばならない。

上表は，そのうちの「教職に関する科目」に対応する授業科目の一部である。

２本学部で取得できる免許状の種類及び取得のための要件等の詳細については，

plO9に掲載きれている「教育職員免許状の取得について」を参照すること。

３教育職員免許状を取得しようとする者は，上表の授業科目中，数学科教育法Ｉあ

るいはⅡについては第６セメスターまでに修得し，理科教育法ＩあるいはⅡについ

ては，第６セメスターまでにその他の科目は第４セメスターまでに修得すること。

４教育職員免許状取得のための授業科目は，ほとんどが卒業要件単位に含まれない

ので，同免許状を取得しようとする者は十分な履修計画が必要である。

－５６－

区
分

授業科目

毎週授業時間数

1年 ２年 3年 4年

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

単位数

必、

修

選
択
必
修

選
択 備考

教
職
に
関
す
る
科
目

教職論

教育原理Ｉ

教育原理Ⅱ

教育 』し、理学Ｉ

教育の方法と技術

教育課程論

人間関係論

相談

相談

」

」

し、理学’

し、理学Ⅱ

数学科教育法Ｉ

数学科教育法Ⅱ

理科教育法Ｉ

理科教育法Ⅱ

教職実践演習（中・高）

は又７
』
染

は又２
集
中

災

Ｚ又は

柴iI1

２

２又は

典ｌＩｌ

２又は

典'１t

２又は

染ＩＩｊ

Ｚ又は

llLlII

２又は

染1１１

２
２
２
２

２
２
２
２

集
中

２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
４
４
４
４



学生生活



１窓ロの案内

理学部学生の各種手続は，原則としてｌ～３セメスターは川内北キャンパスの各窓口で，

４セメスター以降は北青葉山キャンパスの理学部・理学研究科教務窓口又は各学科（専攻）

事務室で行うこと。

それぞれの窓口の取扱い内容は次のとおりである。

－５９－

区分
場所

ｌ～３セメスター ４セメスター以降
時期 備考

学
籍
関
係

学生証

身上異動届

(改姓，転籍等）

保護者等変更届

住所変更届

休学・退学・復学

)||内北キャンパス

全学教育実施係

)'１内北キャンパス

学生支援課支援企画係

理学部教務窓口

理学部教務窓口及び

各学科(専攻)事務室

理学部教務窓口

随時

〃

〃

〃

授
業
・
試
験
関
係

授業時間割表

履修登録

履修カード（教員用）

成績確認

追試験願

単位修得状況通知

)||内北キャンパス

全学教育実施係
各学科(専攻)事務室

学内LANIIこ接続されているパソコンのWeb上で確認

)||内北キャンパス内 北青葉山キャンパス内

川内北キャンパス

全学教育実施係

学内LANに接続されているパソコンのWeb上で確認

Ill内北キャンパス内 北青葉山キャンパス内

川内北キャンパス

全学教育実施係

２年生まで：111内北キャンパス全学教育実施係
3年生：理学部学部教務係

４月

奇数セメスター４月

偶数セメスター１０月

１，３セメスター４月
2セメスター１０月

10月，３月

随時

詳細はセメスター

ごとの掲示で確認
すること

全学教育科目のみ授業

担当教員へ提出する

授
業
料
・
奨
学
金
関
係

授業料納入

授業料免除願書

同徴収猶予願書
同月割分納願書

日本学生支援機
構奨学金及び
各種奨学金手続

)||内北キャンパス

学務課会計係
理学部経理係

川内北キャンパス学生支援課経済支援室

川内北キャンパス

学生支援課経済支援室
各学科(専攻)事務室

前期４月１日～30日

後期１０月１日～31日

奇数セメスター３月中旬

偶数セメスター９月上旬

２月

口座引落し日

各銀行最終営業日
の３営業日前日

配付時期

奇数セメスター１月下旬

偶数セメスター７月下旬

保
健
衛
生

健康診断証明書

学生教育研究
災害傷害保険

保健管理センター()||内北キャンパス内）

(1)ゆうちよ銀行または’11便局

(振替払込による｡）
(2)七十七銀行本店
(振込による｡）

(1)４月

(2)４月，１０月

原則として入学時
に加入すること

施
設
の
利
用

講義室使用願

厚生施設使用願

)||内北キャンパス

学生支援課支援企画係

川内北キャンパス

学生支援課活動支援係

理学部教務窓口及び

各学科(専攻)事務室

理学部教務窓口

随時



学生相談

学生生活全般及びその他のことで助言を求めたい場合は，その内容に応じてクラス担

任・所属専攻事務室,教務窓口キャンパスライフ支援室,学生相談所などに申し出ること。

２学籍

（１）学生証と学籍番号

①学生証は常に携帯すること。学生証はＩＤカードを兼ねており，図書館及び証明書

自動発行機利用の際に必要となる。

②学生証を紛失したときは，すみやかに写真（半身脱帽たて４cm，横３cm）を添え

て，理学部教務窓口に再交付を願い出ること。

③学籍番号は入学時に個人別に定め，在学期間中は変更しない。（ただし転系（転

学科）等による場合を除く。）

（２）身上変更届

本籍地や住所，氏名及び保護者等に変更が生じたときは，その都度，窓口に届け出る

こと。

この届け出をしない場合は，諸証明書類はすべて，変更前のものが記載きれる。また，

授業料や学籍に関わる重要な連絡などを行う場合，届かないことになるので注意するこ

と。

（３）休学，復学，留学，退学の願い出

休学，復学，留学，退学等の事由が生じた時は，教務窓口で手続き等について確認の

うえ，所属する学科の学科長，クラス担任（指導教員）等にすぐに相談すること。

なお，月曰をさかのぼって願い出ることはできないので注意すること。

－６０－

区分
場所

１～３セメスター ４セメスター以降
時期 備考

そ
の
他

各種証明書
学割証

通学証明書

学生団体旅行
申込書

学友会費

理学部自修会費

証明書自動発行機

川内北キャンパス

学生支援課経済支援室

川内北キャンパス

学生支援課支援企画係

ゆうちよ銀行または郵便局
(振替払込による｡）

ゆうちよ銀行または郵便局
(振替払込による｡）

証明書自動発行機

理学部教務窓口

随時交付

随時交付

随時

４月

学生証及びパス

ワードを使用する

ＪＲのみ交付希望日
の２日前に願い出

交付希望日の
２日前に願い出

入学時に加入

すること



①「休学願」

ａ病気，その他の理由により，３か月以上欠席しようとする時は，「休学願」（病気

の場合は医師の診断書，交換留学以外の留学の場合は受入先の留学許可書の写しも

しくはそれに準ずる書類を添付）を提出すること。

ｂ休学できる期間は，３か月以上１年以内（lか月単位）となる。ただし，病気，

留学等の特別の事情がある場合は，願い出により継続して休学することができる。

ｃ休学期間は，在学期間に算入きれない。なお，休学は通算して２年を超えること

はできない。

。休学期間の初日は，休学願の受理曰以前にざかのぼることはできない。

ｅ休学願は，修学上やむを得ない事情であると認められる場合に許可される。審査

の結果によっては許可されないこともある。

ｆ休学期間中の授業料については既納分を除いて免除される場合がある。

ｇ休学願を提出する際には，提出する月の属する期の分までの授業料を納付してい

なければならない。

②「復学願｣｢復学届」

ａ休学の理由が解消し，休学期間中に復学しようとするときは，「復学願」（病気で

休学している場合は回復した旨の診断書を添付）を提出すること。

ｂ休学期間が満了し，復学するときは，「復学届」を提出すること。

③「留学願」

ａ外国の大学等において修学を希望する場合は，「留学願」に留学先の入学許可書

（和訳を添付）等の写しを添えて提出すること。

ｂ教育上有益であると判断された場合に受理きれる。

ｃ留学期間は在学期間に参入される。

ｄ留学で得られた成果（単位）は本学部で修得したものと認定することができる。

ｅ留学期間中の授業料は納付しなければならない。

④「退学願」

ａ退学しようとする時は，学生証を添えて「退学願」を提出すること。

ｂ退学期日は，退学願の受理曰以前にさかのぼることはできない。

ｃ退学願を提出する際には，退学する月の属する期の分までの授業料を納付してい

なければならない。

(4)転系（転学科)，転学部，他大学受験等

①転系（転学科）は，選考の上許可することがある。詳細については，例年６月頃に

理学部教務窓口に問い合わせること。

②転学部，他大学受験等をしようとする者は，事前にクラス担任に申し出ること。
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Ｓ授業，試験

（１）履修登録，関連科目，履修登録の確認

各セメスターにおける履修は，必修授業科目・要望授業科目及び履修・卒業要件等を

十分考慮しながら計画を立てること。

履修登録は，そのセメスターにおいて履修しようとする全ての授業科目を次により行

うこと。（ただし，通年の授業科目は，年度初めのセメスターに登録する｡）

①１～３セメスターの履修登録の詳細については，「全学教育科目の手引き（シラバ

ス)」を参照すること。

②４～８セメスターの履修登録は，所属学科（専攻）事務室で配付する「履修の手引

き」を参照すること。

③関連科目については，理学部所定の「関連科目認定願」の用紙を窓口から受け，必

要事項を記入し，授業担当教員及び学科長の承認を受け，当該セメスター履修登録期

限までに教務窓口に届け出ること。

④履修登録後は教務情報システムのweb上で必ず確認すること。

⑤授業科目表に指定されている開設セメスター前に履修することは，単位の先取りに

なるので認められない。

（２）試験，成績

①履修科目の単位の認定は，原則的には試験によるが，科目によってはレポート等の

作成をもって試験に代えることがある。試験曰程等の詳細は，各教員から指示がある

が，必要であれば窓口に照会すること。成績は，教務情報システムのＷｅｂ上で確認

する。

②授業科目の成績は100点満点とし，６０点以上の者には，所定の単位を与える。

③授業科目の成績の評価は次のとおりとする。

ＡＡｌＯＯ点-90点

Ａ８９点-80点

Ｂ７９点-70点

Ｃ６９点-60点

，５９点以下

（３）褐ホ

①本学及び本学部が学生に周知する事項は，１～３セメスターは，川内北キャンパス

掲示板に４セメスター以降は各学科又は理学部理薬厚生施設脇の掲示板に掲示する。

②掲示の見落とし，誤読のないよう，十分注意すること。

③呼出しの掲示のあった者はすみやかに申し出ること。
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４海外留学

本学では，学術交流協定を締結している海外の大学との交流を積極的に進めている。なお，

協定枝への留学（交換留学）及びその他の短期・長期留学についての詳細は理学部・理学研

究科国際交流推進室及び教務窓口に問い合わせること。

国際交流推進室：022-795-5829

理学部教務窓口：022-795-6403

（１）学術交流協定枝一覧（2010.12現在）

①大学間学術交流（151機関）

東北大学のホームページ（http:/)Wwwbuleau・tOhoku・acjp/kokusaj/exchangGj/ScientihGi/f2-Lhtlnl）を参照のこと。

カリフォルニア大学（アメリカ)(10校）

；篭!'職辮撒糾焔程〃
鶴：

ストラスブールコンソーシアム（フランス）本学部３年以上の学生２名程度

北大学のホームページ（http:/７Wwwbuleautohoku・acjp/kokusaj/exchangQj/scientifiQj/D-Lhtml）を

ａ
１
Ｄ
ｃ
１
ｑ
ｅ
（
Ｉ
ｇ
）
Ｕ
ｎ
・
１
ｉ
Ｊ
１
Ｋ
１
１
、

０
，
ユ

②部局間学術交流（32機関）各３名程度

東北大学のホームページ（http:/７Wwwbuleautohoku・acjp/kokusaj/exchangQj/scientifiQj/D-Lhtml）を

参照のこと。
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(2)留学出願の資格：留学する年度に学部※又は大学院に在籍する者（研究生等非正規生

を除く。）で，派遣先大学において講義，演習等を受けるための十分な語学能力が

あると認められる者（TOEFLなど，留学先機関が要求する語学能力の証明が必

要）※－部学部３年次以上の学生又は大学院生のみを対象とする協定校がある。

(3)留学期間：派遣先大学の学期の始めから６ケ月以上１年以内とする。

(4)留学経費：自己負担とする。ただし－部の大学（学術協定校一覧を参照のこと）を

除く協定校への留学は，協定により派遣先大学での検定料，入学料及び授業料は徴

収されない。

(5)募集時期：留学予定の前年の９月下旬から10月上旬に掲示で知らせる。

(6)奨学金：交換留学の場合，日本学生支援機構の短期留学推進制度（派遣）に応募で

きる。また，曰本政府（文部科学省)，外国政府及び民間等の奨学金制度を利用で

きるが，その内容，募集人数，条件などはそれぞれ異なる。

(7)その他：交換留学中の本学での身分は，「留学」となり，留学期間は在学年限に算入さ

れる。また，留学中に修得した単位は互換することができる。（所属学科の承認が必要）

(8)参考：東北大学国際交流センター(http://www・insctohoku・acjp/cms/index・cgi）

Ｓ授業料・奨学金

（１）授業料納付

授業料の納付方法は，本学指定の銀行（七十七銀行，みずほ銀行）に開設した預金口

座から引き落として納付する方式となる。引落曰は掲示を確認すること。

納付期限は次のとおりであり，この期日の１週間前までに入金しておくこと。

前期分………４月30曰後期分………10月３１曰

（２）授業料の免除，徴収猶予，月割分納

経済的理由により，授業料の納付することが困難であると認められ，かつ，学業成績

が優秀であると認められる者，その他やむを得ない事情があると認められる者について

は，願い出により選考の上，授業料の全額，半額又は３分の1の額の免除が許可される

制度がある。

授業料の免除，徴収猶予，月割分納の前期分の申請については１月に後期分の免除

申請については７月に，学生支援課経済支援室（川内北キャンパス管理棟１階）で申請

書等を配布する。徴収猶予，月割分納については，授業料免除の申請時期に併せて受け

付ける。申請書等の配布，受付期間，審査結果等については，その都度，掲示及び下記

ホームページヘの掲載等により周知する。

東北大学ホームページ

授業料免除等に関する情報http://www2hctohoku・acjp/menjo／
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(3)奨学金

奨学金制度には，日本学生支援機構をはじめ，地方公共団体，民間団体等によるもの

がある。

①奨学生の募集

奨学生の募集については，募集通知があった都度，掲示等により周知する。

②曰本学生支援機構奨学金継続願の提出

曰本学生支援機構の奨学生は，毎年１月～２月に奨学金継続願を提出することに

なっている。提出しない場合，奨学金の貸与が停止又は廃止きれる。手続き期間等に

ついては，掲示等により周知する。

６保健衛生，危険防止等

（１）定期健康診断

全学生は春の定期健康診断を受けること。異常所見者には精密検査を実施する。実施

期間等は，掲示等により周知する。

なお，就職や各種申請に必要な健康診断書は，定期健康診断の結果に基づいて発行す

るので，受診しなかった学生には発行できない。

（２）特殊健康診断

①放射線取扱者特殊健康診断

放射線による障害の防止のため，年２回放射'性同位元素等を取り扱う学生の皮膚，

血液及び眼等の検査を行っているので，該当する学生はもれなく受診すること。なお，

実施時期等については，その都度，掲示等により周知する。

②有機溶剤・特定化学物質取扱学生特殊健康診断

有機溶剤等による障害の防止のため，年２回有機溶剤等を取り扱う学生の血液，肝

機能等の検査を行っているので，該当する学生はもれなく受診すること。なお，実施

時期等については，その都度，掲示等により周知する。

（３）学生教育研究災害傷害保険

正課中又は課外活動中等に発生した不慮の事故により，身体に傷害等を被った場合の

救済措置として「学生教育研究災害傷害保険」がある。

実験・実習中の事故に備え，全員加入すること。

（４）正課中の事故に対する医療措置

万が一，正課中に事故が発生し，医療措置を要する場合は，本学病院において，理学

部負担で受診することができる。理学部長の発行する証明書が必要なので，直ちに専

攻・学科事務室を通じ教務窓口に申し出ること。

平曰の曰中以外の場合は，とりあえず本学病院に研究・教育による事故であることを
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連絡し，指示を受けること。この場合は，事後に専攻・学科事務室を通じ教務窓口に申

し出ること。

(5)危険物等の取扱い

本学部には，多くの危険物及び慎重な取扱いを要する装置・設備があり，一瞬の不注

意から，極めて大きな人身上の災害を招く恐れがある。学生はその使用について，使用

規則の遵守及び指導教員等の指示に従い，細心かつ慎重に行うよう注意すること。

(6)事故発生時の対応

理学研究科・理学部構内（pl41図参照。青葉山２号道路及び附属図書館北青葉山分館

を含む｡）で事故（人の死傷，盗難，火災，天災，物損（器物損壊行為を含む｡）又はこ

れに類する事故）が発生し，第一発見者が学生である場合は，「東北大学理学研究科・

理学部学生事故処理指針」ｐ67に基づき対応すること。

緊急通報先

～学生が理学研究科・理学部構内で事故を発見，事故に遭遇したら～

Ｏ

電仁く第一発見者遭遇者〉ｑ電
○火災及び人の死傷に関わる事故

②最寄りの専恥学科事務室及び警務員室～嚢驫
①消防署へ（外線0-119）

・数学（内線6401,6402）・物理系（内線6493,6494）

・化学（内線6601,3492）・地学系（内線6645,6674）

・生物（内線67146715）・警務員室（内線6360,6361）

【通報内容例】
青葉山キャンパスにある東北大学理学部○○系○○棟○階○○○号室で火災が発生した（負傷者

が出た）ので，消防車（救急車）をお願いします６＜自分の電話番号を告げる＞

○
○
○

物損事故教職員又は最寄りの専攻･学科事務室及び警務員室へ

盗難最寄りの専攻･学科事務室及び警務員室へ

生命又は身体への危険

②教職員又は最寄馴の専攻学科事務室及び警務員室～蕊①警察へ（外線０－１１０）
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東北大学大学院理学研究科・理学部学生事故処理指針

（教授会平成13年11月21日承認）

（目的及び運用上の注意）

第１条この指針は，理学研究科・理学部構内（青葉山２号道路及び附属図書館北青葉山分

館を含む。以下同じ｡）で，人の死傷，盗難，火災，天災，物損（器物損壊行為を含む｡）

又はこれに類する事故（以下「事故」という｡）が発生し第一発見者が学部学生，大学

院学生，研究生，科目等履修生，特別聴講学生及び特別研究学生（以下「学生」という｡）

である場合の取扱いを統一し，その処理を円滑に進めることを目的とする。

２本研究科・本学部の学生は，本研究科・本学部構内において事故が発生した場合は，東

北大学学生事故処理指針に基づき定めるこの指針により，適切な措置を採らなければなら

ない。

３この指針の運用に当たっては，人の生命を最優先するとともに研究及び教育という大

学の機能に支障を来たすことのないよう留意しなければならない。

（火災）

第２条学生が火災を発見した場合は，最寄りの火災報知器で通報するとともに，近辺の研

究室等に大声で知らせ，直ちに消防署に通報し，身体の安全確保が可能なときは，近くに

いる教職員・学生と協力して，消火及び被害の拡大防止のための措置を採るものとする。

また速やかに，事故発生区域を管轄する専攻・学科事務室及び警務員室に通報するもの

とする。

（人の死傷）

第３条学生が人の死傷に関わる事故を発見した場合は，直ちに医師又は救急車を呼ぶ等救

護の措置を採るものとする。

また，速やかに事故発生区域を管轄する専攻・学科事務室及び警務員室に通報するもの

とする。

（物損事故）

第４条学生が物損事故を発見し，又は物損事故を起こした場合は，そのことを直ちに教職

員又は事故発生区域を管轄する専攻・学科事務室及び警務員室に通報するものとする。

（盗難）

第５条学生が盗難の現場を発見し，又は盗難に遭った場合は，そのことを直ちに事故発生

区域を管轄する専攻・学科事務室及び警務員室に通報するものとする。

（生命又は身体への危険）

第６条人の生命又は身体に危険が及び，又は及ぶおそれがある場合で，警察による措置が

直ちに必要と判断されたときは，警察に通報するとともにそのことを速やかに教職員

又は事故発生区域を管轄する専攻・学科事務室及び警務員室に通報するものとする。
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理学部・理学研究科キャンパスライフ支援室（OASlS）了

キャンパスライフ支援室

学業上，生活上のあらゆる気がかりなことについて，相談を受け付けます。

どんなきざいなことでもお気軽にお話しください。

必要に応じて，他の窓口やサービス，専門機関を紹介することもできます。

相談内容の秘密は固く守られます。但し支援室のみでは解決できないような事柄

については，相談される方の了解を得た上で，関係する先生や委員会等と連携をは

かり対処する場合があります。

開室曰時：月～金曜日（祝祭日除く）10：００～１７：００

電話/FAX：022-795-6706

※受付のみ，メールでの相談は行いません。

メールで受け付けしますので，必ずお名前と

E-mail： soudanmaiLscl,tohoku･acJlp

＊スタッフ不在時は，留守番電話，

連絡先を入れてくだきい。

相談受付：遠山

場所：理学研究科合同棟304号室

歴

＊自由に利用できる学習室があります。

＊お茶・コーヒー等の飲み物も用意してあり，飲食可能な学習室です。

＊ＴＡの大学院生が，月・水・金１５：００～１８：００待機しており，学習相談に応じま

す。その他学生生活等の相談も受け付けます。

※必要な場合は上記曜日以外でも対応できる場合もありますので，スタッフにご相

談〈だきい。

開室時間：毎日

※理学研究科合同棟は，平日夜９時～翌朝５時まで

および，土曰祝祭曰は終曰施錠されています。

場所：理学研究科合同棟301号室

キャンパスライフ支援室からのお知らせは，ホームページでご確認ください。

http：ｗｗｗ,scLtohoku.ac,Jpoaslslndexhtml

※川内北キャンパスには，全学の学生を対象として学生相談所が設置きれています。
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施設の使用

講義室の使用

各種行事等で大講義室及び総合棟第１～４講義室（203.204.205.303）の使用を希

望する場合は，使用の３曰前までに教務窓口に申請すること。

また，各専攻の管理する講義室の使用を希望する場合は，専攻事務室に申請すること。

厚生施設

①川内北キャンパスには，食堂，売店等が次のとおり設置きれている。

Ｓ

(1)

(2)

②

。
ｆ
計

食堂，売店等が次のとおり設置きれている。北青葉山キャンパス（

店舗の事情により，営業時間等を変更することがある。

東北大学生協http://www・cooporgtohoku､acjp／

－６９－

業種 席数 営業時間 営業者

)||内の杜ダイニング

キッチンテラスCouleur

麺コーナ ￣

キッチンテラスCouleur

ｶﾚｰ･丼量り売り 。－ナ￣

bｕｓｈｃｌｏｖｅｒｃａｆｅ

購買書籍店

トラベルコ ￣ プ

不轆部,共済保険ｾﾝﾀｰ

662席 平日８：００～２０：００

平日１０：００～１５：００

平曰８：００～２０：００

平曰
７：５０～８：５０

11：００～１７：００

平日８：３０～１８：３０

平日１０：00～１７：３０

平日１０：００～１７：３０

H窪

|］・祝 11：００～１４：３０

休業

ニヒH窪

日・祝 11：００～１４：３０

休業

土H窪１１：ＯＯ～１４：３０

日・祝１１：００－１４：３０

土曜11：００～１４：００

土曜11：００～１４：００

生協

理髪部

眼鏡部

時計部

キャッシュサービス

平日９：００～１８：００

平曰10：００～１７：３０

平日８：３０～１６：００

平曰９：００～１８：００

土曜９：００～１５：００

土曜１０：００～１３：３０

休業
指定商

ＢｅｅＡＲＥＮＡＣａｆｅ 240席 平日１０：００～２０：００
士二H謹

日・祝
11：００～１４：３０ 生協

業種 席数 営業時間 営業者

カブ エヲア リア

麺コーナ ￣－

ﾚストラン（アオシス）

購買書籍店

240席

48席

58席

平曰８：００～２０：００

平日１１：００～１５：００

平曰１１：００～１７：0０

平日８：３０～２１：３０

土曜１１：００～１３：３０

土曜11：００～１３：３０

休業

土曜11：００～１４：３０

生協

理髪部

キャッシュサービス

平日９：００～１７：００

平日９：００～１８：0０
指定商



(3)附属図書館北青葉山分館

北青葉山分館には，理学，薬学，生命科学関係の各種専門図書，学術雑誌及び学生用

図書が所蔵されており，学生・教職員の利用に供している。利用は同分館利用規則に従

うものとする。

①開館時間

午前９時から午後８時まで（夏季，冬季，学年末休業中は午後５時まで）

②休館曰

土・曰曜日，国民の祝日（振替休日を含む)，本学学位記授与式当日年末年始，

その他分館長が必要と認めた曰

＊但し，自動入退館システムが導入きれており，北青葉山キャンパスに在籍する者

は，閉館時及び休館曰においても入館が可能である。

③入館及び閲覧

入館に際し，学生証等の身分証明書が必要である。学生証等が交付されない者には，

本人からの申請に基づき図書館より利用証を発行する。館内に配架してある図書は，

分館長が特に定めるものを除き自由に閲覧することができる。

④貸出・返却・更新

ａ館外貸出を受けようとする図書に学生証等の身分証明書または附属図書館利用証

を添えてカウンターに提出すること。

ｂ貸出冊数は大学院学生においては１０冊，学部学生は５冊とし，貸出期間は14日間と

する。その他搬送サービスにより他館から５冊借りることができる。

ｃ借りた資料は資料搬送サービス参加館（室）であればどこでも返却できる。

。更新を希望する場合は，附属図書館ウェブサイト上のMyLibraryにログインする

か，カウンターで手続きをする。

ｅ次に掲げる図書は貸出できない。

・貴重書，索引誌，抄録誌及び文献目録，辞書，辞典，便覧等，雑誌

・分館の業務上欠くことのできない資料

・その他分館長が館外貸出を不適当と認めた図書

ｆ館外貸出を受けた者は，その図書を他人に転貸してはならない。

⑤閲覧または貸出中の図書を損傷紛失した者は，速やかに届け出ること。同一の図書

または相当額の弁償を求めることがある。

⑥その他詳細は，図書館利用案内及び北青葉山分館ホームページを参照すること。

(4)駐車規制

①川内北キャンパスでの駐車規制

ａ自家用車による通学は原則として認めない。
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ｂ身体傷害，疾病等の理由により自動車を利用することが必要である者に対しては，

願い出により許可することがある。

ｃまた，自転車等で通学する者は，所定の駐輪場に駐輪し盗難防止のため，必ず

施錠すること。

②理学研究科・理学部構内（北青葉山キャンパス）での駐車規制

ａ本研究科・学部の駐車場を使用できる者は，本研究科長・学部長が自動車での通

学を認め，駐車許可証の交付を受けた者のみである。

ｂ本研究科・学部の学生で，次に該当する者は申請に基づき審査のうえ駐車場の使

用を認めることがある。

イ）大学院学生で，本研究科から半径２キロメートル以上に居住する者

ロ）学部４年次学生で，本学部から半径３キロメートル以上に居住する者

ハ）身体の障害，病弱等の理由により自動車を使用しなければ通学が困難であると

認められた者

ｃ駐車場使用の許可を受けようとする者は，所定の駐車許可申請害に指導教員の確

認を受けて所属専攻等事務室に提出し，本研究科長・学部長の承認を得て駐車許可

証と入構パスカードの交付を受けなければならない。

。駐車許可証の有効期限は，交付を受けた年度限りであり，引き続き駐車場を使用

する場合は，新たに駐車許可の申請をしなければならない。

ｅ駐車許可証は，運転席前の見やすい位置に表示するとともに駐車する場合は他

の車輌及び歩行者に迷惑を及ぼざないよう注意すること。

各種証明書

各種証明書

教務窓口前の証明書自動発行機により，随時交付する。（学生証及びパスワードが必

要)。ただし，証明書自動発行機から入手できない証明書については交付希望曰の２日

前までに所定の交付願を教務窓口に提出すること。

学生旅客運賃割引証，通学証明書

①学生旅客運賃割引証（以下「学割」という｡）

ａ教務窓口前の証明書自動発行機により，随時交付する。（学生証及びパスワード

が必要）

ｂ学割証の年間交付枚数は20枚であり，１回の請求枚数は２枚を原則とする。

９

(1)

(2)
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②通学証明書

定期券を年度の最初に購入する場合のみ，通学証明書が必要なので，教務窓口に願

い出ること。

初回の購入後はその年度内であれば，学生証提示のうえ，期限切れとなる定期券と

引き換えで購入することが可能である。

①宮城交通，仙台市交通局（学都仙台市バス（＋地下鉄）フリーパス）を含む）定

期券購入者には，随時交付する。

②ＪＲ定期券購入希望者は，交付希望曰の２曰前（休曰等を含まない）までに願い出

ること。

１０東北大学理学部・理学研究科自修会

「自修会」は，理学部及び理学研究科に学ぶ学生諸君と賛助会員（教職員）からなり，そ

の相互親睦を図り，学生生活全般の向上を目的として組織されている。

役員は，主に学生から選出されるので，その機能を果たすかどうかは，各学科における役

員選出の真剣ざにかかっている。

また，伝統を生かし，これを更に充実させるとともに，清新の企画を加えることにも新入

会員の果たすべき活動の場がある。

充実した学生生活のために，自修会が大いに活用されることを望んでいる。
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東北大学理学部・理学研究科自修会会則
（総則）

第1条本会は，東北大学理学部・理学研究科自修会と称する。

第２条本会は，会員相互の親睦および学生生活の向上を図ることを目的とし，これを達
成するため，次の事業を行うものとする。

（'）文化および健康の向上のための事業

（２）本研究科．本学部の運営および発展に寄与すると認められる事業に対する助成

（３）その他本会の目的を達成するための事業

第３条本会は，次の各号に掲げる会員をもって構成する。

（１）正会員本研究科・本学部所属学生

（２）準会員正会員以外の東北大学所属学生で入会を希望する者

（３）賛助会員本研究科・本学部所属教員

（４）準賛助会員賛助会員以外の東北大学所属教職員で入会を希望する者

第４条本会に，会長および副会長を各１名置く。

第５条会長は，理学研究科長をもって充てる。

第６条副会長は，理学研究科長が推薦する副研究科長または研究科長補佐をもって充てる。

第７条本会に次の部署を置く。

文化部，運動部，総務部，新入生歓迎実行委員会，等

（委員会）

第８条本会の目的達成に必要な事項を審議するため，本会に委員会を置く。

第９条委員会は次の委員および副会長をもって構成する。

（１）クラス毎に選出する１年次および２年次学生１２名

（２）学科毎に選出する３年次および４年次学生１４名

（３）専攻毎に選出する大学院前期２年の課程学生７名

（４）専攻毎に選出する大学院後期３年の課程学生７名

（５）学科毎に選出する教職員７名

第10条委員の任期は１年とし，再任は妨げない。

第11条委員会は委員の互選により，委員長および第１9条に定めるその他の役員を選出する。

第12条委員会は，委員長が招集しその議長となる。ただし，年度最初の委員会は副会

長が招集する。

第13条委員会は，委員の過半数の出席をもって成立する。

第14条議決は，出席した委員の過半数の賛成をもって決し，可否同数のときは，議長が

決する。

第15条委員は，委員会に出席できない場合，代理人を立てるよう努めなければならない。

第16条会員は，委員会に参加し，発言することができる。

第17条委員会の決定した事項は，適切な方法を用いて会員にすみやかに報告しなければ

ならない。

1１
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（役員会）

第18条委員会の決定事項を円滑に執行するため，役員会を置く。

第19条役員会は，委員長，副委員長，会計の他，第７条に定める各部署の責任者をもっ
て構成する。

第20条役員の任期は１年とし，再任は妨げない。

第21条役員会は必要に応じて各種の実行委員会，ワーキンググループ等を設置すること
ができる。

（総会）

第22条本会の運営に広く会員の意見を反映するため，総会を開く。

第23条総会は年に１回行い，会長または委員長が招集する。ただし，委員会が必要と認

めたとき，および会員の５分の1以上が開催を要求した時には，臨時総会を開かね

ばならない。

第24条総会の議長は会員中より選出する。

（会費）

第25条会費は，次のとおりとする。

（１）正会員および準会員年額500円

（２）賛助会員および準賛助会員

教授年額2,000円

准教授および講師年額1,500円

助教，助手および職員年額1,000円

第26条正会員および準会員は，入学または進学時に修業年限分の会費を納付する。

（会計年度）

第27条本会の会計年度は，４月１曰から翌年３月31曰までとする。

第28条予算および決算は，本会の構成員に報告しなければならない。

（会計監査）

第29条本会に会計監事を置く。

第30条会計監事は，会長が推薦する本会の構成員２名（教職員１名，学生１名）をもっ

て充てる。

（事務の委嘱）

第3,条会長は，本研究科・本学部職員に本会の庶務および会計に関する事務を委嘱する

ことができる。

（会則の改正）

第32条この会則は，委員会の議決および会長の承認をもって，改正することができる。

附則この会則は，平成19年１月１０曰から施行する。ただし，改正後の第25条(1)の規

定は平成19年度入学者，進学者から適用する。
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１２東北大学大学院理学研究科・理学部管理運営要項（抜粋）

第１条この要項は，東北大学大学院理学研究科・理学部（以下「研究科等」という｡）の

教員会議，運営会議，研究科等協議会，専攻教員会議及び学科教員会議の組織及び運営に

ついて定めるものとする。

第18条教員以外の研究科等の構成員の意志を研究科等の管理運営に反映きせるため，研究

科等協議会を置く。

第19条研究科等協議会は，次の各号に掲げる委員をもって構成する。

ｌ運営会議の委員３人

２教員以外の職員３人

３大学院学生４人

４学部学生４人

２教員以外の職員，大学院学生及び学部学生の委員の選出方法は，別に定める。

第20条研究科等協議会に議長を置き，委員の互選によって定める。

２議長に事故があるときは，議長があらかじめ指名した者がその職務を代行する。

第21条研究科等協議会は，次の各号に掲げる場合に開催する。

１運営会議が必要と認めたとき。

２研究科等協議会が必要と認めたとき。

３教員以外の職員，大学院学生又は学部学生の委員の内いずれかの委員全委員から議題

を付して要求のあったとき。
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見程
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１東北大学学部通則

制定昭和27年12月18曰

最新改正平成年月曰

目次

第１章総則（第１条一第５条）

第２章入学，再入学，転学科，転学部，転入学及び編入学（第６条一第17条）

第３章休学（第18条一第20条）

第４章転学，退学及び除籍（第21条一第23条）

第５章教育課程及び履修方法（第24条一第26条の２）

第５章のZ他の大学又は短期大学における授業科目の履修等及び留学等（第26条の３－

第26条の５）

第５章の３大学以外の教育施設等における学修（第26条の６.第26条の７）

第６章卒業及び学位授与（第27条・第２8条）

第７章懲戒（第29条）

第８章授業料（第30条一第35条の２）

第９章科目等履修生（第36条一第43条）

第10章特別聴講学生（第44条一第51条）

第11章外国学生（第52条・第５3条）

附則

第１章総則

第１条東北大学（以下「本学」という｡）に置く学部及び学科は，次のとおりとする。

文学部人文社会学科

教育学部教育科学科

法学部法学科

経済学部経済学科，経営学科

理学部数学科，物理学科，宇宙地球物理学科，化学科，地圏環境科学科，地球惑星物

質科学科，生物学科

医学部医学科，保健学科

歯学部歯学科

薬学部倉Ⅱ薬科学科，薬学科

工学部機械知能・航空工学科，情報知能システム総合学科，化学・バイオエ学科，材

料科学総合学科，建築・社会環境工学科

農学部生物生産科学科，応用生物化学科
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２学部の定員は，別表第１のとおりとする。

第１条の２学部又は学科等ごとの人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的につ

いては，各学部規程の定めるところによる。

第２条修業年限は，医学部医学科，歯学部及び薬学部薬学科を除き４年とする。

２医学部医学科，歯学部及び薬学部薬学科の修業年限は，６年とする。

３在学年限は，医学部医学科，歯学部及び薬学部薬学科を除く学部及び学科は６年から８

年まで，医学部医学科，歯学部及び薬学部薬学科は９年から12年までの範囲で，各学部が

定める。

第３条学年は，４月１日に始まり，翌年３月３１日に終わる。

第４条学年を分けて，次の２学期とする。

第１学期４月１日から９月30日まで

第２学期１０月ｌ曰から翌年３月31曰まで

第５条定期休業曰は，次のとおりとする。

曰曜日及び土曜曰

国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休曰

本学創立記念日６月22曰

春季休業４月１曰から４月７曰まで

夏季休業７月11曰から９月10曰まで

冬季休業１２月25日から翌年１月７曰まで

２定期休業曰において，必要がある場合には，授業を行うことがある。

３春季，夏季及び冬季休業の期間は，必要がある場合には，変更することがある。

４臨時休業曰は，その都度定める。

第２章入学，再入学，転学科，転学部，転入学及び編入学

第６条入学，転学科，転学部，転入学及び編入学の時期は，学年の初めから30曰以内とす

る。

２前項の規定にかかわらず，入学，転学科，転学部，転入学及び編入学の時期は，第２学

期の初めから31曰以内とすることがある。

３再入学の時期は，その都度定める。

第７条本学に入学することのできる者は，次の各号の－に該当する者とする。

（１）高等学校又は中等教育学校を卒業した者

（２）通常の課程による12年の学校教育を修了した者

（３）外国において学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科

学大臣の指定したもの

（４）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施

設の当該課程を修了した者
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（５）専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める

基準を満たすものに限る｡）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定め

る曰以後に修了した者

（６）文部科学大臣の指定した者

（７）高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）による高等学校卒業

程度認定試験に合格した者（同令附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規

程（昭和26年文部省令第13号）に定める大学入学資格検定に合格した者を含む｡）

（８）本学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力

があると認めた者で，１８歳に達したもの

第８条入学を志願する者に対しては，入学試験の上，入学を許可する。

２入学試験については，別に定める。

第９条本学を中途退学した者又は除籍きれた者で，再び入学を志願するものがあるときは，

前条の規定にかかわらず，選考の上，再入学を許可することがある。

第10条転学科を志願する者があるときは，特別の理由がある場合に限り，別に定めるとこ

ろにより，選考の上，転学科を許可することがある。

第11条次の各号の－に該当する者は，別に定めるところにより，選考の上，転学部，転入

学又は編入学を許可することがある。

（１）本学の学生で，転学部を志願するもの

（２）本学又は修業年限４年以上の他の大学に２年以上在学し，所定の単位を修得した者で，

本学に転入学又は編入学を志願するもの

（３）我が国において，外国の大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度にお

いて位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程

（修業年限４年以上のものに限る｡）に２年以上在学し所定の単位を修得した者（学校

教育法（昭和22年法律第26号。以下「法」という｡）第90条第１項に規定する者に限る｡）

で，本学に転入学又は編入学を志願するもの

（４）短期大学又は高等専門学校を卒業した者で，本学に編入学を志願するもの

（５）専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める

基準を満たすものに限る｡）を修了した者（法第90条第１項に規定する者に限る｡）で，

本学に編入学を志願するもの

（６）外国において，学校教育における14年の課程を修了した者で，本学に編入学を志願す

るもの

（７）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当

該外国の学校教育における14年の課程を修了した者で，本学に編入学を志願するもの

（８）我が国において，外国の短期大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度

において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程

を修了した者（法第90条第１項に規定する者に限る｡）で，本学に編入学を志願するもの
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（９）前７号と同等以上の学力があると認められる者で，本学に編入学を志願するもの

２前項第１号から第３号までのいずれかに該当し転学部又は転入学を志願する場合は，

現に在学する学部の学部長又は大学の学長の許可証を，願書に添付しなければならない。

第１１条の２第８条第１項の規定により入学を許可きれた者が，本学に入学する前に本学，

他の大学若しくは短期大学又は外国の大学若しくは短期大学若しくは我が国において，外

国の大学若しくは短期大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位

置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するもの（以下「外国の大学等

の課程を有する教育施設」という。）の当該教育課程において履修した授業科目について

修得した単位（大学設置基準（昭和31年文部省令第28号）第31条に規定する科目等履修生

として修得した単位を含む｡）は，審査の上，第26条の５第１項，第26条の６第1項及び

第26条の７第１項の規定により修得したものとみなし，又は履修とみなし与える単位数と

合わせて60単位を限度に，本学において修得したものと認めることがある。

２前項の認定は，各学部において行う。

第12条第９条，第10条又は第１1条の規定により再入学，転学科，転学部，転入学又は編入

学を許可された者の既に修得した授業科目及び単位数並びに在学期間については，審査の

上，その－部又は全部を認める。

２前項の認定は，再入学，転学科，転学部，転入学又は編入学を許可した学部において行う。

第13条入学，転学科，転学部，転入学又は編入学を志願する者は，それぞれ所定の期曰ま

でに，再入学を志願する者は再入学を願い出るときに，願書を提出しなければならない。

第'4条入学，再入学，転入学及び編入学を志願する者は，願書に添えて，検定料を納付し

なければならない。

２前項の検定料の額は，別表第２のとおりとする。

第'5条入学，再入学，転入学又は編入学を許可された者は，入学料の免除又は徴収猶予の

許可を願い出た場合を除き，所定の期日までに入学料を納付しなければならない。

２前項の入学料を所定の期日までに納付しない者に対しては，入学，再入学，転入学又は

編入学の許可を取り消す。

３第１項の入学料の額は，別表第２のとおりとする。

第'5条の２特別の事情により入学料を納付することが著しく困難であると認められる者等

に対しては，入学料の全部若しくは－部を免除し，又はその徴収を猶予することがある。

２前項に規定する入学料の免除及び徴収猶予の取扱いについては，別に定める。

第16条納付した検定料及び入学料は，返付しない。

２前項の規定にかかわらず，入学試験において，出願書類等による選抜（以下「第’段階

目の選抜」という｡）を行い，その合格者に限り学力検査その他による選抜（以下「第２

段階目の選抜」という。）を実施する場合において，第１段階目の選抜に合格しなかった

者については，その者の申出により，第14条第１項に規定する検定料のうち第２段階目の

選抜に係る額を返付する。
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３第１項の規定にかかわらず，大学入試センター試験受験科目の不足等による出願無資格

者であることが判明した者については，その者の申出により，第14条第１項に規定する

検定料のうち前項に規定する額に相当する額を返付する。

第17条入学，再入学，転入学又は編入学を許可された者は，所定の期日までに，本学所定

の宣誓書を提出しなければならない。

２前項の宣誓書を所定の期日までに提出しない者に対しては，入学，再入学，転入学又は
編入学の許可を取り消す。

第３章休学

第18条病気その他の事故により引き続き３月以上修学することができない者は，所定の手
続を経て，休学の許可を願い出ることができる。

２休学の期間は，引き続き１年を超えることができない。ただし，特別の事情がある場合
には，１年を超えて許可することがある。

３休学期間は，医学部医学科，歯学部及び薬学部薬学科を除き，２年を超えることができ

ない。ただし特別の事情がある場合には，願い出により２年を超えない範囲内でその延
長を許可することがある。

４医学部医学科，歯学部及び薬学部薬学科の休学期間は，３年を超えることができない。た

だし，特別の事情がある場合には，願い出により３年を超えない範囲内でその延長を許可
することがある。

５休学期間内にその事故がなくなったときは，復学の許可を願い出ることができる。
第19条病気その他の事情により修学が不適当と認められる者に対しては，休学を命ずるこ
とがある。

２休学期間内に，その事情がなくなったときは，復学を命ずる。

第20条休学が引き続き３月以上にわたるときは，その期間は，在学年数に算入しない。

第４章転学，退学及び除籍

第21条他の大学に転学しようとする者は，理由を具して，その許可を願い出なければなら
ない。

第22条退学しようとする者は，理由を具して，その許可を願い出なければならない。
第23条次の各号の－に該当する者は，除籍する。

（１）病気その他の事故により，成業の見込みがないと認められる者

（２）第２条第３項に規定する在学年限を経て，なお卒業できない者

（３）入学料の免除若しくは徴収猶予を許可されなかった者，半額の免除若しくは徴収猶予
を許可された者又は免除若しくは徴収猶予の許可を取り消された者で，その納付すべき
入学料を所定の期日までに納付しないもの

（４）授業料の納付を怠り，督促を受けても，なお納付しない者
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(5)第18条第３項又は第４項に規定する休学期間に達しても，なお修学できない者

第５章教育課程及び履修方法

第24条教育課程は，次の各号に掲げる授業科目をもって編成する。

（１）全学教育科目

（２）専門教育科目

（３）教育職員免許法（昭和24年法律第147号）に定める教職に関する科目

（４）前３号に掲げる以外の科目

第24条の２授業は，講義，演習，実験，実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの

併用により行うものとする。

２前項の授業は，文部科学大臣が別に定めるところにより，多様なメディアを高度に利用

して，当該授業を行う教室等以外の場所で履修きせることができる。

第24条の３授業科目の単位の計算方法は，ｌ単位の授業科目を45時間の学修を必要とする

内容をもって構成することを標準とし，次の基準によるものとする。

（１）講義及び演習については，１５時間から30時間までの範囲の時間の授業をもってｌ単位とする。

（２）実験，実習及び実技については，３０時間から45時間までの範囲の時間の授業をもって

１単位とする。

（３）－の授業科目について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち二以上の方法の併用

により行う場合は，その組み合わせに応じ，前２号に規定する基準を考慮した時間の授

業をもってｌ単位とする。

２前項の規定にかかわらず，卒業論文，卒業研究，卒業制作等の授業科目については，こ

れらの学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には，これらに

必要な学修を考慮して，単位数を定めるものとする。

第24条の４１学年の授業を行う期間は，定期試験等の期間を含め，３５週にわたることを原

則とする。

第24条の５各授業科目の授業は，１０週又は15週にわたる期間を単位として行うものとする。

ただし，教育上特別の必要があると各学部において認める場合には，これらの期間より短

い特定の期間において授業を行うことができる。

第24条の６各学部は，授業の方法及び内容，1学年の授業の計画並びに学修の成果に係る

評価及び卒業の認定の基準をあらかじめ明示するものとする。

第24条の７各学部は，学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修するため，卒業の要

件として学生が修得すべき単位数について，学生が1学年又は１学期に履修科目として登

録することができる単位数の上限を定めるよう努めるものとする。

２各学部は，その定めるところにより，所定の単位を優れた成績をもって修得した学生に

ついては，前項に定める上限を超えて履修科目の登録を認めることがある。

第25条授業科目を履修したと認定された者には，所定の単位を与える。

－８４－



第26条学生が他の学部の授業科目を履修しようとするときは，所定の手続を経て，その許

可を受けなければならない。

第26条のZこの章に規定するもののほか，教育課程及び履修方法に関し必要な事項は，別

に定める。

第５章の２他の大学又は短期大学における授業科目の履修等及び留学等

第26条の３学生が他の大学又は短期大学の授業科目を履修することが教育上有益であると

各学部において認めるときは，あらかじめ，当該他の大学又は短期大学と協議の上，学生

が当該他の大学又は短期大学の授業科目を履修することを認めることがある。

２前項の規定は，学生が，外国の大学若しくは短期大学又はこれらに相当する高等教育機

関等（以下「外国の大学等」という。）が行う通信教育における授業科目を我が国におい

て履修する場合及び外国の大学等の課程を有する教育施設の当該教育課程における授業科

目を我が国において履修する場合について準用する。

３前項の規定にかかわらず，やむを得ない事情により，当該外国の大学等とあらかじめ協

議を行うことが困難な場合には，履修を認めた後に当該協議を行うことができる。

第26条の４学生が外国の大学等において修学することが教育上有益であると各学部におい

て認めるときは，あらかじめ，当該外国の大学等と協議の上，学生が当該外国の大学等に

留学することを認めることがある。

２前項の規定にかかわらず，やむを得ない事情により，当該外国の大学等とあらかじめ協

議を行うことが困難な場合には，留学を認めた後に当該協議を行うことができる。

３留学の期間は，在学年数に算入する。

４第1項及び第２項の規定は，学生が休学中に外国の大学等において修学する場合につい

て準用する。

第26条の５第26条の３第１項及び第２項の規定により履修した授業科目について修得した

単位（医学部及び歯学部における修得の成果を含む｡）並びに前条第１項及び第４項の規

定により留学し，及び休学中に修学して得た成果は，各学部規程の定めるところにより，

本学において修得した単位とみなす。

２前項の規程により本学において修得したものとみなすことができる単位の限度は，第１１

条の２第１項，次条第１項及び第26条の７第１項の規定により修得したものと認め，又は

履修とみなし与える単位数と合わせて60単位とする。

第５章の３大学以外の教育施設等における学修

第26条の６学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大

臣が別に定める学修で，教育上有益であると各学部において認めるものは，各学部規程の

定めるところにより，本学における授業科目の履修とみなし単位を与えることがある。
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２前項の規定により本学において履修とみなし与える単位数は，第11条の２第１項，前条

第1項及び次条第１項の規定により修得したものと認め，若しくはみなし，又は履修とみ

なし与える単位数と合わせて60単位を限度とする。

第26条の７入学する前に学生が行った前条第１項に規定する学修で，教育上有益であると

各学部において認めるものは，各学部規程の定めるところにより，本学における授業科目

の履修とみなし単位を与えることがある。

２前項の規定により本学において履修とみなし与える単位数は，第11条の２第１項，第２６

条の５第1項及び前条第１項の規定により修得したものと認め，若しくはみなし，又は履

修とみなし与える単位数と合わせて60単位を限度とする。

第６章卒業及び学位授与

第27条本学に第２条第１項又は第２項に規定する期間在学し，かつ，所定の授業科目を履

修し卒業に必要な単位を修得した者又は所定の授業科目を履修し，その試験に合格した

者には，卒業を認め，学士の学位を授与する。

２前項の規定にかかわらず，医学部医学科，歯学部及び薬学部薬学科を除き，本学に３年

以上在学した者（学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第149条に規定する者

を含む｡）で，前項に規定する卒業に必要な単位を優秀な成績で修得したと各学部におい

て認めるものには，各学部規程の定めるところにより，卒業を認め，学士の学位を授与す

ることがある。

３第１項の規定による卒業に必要な単位のうち，第24条の２第２項に規定する授業の方法

により修得する単位数は，６０単位を限度とする。

４第1項及び第２項の規定により学士の学位を授与するに当たっては，次の区分により，

専攻分野の名称を付記する。

文学部学士（文学）

教育学部学士（教育学）

法学部学士（法学）

経済学部学士（経済学）

理学部学士（理学）

医学部学士（医学，看護学又は保健学）

歯学部学士（歯学）

薬学部学士（創薬科学，薬学）

工学部学士（工学）

農学部学士（農学）

第28条この章に規定するもののほか，学士の学位授与の要件その他学位に関し必要な事項

は，東北大学学位規程（昭和30年１月１日制定）の定めるところによる。
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第７章懲戒

第29条本学の規則，命令に違反し，又は学生の本分に反する行為のあった者は，所定の手

続によって懲戒する。

２懲戒の種類は，戒告，停学及び退学とする。

３停学３月以上にわたるときは，その期間は，在学年数に算入しない。

第８章授業料

第30条授業料の額は，別表第２のとおりとする。

２授業料は，第１学期及び第２学期の２期に区分して納付するものとし，それぞれの期に

おける額は，授業料の年額の２分の１に相当する額とする。

３前項の授業料は，授業料の免除又は徴収猶予若しくは月割分納の許可を願い出た場合を

除き，第１学期にあっては４月，第２学期にあっては１０月に納付しなければならない。た

だし，第２学期に係る授業料については，第１学期に係る授業料を納付するときに併せ

て納付することができる。

第31条第１学期又は第２学期の中途において，復学し，又は再入学した者は，授業料の年

額の12分の１に相当する額（以下「月割計算額」という｡）に復学し，又は再入学した

月からその学期の末曰までの月数を乗じて得た額の当該学期の授業料を，復学し又は再

入学した月に納付しなければならない。

第32条学年の中途で卒業する見込みの者は，月割計算額に卒業する見込みの月までの月

数を乗じて得た額の授業料を，第1学期の在学期間に係る授業料については４月に，第２

学期の在学期間に係る授業料については１０月に納付しなければならない。

第33条退学し，転学し，除籍きれ，又は退学を命ぜられた者は，別に定める場合を除くほ

か，その期の授業料を納付しなければならない。

２停学を命ぜられた者は，その期間中の授業料を納付しなければならない。

第34条経済的理由により，授業料を納付することが困難であると認められ，かつ，学業が

優秀であると認められる者その他やむを得ない事情があると認められる者に対しては，授

業料の全部若しくは－部を免除し，又はその徴収を猶予し，若しくはその月割分納をきせ

ることがある。

２前項に規定する授業料の免除並びに徴収猶予及び月割分納の取扱いについては，別に定

める。

第35条納付した授業料は，返付しない。

２前項の規定にかかわらず，第30条第３項ただし書の規定により第１学期及び第２学期に

係る授業料を併せて納付した者が，第２学期に係る授業料の納付時期前に休学し，又は退

学した場合には，その者の申出により第２学期に係る授業料相当額を返付する。
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第35条のＺこの章に規定するもののほか，授業料の取扱いについて必要な事項は，別に定

める。

第９章科目等履修生

第36条各学部の授業科目中，ｌ科目又は数科目を選んで，履修を志願する者があるときは，

各学部において，学生の履修に妨げのない場合に限り，選考の上，科目等履修生として入

学を許可することがある。

第37条科目等履修生の入学の時期は，学期の初めとする。

第38条科目等履修生の入学資格，在学期間その他については，別に定める。

第39条科目等履修生として入学を志願する者は，願書に添えて，検定料を納付しなければ

ならない。

２検定料の額は，別表第２のとおりとする。

第40条科目等履修生として入学を許可された者は，所定の期日までに，入学料を納付しな

ければならない。

２前項の入学料を所定の期日までに納付しない者に対しては，入学の許可を取り消す。

３入学科の額は，別表第２のとおりとする。

第41条科目等履修生は，毎学期授業開始前にその学期の分の授業料を前納しなければな

らない。

２授業料の額は，別表第２のとおりとする。

第42条科目等履修生には，その履修した授業科目について，別に定めるところにより，単

位修得証明書を交付することがある。

第43条本章に規定する場合を除くほか，科目等履修生には，学生に関する規定を準用する。

第10章特別聴講学生

第44条他の大学，短期大学若しくは高等専門学校の学生又は外国の大学，短期大学若しく

はこれらに相当する高等教育機関等（以下「外国の大学・短期大学等」という｡）若しく

は外国の大学等の課程を有する教育施設の当該課程の学生で，本学の授業科目の履修を志

願するものがあるときは，当該他の大学，短期大学若しくは高等専門学校又は外国の大

学・短期大学等若しくは外国の大学等の課程を有する教育施設と協議して定めるところに

より，各学部又は学務審議会（以下「各学部等」という。）において特別聴講学生として

受入れを許可することがある。

第45条特別聴講学生の受入れの時期は，学期の初めとする。

２外国の大学・短期大学等又は外国の大学等の課程を有する教育施設の当該課程の学生を

特別聴講学生として受入れる場合において特別の事情があると認めるときは，その受入れ

の時期は，前項の規定にかかわらず，各学部等においてその都度定めることができる。

第46条特別聴講学生を受け入れる場合の検定料及び入学料は，徴収しない。

－８８－



第46条の２次の各号の一に該当する者を特別聴講学生として受け入れる場合の授業料は，

徴収しない。

（１）国立の大学，短期大学又は高等専門学校の学生

（２）大学間交流協定（大学間協定，部局間協定及びこれらに準じるものを含む｡）により

授業料を不徴収とぎれた外国の大学等の学生

２前項各号に掲げる者のほか，大学間相互単位互換協定により授業料を不徴収とされた公

立又は私立の大学，短期大学又は高等専門学校の学生を特別聴講学生として受け入れる場

合の授業料は，徴収しない。

第47条特別聴講学生が前条第１項各号の一又は同条第２項に該当する者以外の者である場

合の授業料の額は，別表第２のとおりとし，当該特別聴講学生に対する授業の開始前に

その学期の分を徴収する。

第48条本章に規定する場合を除くほか，特別聴講学生には，学生に関する規定を準用する。

第49条から第51条まで削除

第11章外国学生

第52条外国人で，本学に入学，再入学，転入学又は編入学を志願するものがあるときは，

外国学生として入学，再入学，転入学又は編入学を許可することがある。

２外国学生として入学，再入学，転入学又は編入学を志願した者に対し，特別の事情があ

ると各学部において認める場合には，特別の選考を行うことができる。

３外国学生として入学，再入学，転入学又は編入学を許可された者は，所定の期曰までに，

外国人登録原票記載事項証明書（居住地の市町村長の発行したもの。以下同じ｡）を提出

しなければならない。

４前項の外国人登録原票記載事項証明書を所定の期曰までに提出しない者に対しては，入

学，再入学，転入学又は編入学の許可を取り消す。

５外国学生は，定員外とすることがある。

第53条国費外国人留学生制度実施要項（昭和29年３月31曰文部大臣裁定）に基づく国費外

国人留学生の検定料，入学料及び授業料は，それぞれ第14条，第15条第１項及び第30条第

１項の規定にかかわらず，徴収しない。

附則（省略）

附則（平成年月曰規第号改正）

この通則は，平成23年４月１曰から施行する。
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別表第１（第１条関係）

備考

入学定員の欄中括弧を付したものは，編入学定員である。

別表第２（第14条，第15条，第30条，第39条，第40条，第41条，第47条関係）

２８２００ｍＺ８２００ｐｐ１４８００，

１４８００■■

El等l表

備考

１第16条第２項に定める選抜に係る検定料の額は，第１段階目の選抜にあっては

4,000円，第２段階目の選抜にあっては13,000円とする。
２学部学生の授業料は，年額である。

３科目等履修生の授業料は，１単位に相当する授業についての額である。

－９０－

学部 学
ニ

ノ

▲、▲や一 △ 収容定員 入学定員

文学苔］ 人文社会学ラ

。
よ
い
｝ 今

840人 210人

教育学部 教育季-学禾 夕 280人 70人

法学吉］ 法学ラ

Ｐｂ●い― 今

640人 160人

経済学部 経済学科

経営学科

540人

540人

130人

(10人）

130人

(１０人）

理学部 数と乞う

■、▲⑪｝ 今

物理学ラ

が
ジ

▲

宇宙地琿t物理学ラ

、
、

■
▲
ｂ

少

ノ 上学ラ

、
争
一

▲

地圏環境ラ

、
乱
一

少学ラ

白い▲い｝ 少

地電（惑星物質ラ

い、△い｝ 夕 学ラ

■、▲⑪｝ 二

生物学ラ

Ｐｂのい｝ ▲

180人

312人

164人

280人

120人

80人

160人

45人

78人

41人

70人

30人

20人

40人

医学部 医学ラ

の、つい一 夕

保健学科

630人

608人

105人

144人

(16人）

▲
い
し
戸 前学部 歯学フ

Ｐｂ●印一 △ 318人 53人

薬学部 倉Ｉ薬科学科

薬学科

240人

120人

60人

20人

工学部 機械知能・航空工学科

情報知能システム総合学科

化学・バイオエ学科

材料科学総合学科

建築・社会環境工学科

936人

972人

452人

452人

428人

234人

243人

113人

113人

107人

農学部 生物生産科学科

応用生物化学科

360人

240人

90人

60人

区分

ロ
ノ

黄定）

八
己

入学〉

ハ
垂 ・
ワ
■ 受業）

ハ
ニ

学部学生 入学17,000円
再入学，転入学及び編入学30,000円

282,000円 535,800円

一
』
ノ 斗曰等履，|参生 9,800円 28,200円 14,800円

、
品
リ
グ 寺別聴講学生 14,800円



２東北大学理学部規程

制定平成５年４月１曰

最新改正平成20年３月３１日

目次

第１章総則（第１条一第２条の２）

第２章入学，転学科，転学部転入学，編入学及び再入学（第３条一第７条）

第３章教育課程の編成（第８条）

第４章全学教育科目等の授業，履修方法，試験等（第９条・第１0条）

第５章専門教育科目等の授業，履修方法，試験等（第11条一第14条）

第６章他の大学又は短期大学における授業科目の履修等及び留学等（第15条一第18条）

第６章の２大学以外の教育施設等における学修（第18条の２－第18条の４）

第７章卒業（第19条）

第８章科目等履修生（第20条一第25条）

第９章特別聴講学生（第26条）

附則

第１章総則

第１条東北大学理学部（以下「本学部」という。）における入学，転学科，転学部，転入

学，編入学，再入学，修学，試験，卒業等については，東北大学学部通則（昭和27年12月

18曰制定）に定めるところのほか，この規程による。ただし，理学部教授会（以下「教授

会」という｡）は，この規程にかかわらず，必要に応じ特例を定めることができる。

第１条の２本学部は，理学の基礎知識を修得し，大学院で高度な教育を受けるための能力

を有する人材及び理学の基礎知識を活用し社会の広い分野において主導的役割を果たす

ことができる人材を育成することを目的とする。

第２条本学部に，次の学科を置く。

数学科

物理学科

宇宙地球物理学科

化学科

地圏環境科学科

地球惑星物質科学科

生物学科

－９１－



２教育上必要があるときは，この規程及び別に定めるところにより，前項の学科の別によ

らず，別表第１に掲げる系の別により取り扱うことがある。

第２条の２学生の在学年限は，６年とする。

第２章入学，転学科，転学部，転入学，編入学及び再入学

第３条入学に関し必要な事項は，教授会が別に定める。

第４条本学部に入学した者の所属は，所定の期間第２条第２項に定める系ごとに取り扱
う。

２前項に規定する者の所属する学科の決定は，教授会において行う。

第５条転学科，転学部，転入学又は編入学を志願する者がある場合は，選考の上，許可す
ることがある。

２本学部を中途退学した者又は除籍された者で，再び入学を志願するものがあるときは，

選考の上，許可することがある。

３前２項の選考方法は，教授会が別に定める。

第６条前条第１項及び第２項の規定により転学科，転学部，転入学，編入学又は再入学を

許可きれた者の修得すべき単位数，履修方法等については，教授会が別に定める。

第７条本学部に入学を許可された者が，本学部に入学する前に本学，他の大学若しくは短

期大学又は外国の大学若しくは短期大学若しくは我が国において，外国の大学若しくは短

期大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施

設であって，文部科学大臣が別に指定するもの（以下「外国の大学等の課程を有する教育

施設」という｡）の当該教育課程において履修した授業科目について修得した単位（科目

等履修生として修得した単位を含む｡）は，審査の上，本学部において修得したものと認

めることがある。

２前項の規定により本学部において修得したものと認めることができる単位数は，第17条

第１項，第18条の２第１項及び第18条の３第１項の規定により修得したものとみなし，又

は履修とみなし与える単位と合わせて60単位を限度とする。

３第１項の認定を受けようとする者は，所定の願書に必要書類を添えて，入学した年度の

所定の期日までに理学部長（以下「学部長」という｡）に願い出なければならない。

４前項の規定により願い出のあった授業科目及び単位数の認定は，教授会が行う。

－９２－



第３章教育課程の編成

第８条本学部の教育課程は，次の各号に掲げる授業科目をもって編成する。

（１）全学教育科目

（２）専門教育科目

（３）教育職員免許法（昭和24年法律第147号）に定める教職に関する科目（以下「教職科

目」という｡）

第４章全学教育科目等の授業，履修方法，試験等

第９条全学教育科目及び教職科目（学部において開設するものを除く。）の授業科目及び単

位数は，東北大学全学教育科目等規程（平成５年規第91号）第３条の定めるところによる。

第10条前条の授業科目の履修方法，試験等については，東北大学全学教育科目等規程に定

めるところのほか，教授会が別に定める。

第10条の２１学期に全学教育科目の履修科目として登録することができる単位数の上限に

ついては，別に定める。

２前項の規定にかかわらず，所定の単位を優れた成績をもって修得したと教授会において

認めた場合は，当該上限を超えた履修科目の登録を認めることがある。

第５章専門教育科目等の授業，履修方法，試験等

第11条専門教育科目及び教職科目（本学部において開設するものに限る｡）の授業科目

単位数，学年及び学期の配置，履修方法，試験等については，教授会が別に定める。

第12条１学期に専門教育科目の履修科目として登録することができる単位数の上限につい

ては，別に定める。

２前項の規定にかかわらず，所定の単位を優れた成績をもって修得したと教授会において

認めた場合は，当該上限を超えた履修科目の登録を認めることがある。

第13条学生は，履修しようとする授業科目について，所定の手続により，履修届を学部長

に提出しなければならない。

２学生は，学部長の許可を得て，他の学部の授業科目を履修することができる。この場合

には，当該学部所定の手続によらなければならない。

３他の学部の学生が，本学部の授業科目の履修を願い出たときは，許可することがある。

第14条授業科目の履修の認定は，原則として学期末における試験による。ただし，試験を

学期の中途で行うことがある。

２試験に合格した者には，所定の単位を与える。
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第６章他の大学又は短期大学における授業科目の履修等及び留学等

第15条学生は，学部長の許可を得て，教授会が別に定める他の大学又は短期大学の授業科

目を履修することができる。

２前項の規定は，学生が外国の大学若しくは短期大学又はこれらに相当する高等教育機関

等（以下「外国の大学等」という｡）が行う通信教育における授業科目を我が国において

履修する場合について準用する。

第16条学生が，外国の大学等において修学することが教育上有益であると教授会が認める

ときは，あらかじめ，当該外国の大学等と協議の上，学生が当該外国の大学等に留学する

ことを認めることがある。

２前項の規定にかかわらず，やむを得ない事情により，当該外国の大学等とあらかじめ協

議を行うことが困難な場合には，留学を認めた後に当該協議を行うことがある。

３留学の期間は，在学年数に算入する。

４第１項及び第２項の規定は，学生が休学中に外国の大学等において修学する場合につい

て準用する。

第17条第15条の規定により履修した授業科目について修得した単位並びに前条第1項及び

第４項の規定により留学し，及び休学中に修学して得た成果は，教授会が別に定めるとこ

ろにより，本学部において修得した単位とみなす。

２前項の規定により本学部において修得したものとみなすことができる単位数は，第７条

第１項，第18条の２第１項及び第18条の３第１項の規定により修得したものと認め，又は

履修とみなし与える単位と合わせて60単位を限度とする。

第18条この章に規定するもののほか，他の大学又は短期大学における授業科目の履修，外

国の大学等が行う通信教育における授業科目の我が国における履修，外国の大学等への留

学及び休学中の外国の大学等における修学に関し必要な事項は，教授会が別に定める。

第６章の２大学以外の教育施設等における学修

第18条の２学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大

臣が別に定める学修で，教授会が定めるものは，本学部における授業科目の履修とみなし

単位を与えることがある。

２前項の規定により本学部において履修とみなし与える単位数は，第７条第１項，第17条

第１項及び次条第１項の規定により修得したものと認め，若しくはみなし，又は履修とみ

なし与える単位と合わせて60単位を限度とする。

第18条の３入学する前に学生が行った前条第１項に規定する学修で，教授会が定めるもの

は，本学部における授業科目の履修とみなし単位を与えることがある。
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２前項の規定により本学部において履修とみなし与える単位数は，転学科，転学部，転入

学，編入学又は再入学の場合を除き，第７条第１項，第17条第１項及び前条第１項の規定

により修得したものと認め，若しくはみなし又は履修とみなし与える単位と合わせて６０

単位を限度とする。

第18条の４この章に規定するもののほか，大学以外の教育施設等における学修に関し必要

な事項は，教授会が別に定める。

第７章卒業

第19条本学部を卒業するためには，本学部に４年以上在学し，所属する学科に応じ，所定

の授業科目を履修し，別表第２に掲げるところにより全学教育科目及び専門教育科目を合

わせて124単位以上修得しなければならない。

２卒業の認定は，教授会が行う。

第８章科目等履修生

第20条特定の授業科目について履修を志願する者があるときは，科目等履修生として入学

を許可することがある。

第21条科目等履修生として入学することができる者は，当該授業科目を履修する学力があ

ると教授会が認めた者とする。

第22条科目等履修生として入学を志願する者は，履修しようとする授業科目を記載した願

書を学部長に提出して許可を受けなければならない。

第23条科目等履修生の在学期間は，１年とする。ただし，引き続き在学を願い出たときは，

在学期間の延長を許可することがある。

２科目等履修生の在学期間は，４年を超えることができない。

第24条科目等履修生は，履修した授業科目につき試験を受けて単位を修得することができる。

第25条科目等履修生が，修得した単位について証明を願い出たときは，学部長の単位修得

証明書を交付することがある。

第９章特別聴講学生

第26条他の大学，短期大学若しくは高等専門学校の学生又は外国の大学，短期大学若しく

はこれらに相当する高等教育機関等（以下「外国の大学・短期大学等」という｡）若しく

は外国の大学等の課程を有する教育施設の当該課程の学生で，本学部の授業科目の履修を

志願するものがあるときは，当該他の大学，短期大学若しくは高等専門学校又は外国の大

学・短期大学等若しくは外国の大学等の課程を有する教育施設と協議して定めるところに

より，特別聴講学生として受入れを許可することがある。
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２特別聴講学生の受入れに関し必要な事項は，教授会が別に定める。

附則（略）

附則（平成20年３月31日規第63号改正）

この規程は，平成20年４月１日から施行する。

別表第１

別表第２

－９６－

系 学奉▲

数学系 数学科

物理系 物理学科
字宙地球物理学科

化学系 化学科

地球科学系 地圏環
１■

ｆ

地球惑星！
章科学科
勿質科学科

生 勿系 生 勿学科

学科 必要上i位数

数学科 全学教育科目50単位以上及び専門教育科目４６単位以上を含め，
124単位以上

物理学科 全学教育科目５０単位以上及び専門教育科目７０単位以上を含め，
124単位以上

宇宙地球物理学科 全学教育科目50単位以上及び専門教育科目62単位以上を含め，
124単位以上

化学科 全学教育科目５０単位以上及び専門教育科目６８単位以上を含め，
124単位以上

地圏環境科学科 全学教育科目５０単位以上及び専門教育科目６８単位以上を含め，
124単位以上

地球惑星物質科学科 全学教育科目５０単位以上及び専門教育科目７４単位以上を含め，
124単位以上

生物学科 全学教育科目５０単位以上及び専門教育科目63単位以上を含め，
124単位以上



Ｓ東北大学理学部履修内規

制定平成17年12月27日

（趣旨）

第1条この内規は，東北大学理学部規程（平成５年規第115号。以下「規程」という｡）第

11条の規定に基づき，東北大学理学部（以下「本学部」という｡）において開設する授業

科目及び単位数について定めるものとする。

（授業科目及び単位数）

第２条本学部において開設する授業科目及び単位数は，専門教育科目にあっては別表第１

に，教育職員免許法（昭和24年法律第147号）に定める教職に関する科目（本学部で開設

するものに限る。以下「教職科目」という｡）にあっては別表第２による。

附則（省略）

附則

１この内規は，平成21年４月１日から施行する。

２改正後の別表第１数学科，物理学科及び宇宙地球物理学科の表の規定は，平成20年度の

入学者（入学者の属する年次に編入学する者を含む。以下，この項において同じ｡）から，

改正後の同表地球惑星物質科学科及び生物学科の表の規定は，平成21年度の入学者から適

用する。

別表第１（省略）

別表第２（省略）
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４東北大学全学教育科目等規程（抜粋）

制定平成５年４月１日

最新改正平成年月曰

（趣旨）

第1条この規程は，東北大学学部通則（昭和27年12月１８日制定。以下「通則」という｡）

第26条第２項の規定に基づき，全学教育科目及び教職に関する科目（学部において開設す

るものを除く。以下「全学教育科目等」という。）に関し，必要な事項を定めるものとす

る。

（全学教育科目）

第２条全学教育科目の種類は，次の表のとおりとする。

(授業科目及び単位数）

;３条全学教育科目等の授業科目，第３条全学教育科目等の授業科目，単位数等は，別表第１及び別表第２のとおりとする。

（単位の計算）

第４条全学教育科目等の授業科目の単位の計算は，次のとおりとする。

（１）講義は，１５時間をもって１単位とする。

（２）演習は，１５時間から30時間までの時間をもって１単位とする。

（３）実験，実習及び実技は，３０時間から45時間までの時間をもってｌ単位とする。

－９８－

類 群

基幹科目

人間論

社会論

白 妖
ＪＯＤ、 論

展開科目

人文科学

社会科学

自然科学

数学

物理学

化学

生物学

宇宙地球科学

理科実験

総合科学

総合科目

カレントトピックス科目

現代学問論

共通科目

転換・少人数季夕 目

外国語

英語

初修語

諸外国語

|青報科目

保健体育

留学生対象科目



（履修手続）

第５条学生は，履修しようとする授業科目を所定の期曰までに，学務審議会委員長（以下
「委員長」という｡）に届け出なければならない。

（試験）

第６条授業科目の履修の認定は，試験によるものとし，試験に合格した者には，所定の単

位を与える。

２実験，実習及び実技については，前項の規定にかかわらず，平常の成績をもって試験の

成績に代えることがある。

３試験を受けることのできる授業科目は，前条の規定による手続を経て授業を受けたもの

に限る。

（追試験及び再試験）

第７条やむを得ない理由により，試験を受けることのできなかった者には，当該授業科目

について別に定めるところにより，追試験を行うことがある。

２不合格となった授業科目については，再試験を行わない。

（成績区分）

第８条試験の成績は，次の区分により評価する。ただし，授業科目によっては，合格，不

合格とすることがある。

ＡＡ成績が特に優秀であるもの

Ａ成績が優秀であるもの

Ｂ成績が良好であるもの

ｃ成績が可であるもの

，成績が不可であるもの

２前項による評価ＡＡ，Ａ，ＢＣは合格とし，評価Ｄは不合格とする。

３第５条の規定により届け出た授業科目の履修を放棄した者の試験の成績は，Ｄの区分ま

たは不合格とみなす。

（特別聴講学生の受入れ）

第９条他の大学，短期大学若しくは高等専門学校の学生で，全学教育科目等の履修を志願

するものがあるときは，当該他の大学，短期大学若しくは高等専門学校と協議して定める

ところにより，特別聴講学生として受入れを許可することがある。

（雑則）

第１０条この規程に定めるもののほか，全学教育科目等に関し必要な事項は，学務審議会が

定める。

附則

（省略）

別表第１（省略）

（各系・学科の授業科目表参照）

別表第２（省略）

（教職に関する科目の授業科目表参照）
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Ｓ東北大学研究生規程

制定昭和38年５月１５日

最新改正平成年月曰

第１条この規程は，東北大学（以下「本学」という｡）における研究生の入学，種類，在

学期間等について定めるものとする。

第２条特殊事項について研究を志願する者があるときは，大学院の研究科，教育部若しく

は研究部，学部，附置研究所，東北アジア研究センター，電子光理学研究センター，ニュー

トリノ科学研究センター，高等教育開発推進センター，学術資源研究公開センター，国際

高等研究教育機構，教育情報基盤センター，サイクロトロン・ラジオアイソトープセン

ター，未来科学技術共同研究センター，学際科学国際高等研究センター，サイバーサイエ

ンスセンター，環境保全センター，国際交流センター又は原子分子材料科学高等研究機構

において支障のない場合に限り，選考の上，研究生として入学を許可することがある。

第３条研究生を分けて次の３種とする。

学部研究生学部又は大学院の教員を指導教員として研究する者

研究所等研究生附置研究所，東北アジア研究センター，電子光理学研究センター，

ニュートリノ科学研究センター，高等教育開発推進センター，学術資

源研究公開センター，国際高等研究教育機構，教育情報基盤センター，

サイクロトロン・ラジオアイソトープセンター，未来科学技術共同研

究センター，学際科学国際高等研究センター，サイバーサイエンスセ

ンター，環境保全センター，国際交流センター又は原子分子材料科学

高等研究機構の教員を指導教員として研究する者

大学院研究生大学院の教員を指導教員として研究する者

第４条研究生の学年は，４月１日に始まり，翌年３月３１曰に終わる。

２学年を分けて，次の２学期とする。

第1学期４月１日から９月30日まで

第２学期１０月ｌ曰から３月３１日まで

第５条研究生の入学の時期は，学期の初めとする。ただし，特別の事情がある場合は，こ

の限りではない。

第６条学部研究生及び研究所等研究生を志願できる者は，次の各号の－に該当する者とする。

（１）大学を卒業した者

（２）短期大学又はこれと同等以上の学校を卒業した者で関係学科を履修したもの

（３）大学院の研究科，教育部若しくは研究部，学部，附置研究所，東北アジア研究セン
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夕一，電子光理学研究センター，ニュートリノ科学研究センター，高等教育開発推進セ

ンター，学術資源研究公開センター，国際高等研究教育機構，教育情報基盤センター，

サイクロトロン・ラジオアイソトープセンター，未来科学技術共同研究センター，学際

科学国際高等研究センター，サイバーサイエンスセンター，環境保全センター，国際交

流センター又は原子分子材料科学高等研究機構において，前２号と同等以上の学力があ

ると認めた者

第７条大学院研究生を志願できる者は，次の各号の－に該当する者とする。

（１）修士の学位を有する者

（２）大学の医学，歯学又は獣医学を履修する課程を卒業した者

（３）大学院の研究科，教育部又は研究部（以下「研究科等」という｡）において，前２号

と同等以上の学力があると認めた者

２前項に定めるもののほか，外国人であって，大学院研究生を志願できるものの資格は，

研究科等の定めるところによる。

第８条研究生を志願する者は，願書に添えて，検定料を納付しなければならない。

２前項の検定料の額は，別表のとおりとする。

第９条研究生として入学を許可きれた者は，所定の期日までに入学料を納付しなければな

らない。

２前項の入学料を所定の期日までに納付しない者に対しては，入学の許可を取り消す。

３第１項の入学料の額は，別表のとおりとする。

第１０条納付した検定料及び入学料は，返還しない。

第11条研究生として入学を許可された外国人は，所定の期曰までに外国人登録原票記載事

項証明書（居住地の市区町村長の発行したもの。以下同じ｡）を提出しなければならない。

２外国人登録原票記載事項証明書を所定の期日までに提出しない者に対しては，入学の許

可を取り消す。

第12条研究生の在学期間は，１年以内とする。ただし，引き続き在学を願い出たときは，

在学期間の延長を許可することがある。

第13条外国人である大学院研究生で，大学院の授業科目（関連科目を含む｡）のうち，そ

の研究事項に関連のある１科目又は数科目を選んで聴講を願い出たものがあるときは，学

生の履修に妨げのない場合に限り，選考の上，聴講を許可することがある。

２前項の規定により聴講を許可された者は，聴講した授業科目につき所定の試験を受けて

単位を修得することができる。

３第１項の規定により聴講を許可された者が，聴講単位の増減を願い出たときは，許可す

ることがある。

第14条研究生が研究事項について証明を願い出たときは，研究証明書を交付することがある。
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２前条第１項の規定により聴講を許可きれた者が，聴講した授業科目又は修得した単位に

ついて証明を願い出たときは，聴講証明書又は単位修得証明書を交付することがある。

第15条本学の規則命令に違反し，又は研究生の本分に反する行為のあった者は，懲戒する。

２懲戒の種類は，戒告及び退学とする。

第16条在学期間の中途で退学しようとする者は，理由を具して，その許可を願い出なけれ

ばならない。

第17条研究生の授業料の月額は，別表のとおりとし，入学の月から３月分ごとに前納しな

ければならない。ただし，学年内において，３月に満たない端数の月を生じたときは，そ

の端数の月分の授業料を前納しなければならない。

２第13条第１項の規定により聴講を許可きれた者は，前項に定める授業料のほか，聴講す

る授業科目につき授業料を納付しなければならない。

３前項の授業料の額は，ｌ単位に相当する授業について別表のとおりとし，毎学期授業開

始前にその学期の分を前納しなければならない。

４納付した授業料は，返還しない。

５授業料の納付すべき金額,期限,場所及び納付に関し必要な事項は,所定の場所に掲示する。

第18条国費外国人留学生制度実施要項（昭和29年３月31日文部大臣裁定）に基づく国費外

国人留学生及び大学間交流協定に基づく外国人留学生に対する授業料等の不徴収実施要項

（平成3年41月11日学術国際局長裁定）に基づく協定留学生の検定料，入学料及び授業料

は，それぞれ第８条，第９条第１項並びに第１7条第１項及び第３項の規定にかかわらず，

徴収しない。

第19条授業料の納付を怠り，督促を受けてもなお納付しない者は，除籍する。

第20条この規程に定めるものを除くほか，研究生には，学生に関する規定を準用する。

附則（省略）

附則（平成21年12月８日規第112号改正）

この規程は，平成21年12月８日から施行し，改正後の第２条，第３条及び第６条

の規定は，平成21年12月１日から適用する。

別表
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区分 金額 備考

検定科 9,800円

入学料 84,600円

第17条第１項に定める授業料 月額29,700円

第17条第３項に定める授業料 l単位につき14,800円



Ｓ履修科目登録単位数の上限設定の取扱いについて

教授会平成18年３月22日

１理学部規程第１０条の２第１項にいう履修科目として登録できる単位数の上限は，第１.

２．３セメスターについては，卒業要件に定められている講義及び演習の授業科目（実

験・実習及び実技科目等を除く。）について28単位までとする。

２理学部規程第12条第１項にいう履修科目として登録できる単位数の上限は，第４．５．

６．７．８セメスターについては，以下の科目を除いて28単位までとする。なお，通年と

して開講される科目は，セメスターごと半分に分割して計算する。

・実験・実習科目

・演習科目（実習の時間数で開講されている科目とする｡）

・集中講義として開講される科目

・関連科目以外の他学部開講科目

・教職関連科目等の自由聴講科目

・教職科目

３各セメスターに所定の単位を優れた成績をもって修得したときは，次のセメスターに６

単位を限度として上限を超える履修科目登録を認めることがある。以下の要件を満たした

場合，上限を超える履修科目登録を認める。なお，評価の科目が「合格」の科目及び「認

定」された科目は除く。

①上限枠に含まれる単位数20単位を含めて２４単位以上を修得していること。

②履修登録したすべての科目について，ＡＡＡ又は80点以上の評価の科目数が５分の

４以上であること。

③不合格科目がないこと。
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７専門教育科目の成績評価等の取扱いについて

教授会平成18年３月22曰

ｌ専門教育科目の成績評価区分は，次の表のとおりとする。

備考１

２

３

成績評価は，合格又は不合格とすることがある。

成績評価は，試験の他，提出レポート出席状況及び履修状況等を勘案して行うことがある。
成績評価ＡＡは，平成16年度入学者からの適用であり，それ以前の入学者は成績評価ＡＡと
成績評価Ａの区分はない。

２シラバスには，授業科目ごとの教育目標（学習到達目標）及び具体的な成績評価の方法

を記載するものとし，成績の評価は，原則として，授業科目ごとに設定した教育目標に対

する達成度を基準とした絶対評価で行う。

３授業担当教員は，答案は試験実施期日から，レポート等は提出期限からそれぞれ１年間，

成績評価の根拠及び学生からの開示請求の対応として保存する。

ただしレポート等に評価・コメントを付して学生に返却する場合には保存を要しない

ものとし，答案の場合は原本を保管しておき，そのコピーを返却することが望ましい。
（参考：国立大学法人東北大学法人文書保存期間基準：答案・レポート等は１年未満）

４学生は，成績発表から２週間以内に限り，授業担当教員に成績評価について説明を求め

ることができる。

ただし，この期間内に申し出ないことに対して正当な理由がある場合には，1年以内の

保存期間に限り，申し出期間経過後も説明を求めることができる。

５授業担当教員に成績評価について説明を受けた学生が，その説明になお不服がある場合

には，教務委員会の委員長に不服の申立をすることができる。

６教務委員会委員長に不服の申立があった場合は，教務委員会の委員若干名で構成する審

査委員会を設置し，不服の申立内容を審査する。
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成績評価 評 面の内容 点数としての目安 合否区分

ＡＡ

Ａ

Ｂ

Ｃ

成績が！
ゴ
、 ：に優秀であるもの

成績が憂秀であるもの

成績が良好であるもの

成績が可であるもの

9０ 占～JOD、 1００ 占Ｊｂ、、

80点～89点

70点～79点

60点～69点

合格

， 成績が不可であるもの 59点以下 不合格

／ 履 |参を放善葦したもの



Ｓ大学院授業科目の先行履修制度について

本学部に在籍する４年次の学生で，引続き本大学院へ入学を希望する者のうち，学業が優

秀であり，かつ，先行履修をするにあたり相応しい学力を有する者は，所属学科長，指導教

員及び授業担当教員の承認を得たうえで，大学院の授業科目を履修することができる制度で

す。

詳細は，各学科（専攻）事務室又は理学部教務係窓口に照会してくだきい゜
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その匙

他そ の



１教育職員免許状の取得について

（１）教員職員免許状について

学校教育法第一条に定める中学校，高等学校などの各学校の教員となるためには，教

育職員免許法に定める所定の単位を修得し，各都道府県の教育委員会から授与される教

育職員免許状を取得する必要があります。

(2)教育職員免許状の種類

教育職員免許法に定める免許状には，普通免許状，特別免許状及び臨時免許状があり

ます。

普通免許状は，学校（中等教育学校を除く。）の種類ごとの教諭の免許状，養護教諭

の免許状及び栄養教諭の免許状とし，それぞれ専修免許状，一種免許状及び二種免許状

（高等学校教諭の免許状にあっては，専修免許状及び－種免許状）に区分されています。

また，中学校及び高等学校の教員の普通免許状及び臨時免許状は，教科毎に授与するも

のとされています。

(3)免許状の取得方法

普通免許状は，教育職員免許法に定める基礎資格を有しかつ，大学若しくは文部科

学大臣の指定する養護教諭養成機関において所定の単位を修得した者が都道府県の教育

委員会へ申請することによって授与されます。

基礎資格とは，一種免許状においては，学士の学位を有することであり，専修免許状

においては，修士の学位を有することです。

なお，中学校教諭の普通免許状を取得する場合は，授与要件として社会福祉施設及び

特別支援学校での「介護等の体験」が必要となります。

(4)取得できる免許状の種類及び教科

本学部で取得できる免許状は次のとおりです。これ以外の免許状については，他学部

開講の授業科目を履修することで取得することができますので，当該学部の学生便覧を

ご覧の上，教務係で相談して〈だ言い。
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中学校教諭
二

種免許状
高等学校教諭
一種免許状

備考

数学
ゴ

■■

ノ 斗

物理学科
宇宙地球物理学科
化学科
地球惑星物質科学科
生物学科

地圏環境科学科

数学

理科

社会
理科

数学

理科

地理歴史
理科



(5)－種免許状取得までのプロセス

【備考】

①教育職員免許状取得希望届の提出

免許状の取得を希望する学生は，第１セメスターの授業履修前までに教務係に，「教育

職員免許状取得希望届」を提出し，学校種及び教科を届け出てください。希望届を提出し

た学生について「履修カルテ」の作成を行います。「履修カルテ」が作成きれていない学

生は，「教職実践演習（中・高)」を履修することはできません。

②「教科に関する科目｣，「教職に関する科目」及び「教育職員免許法施行規則第66条の６
に定める科目」の履修

免許状毎に定められている「教科に関する科目」及び「教職に関する科目」を履修し
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1年 2年 3年 4年
１セメ ２セメ ３セメ ４セメ ５セメ ６セメ ７セメ ８セメ



てください。ただし，「教育実習」及び「教育実践演習（中・高)」には，履修資格が定め
られており，少なくとも３年次修了までには「教育実習」及び「教職実践演習（中・高)」
を除く全ての「教職に関する科目」を修得しておく必要があります。また，卒業に必要な
単位に含まれない科目もありますので，１年次より計画的な履修を心がけてください。な
お，「教科に関する科目」及び「教職に関する科目」以外に「教育職員免許法施行規則第
66条の６で定める科目」も履修する必要があります。

③履修カルテ②＜自己評価シート＞の記入について

教職実践演習（中・高）の履修及び教職指導の際に必要となりますので，２年次・３年次

の各年度末及び教職実践演習履修の直前に，所属する学科（系）の事務室で「履修カルテ

②＜自己評価シート＞」を受領し，自分で評価を記入し返却してください。記入を怠った
場合は，教育職員免許状の取得を放棄したものとして取り扱うことがあります。

④「教育実習」及び「介護等体験」について

・教育実習は，仙台市内及び近辺の協力校又は本人の出身校等において行います。

・教育実習の参加資格は４年次の学部学生及び大学院学生で，「教職に関する科目」のう

ち第二欄，第三欄，及び第四欄に掲げる科目の単位を修得した者。また，科目等履修生

については，本学出身者で，実習校等の内諾を得ている者に限ります。

・中学校教諭又は高等学校教諭の免許状を取得しようとする場合は，中学校又は高等学校

において，中学校教諭の免許状は３週間，高等学校教諭の免許状は２週間の教育実習を

行わなければなりません。また，中学校教諭及び高等学校教諭の両方の免許状を取得し

ようとする場合は，中学校又は高等学校で３週間の教育実習を行って〈だ言い。なお，

中学校教諭の免許状を取得しようとする場合は，特別支援学校及び社会福祉施設等で

「介護等の体験」を行わなければなりません。

・教育実習及び介護等の体験を行う者は，必ず事前指導を受講しなければなりません。

・教育実習及び介護等の体験の時期，又は学生の実習校（施設等）の配属については，掲

示等でお知らせします。

⑤「教職実践演習（中・高)」について

平成20年度の教育職員免許法施行規則の改正により，平成22年度以降の新入生の「教職

に関する科目」として，「教職実践演習（中・高)」が新設されました。本科目は，免許状

の取得を希望する者の「教職に関する科目」及び「教科に関する科目」の履修状況を踏ま

え，教員として必要な知識技能を修得したことを確認するために４年次後期に集中講義で

開設きれるものです。このため，「教職実践演習（中・高)」の履修前（７セメスター）ま

でに，「教育実習」を終了し，「教育実習」及び「教職実践演習」を除く免許状取得に必要

な全ての単位を修得した者にのみ履修が認められます。ただし，「教科に関する科目」に

ついては，不足単位の履修登録が確認できた場合のみ，履修を認めることがあります。

－１１１－



(6)基礎資格及び最低修得単位数

本学部で免許状を取得するためには，次の（第１表）及び（第２表）について最低取
得単位数を修得しなければなりません。

なお，（第１表）の（）内の数字は，教育職員免許法に定める単位数です。
(第１表）基礎資格及び最低修得単位数

駒】;ルＶ什努6｢隅 とｖⅢ ヨ｜化 の開設f科|目

及び｢教科に関する科目」(pll4～124）の開設科目の中から，修得する免許状に係る最
低取得単位数を修得すること。

(第２表）教育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目
教育職員免許法別表第一備考第四号に規定する教育職員免許法施行規則第66条の６に定
める科目の単位及び履修方法は次のとおりです。

－１１２－

※｜教科又は教職に関する科目」については，「教職に関する科目」(p､113）の開設科目

免許法施行規則に
定める科目区分

本学で開設する
授業科目

０
に
と 』，立数

必修 選択
開設学部等 履修方法 備考

曰Ｚ瓦

｜玉一 憲法 曰Ｚ 瓦

｜
玉

憲泊
一
一
、 ２ 全学教育

体育

スポーツＡ

スポーツＢ
ノ本と建康

1

１

２

全学教育

全学教育

全学教育

２単位以上

選択必修

外国語コミュニ

ケーション

英語Ａ１

英語Ａ２

英語Ｂ１

英語Ｂ２

英語Ｃｌ

英語Ｃ２

基礎ドイツ語Ｉ

基礎ドイツ語Ⅱ

基礎フランス語Ｉ

基礎フランス語Ⅱ

基礎ロシア語Ｉ

基礎ロシア語Ⅱ

基礎スペイン語Ｉ

基礎スペイン語Ⅱ

基礎中国語Ｉ

基礎中国語Ⅱ

基礎朝鮮語Ｉ

基礎朝鮮語Ⅱ

1

１

１

１

１

1

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

全学教育

全学教
■■

字

寺

全学教
－

勺

＝

全学教育

全学教育

全学教育

全学教育

全学教育

全学教育

全学教育

全学教育

全学教育

全学教育

全学教育

全学教育

全学教育

全学教育

全学教育

２単位以上

選択必修

英語Ａ１～英

語Ｃ２は，卒

業に必要な必

修科目

|青報機器の操作

情報基礎Ａ

情報基礎Ｂ

人文情報処理

情報理学入門

|胄報理学Ｉ

情報理学Ⅱ

計算機数学Ａ

計算機数学Ｂ

２

２

２

２

２

２

２

２

全学教育

全学教育

文学部

理学部

理学部

理学部

理学部

理学部

２単位以上

選択必修

免許状の種別 基礎資格

大学において修得することを必要とする
最低取得単位数

教職に関する
科目

教科に関する
科目

教科又は教職に
関する科目※

備考

中学校教諭
一種普通免許状

高等学校教諭
一種普通免許状

学士の学位を
有すること。

3１

2７（23）

2０

2０

８

1２（16）



(7)教職に関する科目

本学部で免許状を取得するための教職に関する科目の単位及び履修方法は次のとおり
です。

備考

ｌ免許法上の科目に対応する授業科目の中から，最低取得単位数以上を修得すること。
２開設科目の名称は，変更されることがある。

３上記以外の教職に関する科目については，必要に応じ当該学部において開設する。

４教職実践演習（中・高)以外の全学教育において開設する科目は，１，２年次在籍中に履修することが望ましい。
５各学部及び教育学部において開設する科目は，開設学部以外の学生も履修することができる。
６「教育実習」は，関係各学部の協力により，教育学部において実施する。

７「教職実践演習」は，関係各学部・研究科等の協力により，全学教育において実施する。

８「教育実習」及び「教職実践演習」は第２欄，第３欄，第４欄に掲げる科目を修得した者にのみ履修を認
める。

９「教科教育法に関する科目」の修得方法は，取得しようとする教科毎に各教科教育法を４単位修得すること。
なお，地理歴史科教育法Ｉ（２単位)，地理歴史科教育法Ⅱ（２単位）は両方（計４単位）を修得しなけれ

ばならない。

１０「道徳教育の研究」は，中学校の免許状を取得しようとする者は必ず修得すること。

１１中学校教諭免許状と高等学校教諭免許状を同時に取得しようとする者は教育実習（中）５単位を修得する
こと。

－１１３－

施行規則において規定されている科目の内容 本学において開講する授業科目と単位

施行規則第６条に定める
教職に関する科目

左項の各科目に含めることが
必要な事項

授業科目

最低修得
単位数

必修 選択

開設部局等 備考

第
２

欄

教職の意義等に関す
る科目

教職の意義及び教員の役割

教員の職務内容（研修，服務及び
身分保障等を含む｡）

進路選択に資する各種の機会の提
供等

教職論 ２ 全学教育

第
３
欄

教育の基礎理論に関
する科目

教育の理念並びに教育に関する歴
史及び思想

幼児，児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程（障害のある幼
児，児童及び生徒の心身の発達及
び学習の過程を含む｡）

教育に関する社会的，制度的又は
経営的事項

教育原理Ｉ
教育学概論

教育心理学Ｉ
学習・発達論

教育原理Ⅱ
教育制度論

２

２

２

２

２

２

全学教育
教育学部

全学教育
教育学部

全学教育
教育学部

第
４
欄

教育課程及び指導法
に関する科目

生徒指導，教育相談
及び進路指導に関す
る科目

教育課程の意義及び編成の方法

各教科の指導法

道徳の指導法

特別活動の指導法

教育の方法及び技術（情報機器及
ぴ教材の活用を含む｡）

生徒指導の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む｡）の理論
及び方法

進路指導理論及び方法

教育課程論
教育課程総論

数学科教育法Ｉ
数学科教育法Ⅱ
理科教育法Ｉ
理科教育法Ⅱ
社会科教育論Ｉ
社会科教育論Ⅱ
地理歴史科教育法Ｉ
地理歴史科教育法Ⅱ

道徳教育の研究

人間関係論
教育実践論講義Ｉ

教育の方法と技術
教育方法・技術論

相談心理学Ｉ
相談心理学Ⅱ
教育相談

２

４

２

２

２

２
２

２

２

２

２

全学教育
教育学部部

部
部
部
部
部
部
部

学学学学群群学学
理
理
理
理
教
教
文
文

教育学部

全学教育
教育学部

全学教育
教育学部

全学教育
全学教育
教育学部

該当教科の指
導法について
必修

中免のみ

第
５

欄
教育実習

教育実習（中）

教育実習（高）

５
３

教育学部

教育学部

中免のみ

事前事後指導
l単位含む

高免のみ
事前事後指導
l単位含む

第
６

欄
教職実践演習 教職実践演習（中・高） ２ 全学教育

合計 合計
中３１
高Z７



(8)教科に関する科目

本学部で免許状を取得するための教科に関する科目の単位及び履修方法は次のとおり
です。

なお，○印は必修科目です。

｢数学」

－１１４－

教科に関する科目

免許法上の科目
対応する開設科目

授業科目 単位 開設学科等

免許法で定める最低取得単位

中学校 高等学校

代数学

○線形代数学Ａ

線形代数学Ｂ

代数学序論Ｂ

代数学概論Ａ

代数学概論Ｂ

代数学概論ｃ

代数学特選Ａ

代数学特選Ｂ

２
２
２
２
２
２
２
２

全学教育
〃

数学科
〃

〃

〃

〃

〃

白
二

ｕ単位以上

・
二

，ｌ単位以上

幾何学

幾何学序論Ａ

○幾何学序論Ｂ

幾何学序論Ｃ

幾何学概論Ａ

幾何学概論Ｂ

幾何学特選Ａ

幾何学特選Ｂ

２
２
２
２
２
２
２

科学数

〃
〃
〃
〃
〃
〃

l単位以上 l単位以上

解析学

○解析学Ａ

解析学Ｂ

解析学Ｃ

解析学Ｄ

解析学概論Ａ１

解析学概論Ａ２

解析学特選Ａ

解析学特選Ｂ

２
２
２
２
２
２
２
２

全学教育
〃

〃

〃

数学科
〃

〃

〃

l単位以上 l単位以上

｢確率論・統計学」

○数理統計学

解析学概論Ｂ１

解析学概論Ｂ２

保険数学

応用数理特選Ａ

応用数理特選Ｂ

確率過程論特選

２
２
２
２
２
２
２

全学教育

数学科
〃

〃

〃

〃

〃

l単位以上 l単位以上

コンピ ‘ユ－ 夕

|青報基礎Ａ

○情報基礎Ｂ

計算機数学Ａ

計算機数学Ｂ

情報理学入門

情報理学Ｉ

情報理学Ⅱ

２
２
２
２
２
２
２

全学教育
〃

数学科
〃

学部共通科目
〃

〃

l単位以上 l単位以上

合計 2０ 2０



｢理科｣(物理学科）

※1物理学科の学生は，物理学実験Ｉの一部として基礎物理学実験Ａが開講されるため，物理学実験Ｉを履修登録し，
修得すればよい。

※２高等学校の免許状を取得する場合の実験科目は，物理学実験，化学実験，生物学実験及び地学実験のうち，○印が
付されている授業科目（必修科目）をｌ科目以上修得すればよい。

－１１５－

教科に関する科目

免許法上の科目
対応する開設科目

授業科目 単位 開設学科等

免許法で定める最低取得単位

中学校 高等学校

物理学
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ⅱ
学
学
論
性
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
学

学
学
学
学
学
学
力
力

理理理理鮒鯆気析動

称対と理

論
論

対
対

学
学
学

理
理
理

物
物
物

計
計
計

学
学
学
騨
醇
醇
騨

力
力
力
物
物
物
物

子
子
子
揃
揃
糊
脇

学
学
学

理
理
理

物
物
物

生
生
生

Ｊ
ｊ
〃

光理

物
物
物
物
電
電
電
解
波
物
相
相
続
続
続
量
量
量
原
原
素
素
物
物
物
物

○ ２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
４
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

全学教
〃

〃

〃

＝＝

円

物理系学科
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

、

，ｌ単位以上

「

，ｌ単位以上

化学

○化学Ａ

化学Ｂ

化学ｃ

２
２
２

全学教育
〃

〃

l単位以上 l単位以上

生物学

○生命科学Ａ

生命科学Ｂ

生命科学ｃ

２
２
２

全学教育
〃

〃

l単位以上 l単位以上

地学

○地球システム科学

地球物質科学

○天文学

地球惑星物理学

２
２
２
２

全学教育
〃

〃

〃

l単位以上 l単位以上

物理学実験

(コンピュータ活用を含む｡）

○基礎物理学実験Ａ※’

基礎物理学実験Ｂ

物理学実験Ｉ

物理学実験Ⅱ

物理学実験Ⅲ

１
２
４
４
４

物理学科
〃

〃

〃

〃

l単位以上

、

化学実験

(コンピュータ活用を含む｡）
○基礎化学実験Ａ

基礎化学実験Ｂ

１
１

化学科
〃

l単位以上
＞ ※Ｚ

l単位以上

生物学実験

(コンピュータ活用を含む｡）

○基礎生物学実験Ａ
基礎生物学実験Ｂ

１
１

生物学科
〃

l単位以上

地学実験

(コンピュータ活用を含む｡）
○基礎地学実験Ａ

基礎地学実験Ｂ

１
２ 地学系学科

〃
l単位以上

合計 2０ 2０



｢理科｣(宇宙地球物理学科）

－１１６－

教科に 詞する科目

免許法上の科目
対応する開設科目

授業科目

８Ｆ芦ト’ i位 開設学科等

免許法で定める最低取得単位

中学校 高等学校

物理学

○物理学Ａ

物理学Ｂ

物理学Ｃ

物理学Ｄ

解析力学

量子力学Ｉ

大気力学

流体力学

弾性体力学

天体物理学Ｉ

宇宙空間物理学

天体物理学Ⅱ

星間物理学

震源物理学

２
２
２
２
２
４
２
２
２
２
２
２
２
２

全学教育
〃

〃

〃

物理系学科
〃

宇宙地球物理学科
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

］単位以上 ］単位以上

化学

○化学Ａ

化学Ｂ

化学Ｃ

２
２
２

全学教育

〃

〃

l単位以上 l単位以上

生物学

○生命科学Ａ

生命科学Ｂ

生命科学ｃ

２
２
２

全学教育

〃

〃

l単位以上 l単位以上

地学

○地球システム科学

地球物質科学

○天文学

地球惑星物理学

気象学

固体地球物理学

地震学

海洋物理学

地殻物理学

電磁圏物理学

惑星大気物理学

海洋力学

気候物理学

大気物理学

プラズマ物理学

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

全学教育
〃

〃

〃

宇宙地球物理学科
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

l単位以上 l単位以上

物理学実験

(コンピュータ活用を含む｡）

○基礎物理学実験Ａ※’

基礎物理学実験Ｂ

天体物理学実習Ⅱ

地球物理学実験Ｉ

１
２
３
３

物理学科

〃

宇宙地球物理学科

〃

l単位以上



※ｌ宇宙地球物理学科の学生は，基礎物理学実験Ａについては，天体物理学実習Ⅱ又は地球物理学実験Ｉを履修登録し
修得すればよい。

※２高等学校の免許状を取得する場合の実験科目は，物理学実験，化学実験，生物学実験及び地学実験のうち，○印が
付されている授業科目（必修科目）を，１科目以上修得すればよい。

｢理科｣(化学科）

－１１７－

教窄少 に 詞する科目

免許法上の科目
対応する

韮
天 設科目

授業科目 単位 開設学科等

免許法で定める最低取得単位

中学校 高等学校

化学実験
(コンピュータ活用を含む｡）

生物学実験

(コンピュータ活用を含む｡）

地学実験

(コンピュータ活用を含む｡）

○基礎化学実験Ａ

基礎化学実験Ｂ

○基礎生物学実験Ａ

基礎生物学実験Ｂ

○基礎地学実験Ａ

基礎地学実験Ｂ

天体物理学実習Ｉ

地球物理学実験Ⅱ
１
１
１
１
１
２
３
３

化学科

〃

生物学科

〃

地学系学科

〃

宇宙地球物理学科

〃

「
■ >ｌ単位以上

「
記 >ｌ単位以上

l単位以上

シ

※２

l単位以上

合計 2０ 2０

教科に関する科目

免許法上の科目
対応する開設科目

授業科目 単位 開設学科等

免許法で定める最低取得単位

中学校 高等学校

物理学

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

学
学
学
学

理
理
理
理

物
物
物
物

○ ２
２
２
２

全学教育
〃

〃

〃

「
ダ >ｌ単位以上

「
二 >ｌ単位以上

化学

○化学Ａ

化学Ｂ

化学Ｃ

専門基礎化学Ｉ

専門基礎化学Ⅱ

専門基礎化学Ⅲ

専門基礎化学Ⅳ

無機分析化学概論Ａ

無機分析化学概論Ｂ

無機分析化学概論Ｃ

無機分析化学概論Ｄ

有機化学概論Ａ

有機化学概論Ｂ

有機化学概論ｃ

有機化学概論Ｄ

生物化学概論

物理化学概論Ａ

物理化学概論Ｂ

物理化学概論Ｃ

物理化学概論，

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

育
科

教
〃
〃
学

学全
化

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

「

’1単位以上

「
■

'１単位以上



※Ｉ化学科の学生は，化学一般実験Ａの一部として基礎化学実験Ａが開講されるため，化学一般実験Ａを履修登録し，
修得すればよい。

※２高等学校の免許状を取得する場合の実験科目は，物理学実験，化学実験，生物学実験及び地学実験のうち，○印が
付されている授業科目（必修科目）を，ｌ科目以上修得すればよい。

｢理科｣(地圏環境科学科）

－１１８－

教ラ

。
▲
か
一 今

に関する毛少 目

免許法上の科目
対応する開設毛少 目

授業ラ

ｐ、●い－ ▲ 目

、
に
上 』位 開設学科等

免許法で定める最低取得単位

中学校 高等学校

生物学

○生命科学Ａ

生命科学Ｂ

生命科学ｃ

２
２
２

全学教育
〃

〃
凸
二

>ｌ単位以上

『
二

>ｌ単位以上

地 学

○地球システム科学

地球物質科学

○天文学

地球惑星物理学

２
２
２
２

全学教育
〃

〃

〃

『
二

］単位以上

『
二

．ｌ単位以上

物理学実験

(コンピュータ活用を含む｡）

化学実験

(コンピュータ活用を含む｡）

生物学実験

(コンピュータ活用を含む｡）

地学実験

(コンピュータ活用を含む｡）

○基礎物理学実験Ａ

基礎物理学実験Ｂ

○基礎化学実験Ａ※’

基礎化学実験Ｂ

化学一般実験Ａ

化学一般実験Ｂ

○基礎生物学実験Ａ

基礎生物学実験Ｂ

○基礎地学実験Ａ

基礎地学実験Ｂ

１
２
１
１
６
６
１
１
１
２

物理学科
〃

化学科

〃

〃

〃

生物学科

〃

地学系学科

〃

l単位以上

l単位以上

l単位以上

l単位以上

※２

１単位以上

合計 2０ 2０

教科に関する科目

免許法上の科目
対応する開設科目

授業科目 単位 開設学科等

免許法で定める最低取得単位

中学校 高等学校

物理学

○物理学Ａ

物理学Ｂ

物理学ｃ

物理学，

２
２
２
２

全学教育

〃

〃

〃

「
二

>ｌ単位以上

、
二

，ｌ単位以上

化学

○化学Ａ

化学Ｂ

化学Ｃ

２
２
２

全学教育

〃

〃

、
二 >ｌ単位以上

「
二 '１単位以上

生物学

○生命科学Ａ

生命科学Ｂ

生命科学ｃ

２
２
２

全学教育

〃

〃

『
弓

>ｌ単位以上

『
二

>ｌ単位以上



※ｌ地圏環境科学科の学生は，地学実験の一部として基礎地学実験Ａが開講されるため，地学実験を履修登録し修得
すればよい。

※２高等学校の免許状を取得する場合の実験科目は，物理学実験，化学実験，生物学実験及び地学実験のうち，○印が
付されている授業科目（必修科目）を」科目以上修得すればよい。

－１１９－

教科に関する科目

免許法上の科目
対応する開設科目

授業科目 単位 開設学科等

免許法で定める最低取得単位

中学校 高等学校

地学

○地球システム科学

地球物質科学

天文学

地球惑星物理学

地球の科学

プレートテクトニクス

M1勅Wi質とﾀﾞｲﾅﾐｯｸｽ

地球化学

環境変動論

構造地質学

同位体地球科学

日本の地質誌

堆積学

進化古生物学

古生物学実習

構造地質学実習

生命環境誌

地質調査法実習

地圏情報解析学

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

全学教育

〃

〃

〃

地学系学科

〃

〃

地圏環境科学科

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

、

１単位以上 l単位以上

物理学実験

(コンピュータ活用を含む｡）

化学実験

(コンピュータ活用を含む｡）

生物学実験

(コンピュータ活用を含む｡）

地学実験

(コンピュータ活用を含む｡）

○基礎物理学実験Ａ

基礎物理学実験Ｂ

○基礎化学実験Ａ

基礎化学実験Ｂ

○基礎生物学実験Ａ

基礎生物学実験Ｂ

○基礎地学実験Ａ
※１

基礎地学実験Ｂ

地学実験

地殻岩石学実習Ｉ

１
２
１
１
１
１
１
２
２
２

物理学科

〃

化学科

〃

生物学科

〃

地学系学科

〃

〃

地圏環境科学科

l単位以上

l単位以上

l単位以上

l単位以上

※２

１単位以上

合計 2０ 2０



｢理科｣(地球惑星物質科学科）

※ｌ地球惑星物質科学科の学生は，地学実験の一部として基礎地学実験Ａが開講されるため，地学実験を履修登録し
修得すればよい。

※２高等学校の免許状を取得する場合の実験科目は物理学実験，化学実験，生物学実験及び地学実験のうち，○印が
付されている授業科目（必修科目）を，１科目以上修得すればよい。

－１２０－

教科に 詞する科目

免許法上の科目
対応する開設科目

授業科目

ｂ
に
と 』位 開設学科等

免許法で定める最低取得単位

中学校 高等学校

物理学

○物理学Ａ

物理学Ｂ

物理学ｃ

物理学，

２
２
２
２

全学教育
〃

〃

〃

句
二

>ｌ単位以上

『
二

｡ｌ単位以上

化学

○化学Ａ

化学Ｂ

化学Ｃ

２
２
２

全学教育
〃

〃

『
二

>ｌ単位以上

「
二

'1単位以上

生物学

○生命科学Ａ

生命科学Ｂ

生命科学ｃ

２
２
２

全学教育
〃

〃

l単位以上 l単位以上

地学

○地球システム科学

地球物質科学

地球惑星物性学Ｉ

地球惑星物性学Ⅱ

天文学

地球惑星物理学

プレートテクトニクス

鉱物結晶学

鉱物構造学

鉱物組織学

応用鉱物学

岩石学Ｉ

岩石学Ⅱ

岩石学Ⅲ

地震学

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

全学教育
〃

地球惑星物質科学科
〃

全学教育
〃

地学系学科

地球惑星物質科学科
〃

〃

〃

〃

〃

〃

宇宙地球物理学科

l単位以上 l単位以上

物理学実験

(コンピュータ活用を含む0）

化学実験

(コンピュータ活用を含む｡）

生物学実験

(コンピュータ活用を含む｡）

地学実験

(コンピュータ活用を含む｡）

○基礎物理学実験Ａ

基礎物理学実験Ｂ

○基礎化学実験Ａ

基礎化学実験Ｂ

○基礎生物学実験Ａ

基礎生物学実験Ｂ

○基礎地学実験Ａ※’

基礎地学実験Ｂ

地学実験

地球惑星物質科学実習Ｉ

地球惑星物質科学実習Ⅱ

地球惑星物質科学実習Ⅲ

１
２
１
１
１
１
１
２
２
１
１
１

物理学科
〃

化学科
〃

生物学科
〃

地学系学科
〃

〃

地球惑星物質科学科
〃

〃

l単位以上

l単位以上

l単位以上

l単位以上

※２

１単位以上

合計 2０ 2０



｢理科｣(生物学科）

－１２１－

教科に関する科目

免許法上の科目
対応する開設科目

授業科目 単位 開設学科等

免許法で定める最低取得単位

中学校 高等学校

物理学

○物理学Ａ

物理学Ｂ

物理学Ｃ

物理学，

２
２
２
２

全学教育
〃

〃

〃

「
ジ

,ｌ単位以上

「
ゴ

>ｌ単位以上

化学

○化学Ａ

化学Ｂ

化学Ｃ

２
２
２

全学教育
〃

〃

「
■

>ｌ単位以上

「
二

'1単位以上

生物学

○生命科学Ａ

生命科学Ｂ

生命科学ｃ

動物生態学

植物系統進化学

細胞生物学

分子細胞生物学Ｉ

生物学へのｱﾌﾟﾛｰﾁＩ

生物学へのｱﾌﾟﾛｰﾁⅡ

発生生物学Ｉ

発生生物学Ⅱ

植物形態学

遺伝学

植物生理学Ｉ

植物生理学Ⅱ

分子細胞生理学

細胞生理学

微生物学

環境生物学

動物行動学

生物進化学

組織工学

植物生態学

分子遺伝学

植物生理学Ⅲ

群集生態学

脳･神経システム学Ｉ

脳･神経システム学Ⅱ

植物進化生態学

分子生体機能論

分子細胞生物学Ⅱ

神経行動学

植物環境生理学

加齢生物学概論

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

育
科

教
学

〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

学
物

全
生

l単位以上 l単位以上



※１生物学科の学生は，生態学実習の一部として基礎生物学実験Ａが開講されるため，生態学実習を履修登録し，修得
すればよい。

※２高等学校の免許状を取得する場合の実験科目は，物理学実験，化学実験，生物学実験及び地学実験のうち，○印が
付されている授業科目（必修科目）を，１科目以上修得すればよい。

｢社会」

－１２２－

教科に関する科目

免許法上の科目
対応する開設科目

授業科目 単位 開設学科等

免許法で定める最低取得単位

中学校 高等学校

地学

○地球システム科学

地球物質科学

○天文学

地球惑星物理学

２
２
２
２

全学教育

〃

〃

〃

「
旱

>ｌ単位以上

『
二

，ｌ単位以上

物理学実験

(コンピュータ活用を含む｡）

化学実験

(コンピュータ活用を含む｡）

生物学実験

(コンピュータ活用を含む0）

地学実験

(コンピュータ活用を含む｡）

○基礎物理学実験Ａ

基礎物理学実験Ｂ

○基礎化学実験Ａ

基礎化学実験Ｂ

○基礎生物学実験Ａ ※I

基礎生物学実験Ｂ

生 育皀
Jこ｣､ 学実習

動物生態学実習

○基礎地学実験Ａ

基礎地学実験Ｂ

１
２
１
１
１
１
２
１
１
２

物理学科

〃

化学科

〃

生物学科

〃

〃

〃

地学系学科

〃

l単位以上

l単位以上

l単位以上

l単位以上

※２

１単位以上

合計 2０ 2０

教科に関する科目

免許法上の科目
対応する開設科目

授業科目 単位 開設学科等

免許法で定める最低取得単位

中学校 高等学校

曰本史及び外国史

○歴史学

○日本歴史地理Ｉ

科学史Ｉ

科学史Ⅱ

曰本史概論

東洋史概論

○ヨーロッパ史概論

２
２
２
２
２
２
２

全学教育

地圏環境科学科

学部共通科目
〃

文学部
〃

〃

、
二 >ｌ単位以上



｢地理歴史」

－１２３－

教科に関する科目

免許法上の科目
対応する開設科目

授業科目 単位 開設学科等

免許法で定める最低取得単位

中学校 高等学校

地理学

(地誌学を含む｡）

○人文地理学

○自 ﾀBk：
ＪＯｂ、 地理学

人間環境地理学

地理情報解析学実習

地形学

地形学演習Ｉ

地形学演習Ⅱ

気候学Ｉ

気候学Ⅱ

気候学実習

自然環境地理学

都市地理学

地域環境論

人文地理学実習Ｉ

人文地理学実習Ⅱ

地表環境論

地図学

○世界地誌’

○世界地誌Ⅱ

地形測量学及び実習

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

全学教育
〃

地圏環境科学科
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

地学系学科

地圏環境科学科
〃

〃

〃

『

>ｌ単位以上

｢法律学，政治学」
○法学

政治学

２
２

全学教育
l単位以上

｢社会学，経済学」

社会学

経済学

○経済地理学Ｉ

経済地理学Ⅱ

２
２
２
２

全学教育
〃

地圏環境科学科
〃

l単位以上

｢哲学，倫理学，宗教学」
○哲学・倫理学

宗教学

２
２

全学教育
〃

l単位以上

合計 2０

教科に関する科目

免許法上の科目
対応する開設科目

授業科目 単位 開設学科等

免許法で定める最低取得単位

中学校 高等学校

曰本史
○曰本歴史地理Ｉ

曰本史概論

２
２

地圏環境科学科

文学部
l単位以上

外国史

○歴史学

科学史Ｉ

科学史Ⅱ

東洋史概論

○ヨーロッパ史概論

２
２
２
２
２

全学教育

学部共通科目

〃

文学部

〃

l単位以上



(9)教育職員免許状の申請について

教育職員免許状は，大学が発行するものではなく，都道府県の教育委員会への申請に
基づき授与されるものです。ただし，在学中の者の免許状については，本学で宮城県教
育委員会に一括して申請を行っており，申請手続きを行った者は，学位記授与式の曰に
免許状を受け取ることができます。なお，この申請手続きについては，１１月末頃に掲示
等でお知らせします。

⑩教員免許更新制について

平成19年６月の改正教育職員免許法の成立により，平成21年４月１曰から教員免許更
新制が導入きれることになりました。

教員免許更新制の基本的なポイントは次のとおりです。

①更新制の目的は，その時々で教員として必要な資質能力が保持されるよう，定期的
に最新の知識技能を身に付けることで，教員が自信と誇りを持って教壇に立ち，社会
の尊敬と信頼を得ることを目指すものです。

②平成21年４月１日以降に授与される教員免許状には10年間の有効期間が付されるこ
とになり，更新のためには，免許状の失効前の２年間で30時間以上の免許状更新講習

（文部科学大臣の認定を受けて大学などが開設する，最新の知識技能の修得を目的と
する講習｡）の受講・修了が必要となります。

(１１）その他

他大学卒業者及び他学部出身者は，当該出身大学等において修得した単位が，取得し
ようとする当該免許状に該当する場合もあるので，学力に関する証明書を持参してくだ
さい。また，現職教員又は教員の経験等がある場合には，修得する授業科目あるいは適
用法令が異なってくることがありますので，教務係で確認してください。

－１２４－

教科に関する科目

免許法上の科目
対応する開設科目

授業科目 単位 開設学科等

免許法で定める最低取得単位

中学校 高等学校

人文地理学及び

自然地理学

○人文地理学

○白 ﾀｸだ：
Ｊ」０， 地理学

人間環境地理学

地理情報解析学実習

地形学

地形学演習Ｉ

地形学演習Ⅱ

気候学Ｉ

気候学Ⅱ

気候学実習

自然環境地理学

都市地理学

地域環境論

人文地理学実習Ｉ

人文地理学実習Ⅱ

地表環境論

経済地理学Ｉ

経済地理学Ⅱ

地形測量学及び実習

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

全学教育
〃

地圏環境科学科
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

地学系学科

地圏環境科学科
〃

〃

l単位以上

地誌

地図学

○世界地誌Ｉ

○世界地誌Ⅱ

２
２
２

地圏環境科学科
〃

〃

l単位以上

合計 2０



２学芸員の資格取得について

（学芸員の職務）
博物館法に基づく博物館において，博物館資料の収集，保管，展示及び調査研究その
他これと関連する事業についての専門的事項をつかさどる。（博物館法第４条）

（学芸員の資格）
学芸員の資格を取得する方法は，次のとおりである。

１大学において学士の学位と必要単位を修得する。

２（略）

３学芸員資格認定試験を受験する。

（博物館に関する科目の単位）
博物館法施行規則第１条の規定により，大学において修得すべき博物館に関する科目

の単位は次の表に掲げるすべての科目の単位であり，これらの科目と本学において開講

される科目との関係は次のとおりである。

＝位数、、blB寺ロ＝位数

注：３科目すべてとって６単位としなければならない。

－１２５－

博物館法施行規則で定める科目 ユ位数 本学部で左記に対応する授業科目 単位数 開設学吝I等

生涯学習概論 １
成人教育論講義Ｉ

リカレント教育論講義

２
２ 教育学部

〃

論
論
論
論

概
営
料
報

官
経
資
情

食
館
館
館

物
物
物
物

博
博
博
博

２
１
２
１

博物館学Ｉ

博物館学Ⅱ

博物館学Ⅲ :}［
文学部

〃

〃

博物館実習 ３

地圏試料分析実習Ｉ

地圏試料分析実習Ⅱ

地質調査法実習

地殻岩石学実習Ｉ

地殻岩石学実習Ⅱ

古生物学実習

地理'|青報解析学実習

地形学演習Ⅱ

地球惑星物質科学実習Ｉ

地球惑星物質科学実習Ⅱ

地球惑星物質科学実習Ⅲ

地球惑星物質科学実習Ⅳ

地球惑星物質科学実習Ｖ

鉱物構造学ｉ寅習

鉱物組織学実習

岩石学実習Ⅱ

結晶成長基礎論実習

地球惑星物|生学Ⅱ実習

地球惑星熱力学実習

野外調査演習（測量学を含む｡）

自然科学総合実験

物理学実験Ｉ

地球物理学実験Ｉ

天体物理学実習Ⅱ

化学 般実験Ａ

地学実験

生態学実習

進化学実習

文学部で対応する授業科目

２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
３
２
４
３
３
６
２
２
２

理学部
〃

〃

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

〃

〃

〃

〃

〃

ク

ク

ク

ク

ク

全学教育

理学部
ク

ク

ク

ク

ク

〃

視聴覚教育メディア論 １

岩石学入門

地図学

文学部で対応する授業科目

２
２ 理学部

〃

教育学概論 １

原
原
課
勝

青青育澤
教
教
教
教

理Ｉ

理Ⅱ

育課程総論

青実践論講義Ｉ

２
２
２
２

全学教育
〃

教育学部
〃



なお，学芸員資格認定検査は大学を卒業した後受験することになるが，例年７月に要項

が発表され，１１月に試験が実施きれている。試験科目は，必須科目４科目（｢生涯学習概

論｣，「博物館学｣，「視聴覚教育メディア論｣，「教育学概論｣）と選択科目２科目（｢文化史｣，
｢美術史｣，「考古学｣，「民俗学｣，「自然科学史｣，「物理｣，「化学｣，「生物学｣，「地学」か

ら選択）の計６科目であるが，大学で認定きれた科目を履修していた場合は，その科目は

免除される。証明書が必要な場合は，卒業（修了）証明書及び博物館に関する科目の単位
修得証明書の交付を理学部教務窓口に申請すること。

｢学都仙台単位互換ネットワークに関する協定」に基づく単位互換制度について

この制度は，仙台圏の国公私立大学及び短期大学並びに仙台圏の高等専門学校間の交流と

協力を推進し，大学教育の活性化と充実に資するとともに意欲ある学生に対して多様な学

習の機会を提供することを目的として，平成13年度から，各大学の学生が他の大学の授業科

目を履修し，単位の修得ができるように協定を締結した。

･１６の大学，５つの短期大学と１つの高等専門学校が参加（2010年度）

石巻専修大学，尚細学院大学，仙台白百合女子大学，仙台大学，東北学院大学，東北芸術

工科大学，東北工業大学，東北生活文化大学，東北大学，東北福祉大学，東北文化学園大

学，東北薬科大学，放送大学，宮城学院女子大学，宮城教育大学，宮城大学，尚細学院大学

女子短期大学部,聖和学園短期大学,東北生活文化大学短期大学部,仙台青葉学院短期大学，
宮城誠真短期大学，仙台高等専門学校

.申込み方法及び許可

所定の用紙で理学部教務窓口に申し込む。受入れの許可は，受入れ大学において選考の

うえ決定し通知きれる。

．申込み時期

１学期：３月下旬～４月上旬

２学期：７月下旬～９月上旬

ただし，１学期，２学期ともに４月を申込み期限としている学校があるので注意すること。

･履修期間

１年以内とし，履修する授業科目の開講期間とする。

･科目履修及び単位修得の方法

受入れ大学の正規の学生に準じて扱われる。

･単位の認定

受入れ大学からの成績通知に基づき，本学部で認定する。

･授業料等費用について

授業料，検定料，入学料等は原則不要。ただし履修する科目によっては実費を徴収さ

れる場合がある。

その他，履修上必要な図書館，食堂等の設備を利用することができる。

－１２６－



Ｓ理学研究科・理学部のあらまし

(1)生い立ち

明治40年（1907年）６月22曰付けの官報に「朕東北帝国大學二関スル件ヲ裁可シ蕊二

之ヲ交布セシム」という勅令が掲載きれた。これにより，我が国における第３の帝国大

学として東北帝国大学が発足したのである。本学が毎年６月22曰を創立記念曰としてい

るのはこのことに由来する。こうして創立された東北帝国大学は，理科大学と農科大学

の２つの分科大学から構成されていた。すなわち，東北帝国大学とその1分科である東

北理科大学を仙台に，札幌農学校を農科大学にして札幌に置いたのである（なお，大正

９年に農科大学は東北帝国大学から分離ざれ北海道帝国大学となった)。

このようなわけで，東北大学は現在の理学部そのものが理科大学という名前で発足し

たのである。実際に理科大学で入学試験を行ったのは，明治44年（1911年）９月５日で

ある。試験合格者は，数学９名，物理学９名，化学８名の３学科合計26名で，明治44年

９月11曰に開講された。場所は現在の片平キャンパスの北西隅に相当する所であった。

発展，後退そして再発展

明治45年，上記３学科に続き地質学科で最初の講義が行われた。これ以降，生物学科，

天文学講座，地球物理学科等が設置きれて行った。また，大正４年に理科大学に臨時理

化学研究所が設置され，現在の金属材料研究所のもととなった（我が国における最初の

大学附属研究所)。大正元年に向山に附属観象所（天象・地象の観測所）が設置された

のを手始めに，青森県浅虫に附属臨海実験所が設置きれるなど，質量ともに充実発展を

重ねた。この間，大正８年に理科大学は理学部となり，理学教育・研究の拠点として大

きな役割を果たした。

しかし，昭和６年に起こった満州事変を境に，日本は戦争への道を転がるように突き

進んでいき，東北帝国大学もそれとは無関係でありえず厳しい試練の時期を迎えた。特

に昭和20年７月９日夜半に始まったアメリカ軍のＢ２9による仙台大空襲は理学部に大

きな被害を与え，創立以来の本館をはじめ建物の大部分を焼失した。

昭和22年，東北帝国大学は東北大学に名前を改め，昭和24年に行われた学制改革に寄

り新制東北大学の理学部として再出発をした。戦争で失った建物も昭和36年までに完全

に復興され，さらに昭和44年から１０年かけて片平キャンパスから現在の青葉山キヤンパ

スヘと理学部の移転整備が進められた。また，これと前後して多くの学科の新設・改組，

附属施設の設置が行われ，華々しい最発展の時期を迎えた。平成７年４月１曰には学内

の数ある部局の先頭を切って，大学院理学研究科の重点化整備を完了し，理学部は理学

研究科という部局を有する新しい体制を整えた。

(2)

－１２７－



(3)理学研究科・理学部の特色

現在，理学研究科は６専攻４附属教育・研究施設，理学部は７学科１附属教育・研

究施設を持ち，学部定員1,296名，大学院定員博士課程前期課程524名，後期課程390名，

教職員364名を擁し，我が国の理学部中最大の規模を有している。

本理学研究科・理学部は創設以来研究尊重の精神を貫き，その研究成果に裏打ちされ

た優れた教育を施してきた。顕著な研究業績を挙げてきたことは，多数の文化勲章受章

者，曰本学士院賞及び日本学士院恩賜賞受章者数にもよく表れている。

一方，門戸解放の精神も貫いてきた。教育の機会均等を実践するため，本学部が多く

の努力を払ってきたことは，大正２年に文部省の反対を押し切って，数学科に１名，化

学科に２名計３名の女子学生を入学きせたことでも明らかであろう。我が国の大学とし

て最初に男女共学を実現させたのである。さらに他の大学が旧制高等学校卒業者のみを

受け入れていたとき，率先して旧制専門学校卒業者にも門戸を開き多くの優れた人材

を世に送り出してきた。

教育・研究を通じての国内及び国際交流もきわめて盛んである。多数の外国人留学生，

外国人研究者を受け入れ，学生・研究者の海外派遣を実施し，ざらに海外の大学との学

術交流協定の締結，国際共同研究の実施，国際会議の開催など活発な交流を展開している。

理学部に設置されている多数の附属教育・研究施設も我が国の教育・研究機関の中で

異彩を放っている。この中から何時でもまた誰もが訪れることのできる施設，自然史標

本館を紹介しよう。この施設は，本学の教育・研究に役立つとともに市民に開かれた大

学としての機能を果たしている。

理学部自然史標本館

理学部は約60万点に達する化石や岩石・鉱物標本，古地図を研究・教育活動にともな

い収集してきた。これらを収蔵整理してさらなる研究・教育に役立てるとともに一般に

公開するため，平成７年10月３曰にオープンした施設である。

建物は青葉山キャンパスの理学部入口に建設きれ，円形２階建ての展示部分と４階建

ての収蔵部分から成り立っている。展示品には，世界最古の魚竜化石「ウタツギョリュ

ウ」や現在では入手困難なオーストラリアの「エデイアカラ動物群」の化石，宝石や限

石を含む興味深い岩石・鉱物等が含まれている。また，旧日本軍が軍事秘密として製作

したアジアから西太平洋地域の広範囲におよぶ「外邦図」などの貴重な地図資料も見る

ことができる。
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４理学研究科・理学部の組織及び教職員一覧
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学

学

数
物

天
地
専
化

地

大学院

理学研究科

博士課程

前期2年の課程

後期３年の課程

列
０
１
欠
一
、
Ｉ
Ｉ
Ｊ
／

貝
質
応

泗
地
反

垂
石
部

一
宮
石
内

部
，
球

把
座
地

，
講
，

壁
学
学

隅
星
環

十
惑
循

些
体
質

辿
固
物

況
較
圏

罪
比
地

出
座
座
野

隅
講
講
分

十
論
学
嘱

Ｌ
態
科
委

』
動
史
・

国
境
然
携

廻
環
自
連

一「「「「「「「「「「「「「「「「「」

岩石地質学講座，

巨大分子解析研究センター

大気海洋変動観測研究センター

地震・噴火予知研究観測センター

惑星プラズマ・大気研究センター

理学部 数学科

物理学科

宇宙地球物理学科

化学科

地圏環境科学科

地球惑星物質科学科

生物学科

自然史標本館（学部内施設）

T講し;鰹駄務室’
事務部等
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(2)教職員一覧

（）は，学内内線電話番号を表す。

研究科長

学部長教授福村裕史（内6567）
学科長 専攻長

数学専攻

・代数学講座

教授

教授

村
築 樹（内6386）

夫（内7705）

花

都

昌
暢 准教授

准教授

准教授

准教授

助教

助教

尾形庄悦（内7710）

原伸生（内6399）

山崎隆雄（内5770）

小林真一（内3631）

佐藤篇（内6396）

岩成勇（内6398）

･幾何学講座

教授

教授

教授

教授

青
重 季（内6380）

稔（内6381）

隆（内6376）

子（内6375）

西
板
塩
宮

川
東
谷
岡

准教授 中村誠（内6377）

石川昌治（内6384）

本多宣博（内6379）

西納武男（内6396）

古宇田悠哉（内3636）

准教授

准教授

助教

助教

礼

･解析学講座

教授

教授

教授

薗
田
毛

雄（内5773）

好（内5774）

弘（内7711）

小
竹
石

英
雅
和

准教授

准教授

准教授

清水悟（内7709）

赤間陽二（内7708）

針谷祐（内6385）

･多様体論講座

教授石

教授雪

教授小

１
１
１

０
２
７

９
８
８

３
３
３

６
６
６

内
内
内

く
Ｉ
Ｉ

典
彦
子

准教授

准教授

講師

助教

山田澄生（内6389）

岡部真也（内7703）

長谷川浩司（内6392）

黒木玄（内6394）

正
明
元

田
江
谷

･応用数理講座

教授高

教授田

教授小

教授会

木
中
川
田

１
１
１
１

１
７
４
１

１
０
７
９

４
７
３
３

６
７
６
６

内
内
内
内

く
く
く
く

泉
之
克
樹

准教授

准教授

助教

助教

山崎武（内7701）

瀬片純市（内6395）

堀畑和弘（内6394）

佐藤得志（内6398）

卓
茂

1３０

学科名 氏名

数学科

物理学科

宇宙地球物理学科

化学科

地圏環境科学科

地球惑星物質科学科

生物学科

小川卓克（内6374）

石原照也（内6420）

松澤暢（内3928）

美齊津文 曲
／、 (内6577）

長濱裕幸（内7778）

掛）|’武（内6660）

彦坂幸毅（内7735）

専攻名 氏名

数学専攻

物理学専攻

天文学専攻

地球物理学専攻

化学専攻

地学専攻

小川卓克（内6374）

石原照也（内6420）

千葉柾司（内6505）

松澤暢（内3928）

美齊津文 曲
〆、 (内6577）

長濱裕幸（内7778）



物理学専攻

・量子基礎物理学講座

教授日笠健一（内6429）

教授山口昌弘（内6430）

准教授綿村哲（内7740）

准教授萩野浩一（内6456）

准教授北野龍一郎（内6427）

准教授石川洋（内6432）

准教授高橋史宜（内7748）

教
教
教
教
教
教
教
教
教
教

助
助
助
助
助
助
助
助
助
助

丸山政弘（内6458）

隅野行成（内6431）

堀田昌寛（内6431）

山田洋一（内6433）

小野章（内6458）

根村英克（内3687）

浅川嗣彦（内6426）

野村大輔（内7741）

横井直人（内6433）

清裕一郎（内）

素粒子・核物理学講座

教授橋本治（内6452）

教授小林俊雄（内6448）

教授山本均（内6730）

教授田村裕和（内6454）

教授前田和茂（内7744）

准教授岩佐直仁（内6449）

准教授中村哲（内6453）

准教授佐貫智行（内5728）

准教授関口仁子（内5737）

教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教

助
助
助
助
助
助
助
助
助
助
助

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

９
７
２
４
０
１
０
７
７
８

２
８
４
２
５
５
３
６
８
３

７
７
７
４
４
４
７
７
７
７

５
６
７
６
６
６
５
４
６
５

内
内
内
内
内
内
内
内
内
内
内

く
く
く
く
く
く
Ｉ
く
く
－
く

忠
優
樹
司
司
志
行
平
暁
久
へ
正

浩
雅
浩
武
良
洋
美
明

嶺
井
田
田
輪
池
貫
田
田
養
川

長
藤
神
金
三
小
小
松
塚
鵜
石

電子物理学講座

教授豊田直樹（内6467）

教授(兼）高橋隆（内6417）

教授(兼）谷垣勝己（内6469）

教授青木晴善（内6476）

教授落合明（内6628）

准教授高木滋（内7749）

准教授松井広志（内6604）

授
授
授
授
教
教
教
教

教
教
教
教

准
准
准
准
助
助
助
助

岩佐和晃（内6486）

佐藤宇史（内6477）

木村憲彰（内6479）

下谷秀和（内）

熊代良太郎（内6468）

富安啓輔（内6487）

中山耕輔（内6477）

平郡論（内6468）

量子物性物理学講座

教授石原照也

教授須藤彰三

教授平山祥郎

教授岩井伸一郎

教授吉澤雅幸

准教授遊佐剛

１
Ｊ
Ｊ
１
１
Ｊ

０
１
０
３
２
９

２
５
８
２
６
７

４
７
８
４
４
８

６
７
３
６
６
３

内
内
内
内
内
内

く
く
く
く
く
く

教
教
教
教

助
助
助
助

是
橋
大
伊

枝
本
野
藤

肇
之
吾
毅

(内6463）

(内5708）

(内6421）

(内6463）

聡
克
誠
弘

固体統計物理学講座

教授倉本義夫（内6435）

教授川勝年洋（内6438）

教授齋藤理一郎（内7754）

教授(兼）早川美徳（内7686）

（教育情報基盤センター）

准教授石原純夫（内6436）

准教授柴田尚和（内6440）

准教授越野幹人（内6439）

准教授本堂毅（内6443）

教
教
教
教
教
教
教
教
教

助
助
助
助
助
助
助
助
助

中島龍也（内6441）

横山寿敏（内6444）

内田就也（内7756）

泉田渉（内6475）

大槻純也（内6365）

佐藤健太郎（内6442）

増田俊平（内6365）

那須譲治（内）

文泌景（内）
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･相関物理学講座

･領域横断物理学講座

教授大木

准教授宮田

(生物物理）

和夫（内6464）

英威（内6465）

助教 大場哲彦（内3790）

･原子核理学講座

電子光理学研究センター

教授濱

准教授河合

加速器ビーム物理研究部

広幸（内94-]伽）

正之（内94-]429）

准教授

助教

柏木茂（内94-]4]4）

日出富士雄（内94-]424）

電子光理学研究センター核物理研究部

教授清水肇（内94-]42]） 助教

助教

助教

寛仁

責嗣

寿子

Ｊ
１
１

２
３
～

２
３
３

４
４
４

３
３
３

－
一
一

４
４
４

９
９
９

内
内
内

！
く
く

山
石
藤

崎
川
村

電子光理学研究センター

教授須田

准教授大槻

光量子反応研究部

利美（内94-]420）

勤（内94-]426）

高エネルギー物理学講座

ニュートリノ科学研究センター

教授井上邦雄

教授(客員）鈴木厚人

准教授末包文彦

准教授古賀真之

講師中村健悟

ニュートリノ物理研究部

(内6722）助

(内6720）助

(内3930）助

(内6727）助

(内6727）

清
池
丸
山

水
田
藤
田

１
１
１
１

７
７
７
７

２
２
２
２

７
７
７
７

６
６
６
６

内
内
内
内

く
く
く
く

教
教
教
教

格
雄
仁
悟

晴

祐

ニユートリノ科学研究センター極低放射能科学研究部

准教授白井淳平（内6719）

准教授林野友紀（内3931）

准教授三井唯夫（内3931）

助教

助教

京
考 子（内6727）

大（内6727）

江
島

玉
上

･結晶物理学講座

金属材料研究所結晶物理学研究部門

准教授宇佐美徳隆（内91-2014）

金属材料研究所量子表面界面科学研究部門

教授齊藤英治（内91-2021） 准教授 藤川安仁（内91-2022）

金属材料研究所結晶欠陥物性学研究部門

教授米永一郎（内91-2040） 准教授 大野裕（内91-204]）

･金属物理学講座

金属材料研究所金属物性論研究部門

教授GERRITERNSTWILHELMBAUER（内91-）

金属材料研究所磁気物理学研究部門

教授野尻浩之（内91-201s） 准教授 鳴海康雄（内91-2018）
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金属材料研究所低温物理学研究部門

教授小林典男（内91-202s）
〆

金属材料研究所低温電子物性学研究部門

教授佐々木孝彦（内91-2027）

金属材料研究所量子ビーム金属物理学研究部門

教授(兼）山田和芳（内91-20]s） 准教授

准教授

大山研司（内91-2037）

藤田全基（内91-21]8）

金属材料研究所低温物質科学実験室

准教授野島勉（内91-2167）

分光物理学講座

多元物質科学研究所固体イオン物理研究分野

教授河村純一（内91-5]44）

多元物質科学研究所強相関固体物性研究分野

多元物質科学研究所構造材料物性研究分野

教授野田幸男（内91-ｍ） 准教授 木村宏之（内91-BS4）

多元物質科学研究所電子回折・分光計測研究分野

教授寺内正己（内91-5]72） 准教授 津田健治（内91-5]74）

･核放射線物理学講座
サイクロトロン・ラジオアイソトープセンター

教授(兼）橋本治（内6452）

加速器研究部

准教授 篠塚勉（内7793）

サイクロトロン・ラジオアイソトープセンター測定器研究部

教授酒見泰寛（内7795）教授(兼） 田村裕和（内6454）

･加速器科学（連携・委嘱分野）

日本原子力研究開発機構

教授(客員）金正倫計

高エネルギー加速器研究機構

教授(委）田中万博 教授(委） 幅淳

強相関電子物理学（連携・委嘱分野）
理化学研究所

徽授(客員）ChainaniAshishAtma

日本原子力研究開発機構

教授(客員）新井正敏

高輝度光科学研究センター

教授(客員）藤原明比古

･量子計測（連携・委嘱分野）

ＮＴＴ物性科学基礎研究所

教授(客員）山口浩司 撒授(額）佐々木智

理化学研究所

徽授(客員）大谷知行

－１３３－



天文学専攻

・天文学講座

教授

教授

教授

教授

准教授

准教授

准教授

准教授

森嶋隆裕（内6608）

大坪貴文（内6608）

吉田至順（内6508）

板由房（内6777）

伊藤洋介（内6608）

田中幹人（内6608）

DirkPuetzheld（内6607）

(内6504）

(内6505）

(内6500）

(内6503）

(内6509）

(内6506）

(内6511）

(内6510）

授
授
教
教
教
教
教

教
教
准
准
助
助
助
助
助

二間瀬敏史

千葉柾司

市川隆

山田亨

服部誠

李宇眠

秋山正幸

村山卓

･理論天体物理学講座

教授斉尾英行（内6502） 正史（内6507）准教授 野口

地球物理学専攻

・固体地球物理学講座

教授佐藤

准教授西村

夫
志 (内6531）

(内6532）

恒（内6533）

希（内6534）

春
太

助
助

教
教 中原

山本

藤田英

(防災科学技術研究所連携・委嘱分野）

教授(委）藤原広行 准教授(委 輔

(海洋研究開発機構連携・委嘱分野）

教授(客）小平秀一

･太陽惑星空間物理学講座

教授小野高

教授笠羽康

准教授寺田直

准教授(兼）村田

幸（内6514）

正（内6734）

樹（内6515）

功（内5776）

加藤雄人（内6516）

中川広務（内6537）

黒田剛史（内）

助教

助教

助教

･流体地球物理学講座

教授岩崎俊

准教授山崎

樹（内5779）

剛（内5781）

准教授

肋教

偉明（内5783）

田雅洋（内4591）

余
沢

･地球環境物理学講座

教授花輪

准教授須賀

雄（内6526）

雄（内6527）

(内6528）准教授 木津

公
利

昭

地殻物理学講座

附属地震・噴火予知研究観測センター

教授海野徳仁（内ｉ

教授松澤暢（内

教授(客）StephenHKirby（内
教授(客）佐藤忠弘（内

教授(客）長谷川昭（内

ﾀー地震予知観測研究部

(内3915）准教授

(内3928）准教授

(内3915）准教授

(内3795）助教

(内6781）助教

(内3919）

(内3929）

(内3893）

(内3917）

(内3949）

知
淳
康
直
雅

己

岡
中
矢
内
市

田
島
部
田
來

男
希
啓

附属地震・噴火予知研究観測センター火山噴火予知観測研究部

教授趙大鵬（内6780）准教授

助教

植木貞人（内3904）

大田雄策（内6782）

附属地震・噴火予知研究観測センター海域総合観測研究部

教授藤本博己（内6779）准教授

准教授日野亮太（内3916）助教

之（内3505）

宏（内3895）

木
伊

戸
藤 兀

喜
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･大気海洋変動学講座
附属大気海洋変動観測研究センター物質循環観測研究部

教授中澤高清（内5791）准教授(委）
教授青木周司（内5792）

阿部彩子

附属大気海洋変動観測研究センター大気放射観測研究部

教授早坂忠裕（内6741）准教授
助教

信（内6742）
穂（内6743）

岩
江 渕

口
弘
菜

附属大気海洋変動観測研究センター海洋環境観測研究部

教授川村宏（内6745）准教授
助教

助教

大樹（内6744）
照久（内6747）
皇太郎（内6747）

境
島
細

田
田
田

附属大気海洋変動観測研究センター大気海洋交換研究部

･惑星圏物理学講座
附属惑星プラズマ・大気研究センター惑星電波観測研究部

准教授三澤浩昭（内6736）准教授(委）
准教授熊本篤志（内6735）助教

嗣（内）
紀（内6738）

小嶋
土屋

浩
史

附属惑星プラズマ・大気研究センター惑星分光観測研究部

教授岡野章一（内6367） 健（内6609）
佳（内6518）

准教授

助教

坂野井

佐藤由

化学専攻

・無機・分析化学講座

教授寺前紀夫
教授飛田博実
教授山下正廣
准教授西澤精一
准教授橋本久子
准教授高石慎也

准教授(客）BREEDLOVEBrianKeith
（GCOEフェロー）

准教授PICHIERmFabio
（GCOEフェロー）

貴
恵
孝
雄
志
洋

士（内6541）
－（内3878）
仁（内6540）
介（内6551）
愛（内6551）
史（内6541）

(内6549）
(内6539）
(内6544）
(内6550）
(内6540）
(内3878）
(内5721）

教
教
教
教
教
教

助
助
助
助
助
助

室
藤
邉
藤

小
加
渡
佐
徐
岡

田

(内4132）

有機化学講座

教授平間正博（内6563）
教授上田実（内6553）
教授岩本武明（内6558）
教授(併）山口雅彦（内6812）

（薬学研究科）

准教授坂場裕之（内7721）
准教授豊田耕三（内6560）
准教授(兼）佐藤格（内6565）

（巨大分子解析研究センター）

石田真太郎（内7724）
佐々木茂（内6561）
山下修治（内6564）
小俣乾二（内7723）
女育開発推進センター）

石丸泰寛（内6555）

講師

助教
助教

助教(兼）
（高等教育

教石肋

･物理化学講座

教授福村
教授河野
教授森田

教授美齊津
准教授藤井

准教授大槻
准教授高橋
准教授岸本
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ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

７
０
７
７
２
５
２
６

６
２
１
７
７
２
２
７

５
７
７
５
５
７
７
５

６
７
７
６
６
７
７
６

内
内
内
内
内
内
内
内

く
く
１
１
く
ｌ
Ｉ
く

教
教
教
教
教
教
教

助
助
助
助
助
助
助

前山俊彦（内6573）
松田欣之（内6573）
堀本訓子（内6569）
石山達也（内3530）
梶本真司（内6569）
小安喜一郎（内6579）
菅野学（内7729）

裕
裕
明
文
朱
幸
英
直

史
彦
弘
典
鳥
義
明
樹
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･境界領域化学講座

教授小林長夫（内7719）

教授寺田眞浩（内6602）

教授磯部寛之（内6585）

准教授(兼）中村達（内6754）

（巨大分子解析研究センター）

講師中西和嘉（内6587）

講師清水宗治（内7728）

助教椴山儀恵（内6583）

助教藤野智子（内6588）

助教古山渓行（内7727）

助教(兼）權限相（内6752）

（巨大分子解析研究センター）

助手 佐々木伸樹（内6606）

･先端理化学講座

教授関根勉（内7667）

（高等教育開発推進センター）

教授(兼）十川和博（内6590）

（生命科学研究科）

准教授木野康志（内6596）

准教授(兼）安元研一（内6591）

（生命科学研究科）

助教(兼） 鳥居暁（内6593）

(生命科学研究科）

･化学反応解析講座

多元物質科学研究所走査プローブ計測技術

教授米田忠弘（内91-s]68） 講師 高 岡毅（内91-5369）

多元物質科学研究所電子分子動力学

教授上田潔（内91-s]81）

多元物質科学研究所生命機能制御物質化学

教授和田健彦（内91-5608）

多元物質科学研究所生命類似機能化学

教授金原数（内91-5612） 准教授 秋山公男（内91-561]）

多元物質科学研究所分光化学

教授山内情語（内91-5617） 准教授 大庭裕範（内91-5618）

固体化学講座

金属材料研究所結晶材料化学研究部門

教授宇田聡（内91-2100） 准教授 藤原航三（内91-2102）

多元物質科学研究所有機ハイブリッドナノ結晶材料

教授及川英俊（内91-6]５７） 笠井均（内91-5644）准教授
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･生体機能化学講座

多元物質科学研究所生命機能分子合成化学

教授永次史（内91-56]]）

多元物質科学研究所生体高分子化学

教授(兼）清水透（内91-5604）

多元物質科学研究所生命分子ダイナミクス

教授(兼）高橋聡（内91-5621） 佐上博（内91-5620）准教授(兼）

多元物質科学研究所タンパク機能解析

教授(兼）齋藤正男（内91-5116）

・機能材料化学講座

原子分子材料科学高等研究機構有機ソフト

教授(兼）浅尾直樹（内3898）

・分子変換学寄附講座

教授山本嘉則（内6581）

・分離化学（連携・委嘱分野）
産業技術総合研究所・東北センター

教授(委）川波肇

教授(委）金久保光央

・重元素化学（連携・委嘱分野）
日本原子力研究開発機構

教授(客）永目論一郎

教授(客）木村貴海

地学専攻

・地圏進化学講座

教授海保邦夫（内6615）

教授長濱裕幸（内7778）

准教授中森亨（内6617）

准教授中村教博（内6613）

講師遅沢壮一（内6619）

講師(兼） 松井敏 (内91-5117）高

･ハイブリッド材料

(内3585）助教 MDAKHTARUZZAMAN

准教授倭） 伊藤徹二

准教授(客） 黒義弘目

山田努（内6618）

鈴木紀毅（内6623）

大庭雅寛（内6626）

武藤潤（内5786）

助教

助教

助教(COE）

助教(COE）

･環境地理学講座

教授日野正輝

教授今泉俊文

教授(兼）境田清隆

（環境科学研究科）

教授(兼）増田聡

（経済学研究科）

(内6647）

(内6643）

(内6640）

准教授

准教授(兼）

１
１

１
４

４
４
６
６

６
６

内
内
く
く

磯田弦

上田兀

(環境科学研究科）

大月義徳

関根良平

(環境科学研究科）

助教

助教(兼）

(内6642）

(内6639）(内6316）
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･地球惑星物質科学講座

教授藤巻宏和

教授(調大谷栄治

教授吉田武義

教授塚本勝男

教授掛川武

教授(客）唐戸俊一郎

准教授中村美干彦

准教授中村智樹

准教授鈴木昭夫

准教授(兼）村上元彦

徽樹COE）LITASOVKonstantin

(内6654）

(内6662）

(内7763）

(内6661）

(内6660）

(内5789）

(内7762）

(内6651）

(内6663）

(内5789）

(内6656）

助教(兼）石川賢一（内6658）
（高等教育開発推進センター）

助教栗林貴弘（内6650）

助教木村勇気（内5903）
助教(兼）境毅（内6666）

（国際高等研究教育機構）

助教(COE）大竹翼（内3453）

助教(COE）奥村聡（内5786）

助教(COE）古川善博（内3453）
助教(COE）三浦均（内5903）

助教(COE）宮原正明（内6687）

助教(COE）SHATSmYAnton（内6687）

･環境動態論講座

教授箕浦幸治（内6616） 准教授平野信一（内6638）

･比較固体惑星学講座

教授大谷栄治（内6662） 准教授村上元彦（内5789）

･協力講座岩石地質学

東北アジア研究センター

教授石渡 明（内3614） 助教

助教

助教

後
宮
平

藤章夫（内6272）

本毅（内7564）

野直人（内3618）

･協力講座自然史科学

学術資源研究公開センター(総合学術博物館）

教授西弘嗣（内6612）

准教授佐々木理（内6769）

准教授高嶋礼詩（内6620）

准教授

助教

長
佐

瀬
藤 敏郎（内6652）

|真一（内6771）

･地圏物質循環学（連携・委嘱分野）
国立環境研究所

教授(委）柴田康行

産業技術総合研究所

准教授倭）坂田将

准教授(委）増田幸治

地球内部反応（連携・委嘱分野）
国立天文台

教授(委）佐々木晶

産業技術総合研究所

准教授倭）九茂克美

物質・材料研究機構

教授(委）谷口尚

生物学科

教授(兼） 水野健作（内6676）
(生命科学研究科）

福田光則（内7731）
(生命科学研究科）

牢田達史（内6709）
(生命科学研究科）

准教授(兼）

准教授(兼）

准教授(兼）

大橋一正（内6679）

(生命科学研究科）

牧雅之（内6690）
(生命科･学研究科）

酒井聡樹（内6697）
(生命科学研究科）

教授(兼）

教授(兼）
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横山隆亮（内6702）
(生命科学研究科）

鈴木孝男（内6683）
(生命科学研究科）

大田宏（内7737）
(生命科学研究科）

伊藤敬（内3641）
(生命科学研究科）

牧野渡（内6683）
(生命科学研究科）

大場誠介（内6701）
(生命科学研究科）

横山仁（内6691）
(生命科学研究科）

大原｜真也（内91-50s2）
(生命科学研究科）

久保田幸彦（内91-6195）
(生命科学研究科）

鳥羽岳太（内91-6220）
(生命科学研究科）

牧野能士（内6689）
(生命科学研究科）

黒川紘子（内5790）
(生命科学研究科）

講師(兼）

助教(兼）

助教(兼）

助教(兼）

助教(兼）

助教(兼）

助教(兼）

助教(兼）

助教(兼）

助教(兼）

助教(兼）

助教(兼）

西谷和彦（内6700）
(生命科学研究科）

田村宏治（内3489）
(生命科学研究科）

山元大輔（内91-6218）
(生命科学研究科）

飯島敏夫（内91-5046）
(生命科学研究科）

河田雅圭（内6688）
(生命科学研究科）

中静透（内6696）
(生命科学研究科）

占部城太郎（内6681）
(生命科学研究科）

彦坂幸毅（内7735）
(生命科学研究科）

杉本亜砂子（内91-6194）
(生命科学研究科）

渡邊直樹（内6692）
(生命科学研究科）

筒井健一郎（内91-5047）
(生命科学研究科）

千葉聡（内7813）
(生命科学研究科）

小金澤雅之（内91-6220）
(生命科学研究科）

教授(兼）

教授(兼）

教授(兼）

教授(兼）

教授(兼）

教授(兼）

教授(兼）

教授(兼）

教授(兼）

教授(兼）

准教授(兼）

准教授(兼）

准教授(兼）

加藤秀生（017-752-3390）

(菫虫嘉洋童物菫研堅ｾｰﾀ芒）
経塚啓一郎（Ol7-75Z-3397）

(菫虫嘉洋重物菫研璽ｾ雲夕芒）
美濃川拓哉（017-752-3394）

(菫虫重洋量物菫研翼ｾ妻夕萱）

助教(兼） 武田哲（017-752-3398）

(圭虫重洋重物菫研篁ｾ手夕萱）
教授(兼）

唯教授(兼）

徽授嫌）

鈴木三男（内6788）

(壺命科蒻研究富）
米倉浩司（内6765）

(嘉命科蓋研究蔦）

助教(兼） 大山幹成（内6761）

(嘉命科義研究富）
教授(兼）

助教(兼）

准教授(兼） 鹿野秀一（内7563）

(棗訓鰍繍曳琶）
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附属巨大分子解析研究センター

センター長(併)教授寺田眞

准教授佐藤

准教授中村

冠980-8578仙台市青葉区荒巻字青葉６

１告（境界領域化学講座）

格（内6565）助教權恨相

達（内6754）助手門馬洋行

３

(内6752）

(内6749）

附属大気海洋変動観測研究センター勺980-8578仙台市青葉区荒巻字青葉６－３

センター長(併)教授中澤高清（物質循環観測研究部）

附属地震・噴火予知研究観測センターs980-8578仙台市青葉区荒巻字青葉６－６

センター長(併)教授海野徳仁（地震予知観測研究部）
秋田地震観測所尋011-0936秋田市将軍野南１－１４－４６BOl8-845-8716

本荘地震観測所尋O15-0091由利本荘市大梁aO184-29-2124

三陸地震観測所5022-010ｌ大船渡市三陸町越喜来字小泊BO192-44-2107

遠野地震観測所⑰028-054ｓ遠野市松崎町駒木4地割120-74丑0198-62-2800

附属惑星プラズマ・大気研究センター⑰980-8578仙台市青葉区荒巻字青葉６－３

センター長(併)教授岡野章一（惑星分光観測研究部）
惑星圏女川観測所砥986-2204牡鹿郡女Ill町桐ケ崎BO225-53-3374

惑星圏蔵王観測所5989-080O刈田郡蔵王町遠刈田字七曰原aO224-34-2743

惑星圏川渡観測所缶989-6711大崎市鳴子温泉蓮田BO229-84-6789

惑星圏米山観測所勺987-031l登米市米山町字桜岡貝待井aO220-55-2415

惑星圏飯舘観測所5960-1636福島県相馬郡飯舘村前田 ＥＯ２４４－４２－Ｏ４５６

自然史標本館5980-8578仙台市青葉区荒巻字青葉６－３

館長(兼)教授西弘嗣

ａＯ２２－７９５－６７６７

事務部

学部教務係（内6350） 大学院教務係（内6351） 学生支援係（内6403）

専攻事務室

数学専攻

地学専攻

(教務関係担当）

(内6402）

(内6645.6667）

物理系専攻（内6494）

生物学科（内6715）

化学専攻（内3492）

電子光理学研究センター事務係冠022（743）３４１２

附属図書館北青葉山分館管理係（内6368） 整理・運用係（内6371）
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